




















[image: ]








[image: ]








[image: ]







ＭＦ文庫Ｊ

三千世界の魔王サマ３


青　弘幸







口絵・本文イラスト●希望つばめ




編集●池本昌仁







ＣＯＮＴＥＮＴＳ




プロローグ


１章「家事クエスト」

２章「行軍クエスト」

３章「キャンプクエスト」

４章「気になるあの子を救命シチュエーション」

５章「肝試しクエスト」

６章「魔王ソング～侵略編～」

７章「支配クエスト」

８章「ある平凡な高校生の日常」

９章「ある元魔王な高校生の日常」




エピローグ






　プロローグ









「っ……すまない、魔王様……。もう少し優しく、頼む……」

「い、痛かったですか。すみません……」

　シャロンさんが、細ほそ眉まゆを辛つらそうに寄せてうめいた。俺は今、息も絶え絶えなシャロンさんに肩を貸して、家に向かっている。

　花火大会の帰り道に現れたシャロンさんは、傷だらけだった。まばゆい金髪も透きとおるような白い肌も、真っ赤な血でべっとりと汚れている。露出の多い黒ドレスはずたずたに裂け、豊満な胸がこぼれかけていた。

　魔界から来た傷だらけの美女を助ける。数年前……まだ中二病だった頃ころの俺に聞かせたら小躍りして喜びそうなシチュエーションだが、少なくとも、中二病をやめ、普通の高校生活を送りたいと願う今の俺にとっては、あまり歓迎できる状況じゃない。

　家に着くと、俺はシャロンさんをリビングのソファに促した。

「さ。シャロンさん。とりあえず座ってください」

「しかし……魔王様の調度品を汚すわけには……」

「そんなこと、気にしないでいいですから」

　俺は半ば強引に、シャロンさんをソファに座らせる。

「えっと、とにかく応急処置しないと、だよな」

　俺は、キッチンにある薬箱を取りに走った。……でも、あれだけの傷を、俺なんかが何とか出来るんだろうか。

　俺──三み道どう千ち秋あきは、その昔『三千世界を統べる魔王・終焉の創手ラグナフオール』を名乗って、全知全能の大魔王みたいに振る舞っていたが……結局は全部、痛々しい妄想設定だ。現実では、傷だらけの女性ひとり、満足に助けられない。

「お、お待たせしましたシャロンさん。すぐに、傷の治療を」

「ん？　それは何の箱だ、魔王様」

　シャロンさんが首を傾かしげる。透き通るような金髪が、さらり、と一筋流れた。綺き麗れいな顔立ち、傷一つない体、僅わずかなシワすらないドレス。思わず見み惚とれるほど美しい──って、

「なんか綺麗さっぱり治ってますけど!?」

「ああ。ルリファーに魔力を分けてもらったおかげでな、回復魔法を使うことができた」

　ルリファーが俺を見上げて、不安そうに瞳ひとみを揺らした。白く輝く銀髪と、人形のように整った顔立ち。小さな体と大きな胸を浴衣に包み、上目遣いでこっちを見つめてくる。

「わらわが自分で魔法をかけたら、またドジしてしまうかもしれないので……。はっ！　もしかして魔王さま！　なにか深いお考えがあって、あえて義ね姉えさまの傷を治さずにおいたのじゃ!?　すすす、すみませんなのじゃ！　あの程度の傷、魔王さまなら瞬時に……」

「いやいやいや、治せねーから。ルリファーは何も間違ってないよ」

「そうですよルリファーさん！」

　エヴィが、俺とルリファーの間に割り込んでくる。甘い匂においのする桃色のボブカットを揺らし、浴衣から伸びるしなやかな腕を、ルリファーを抱きしめるように大きく広げた。

「ルリファーさんは間違ってません！　ちなみにあたしも調子が悪いんですけど、魔力を分けてもらっていいですか？　サキュバスはディープキスで魔力を吸い取れるんですが」

「お前さ、邪魔だから向こうの方でリネットとイチャついてもらっていい!?」

「イチャつくってどこまでオッケーってことですか!?　子作りはイチャつくに入ります!?」

「女同士でやれるもんならやってみろよ!!」

「ひゃっほーい！　リネットちゃんリネットちゃん！　魔王さまから許可が出ましたよ！　あたしと一緒に、女の子同士で子作りして世界の歴史を塗り替えてやりましょう!!」

　エヴィが嬉き々きとしてリネットに話しかける。リネットは……シャロンさんの隣でだらんとソファに横たわっていた。艶つややかなサファイアブルーの長髪は床まで垂れ、浴衣が着崩れて、スラリとした太ももや豊満な胸が露あらわになっているが、まったくお構いなしだ。

　リネットが横たわったまま、気だるげに顔を上げて言う。

「……それ、寝ることより大切……？」

「同じくらい大切です！　どっちも『寝る』って言いますからね！　さあリネットちゃん！　あたしと寝ましょう！」

「……ひとりがいい。ソファ……せまくなる……」

「んなっ！　あたしとヤるより、一人でするほうがいいってことですか！　その食べごろボディを一人で慰めるんですか！　じゃあここで見ててもいいですか!?」

「ちょっとほんと黙っててもらっていいかな!?　こっちは一大事だからさ！」

　リネットは、俺たちの言葉にはまるで興味なさそうに、欠伸あくびをしてソファに突っ伏した。

　こいつといい、エヴィといい……俺を凄すごい魔王だと思い込んで、尊敬して、弟子入りしてきたんだよな？　なのに、なんでこんな些さ細さいなお願いすら聞いてもらえないわけ？

「ところで魔王様。我から話があるのだが」

「あー、はい。なんでしょう」

　すっかり緊張感も無くなって、脱力気味に返事をする俺に、シャロンさんが言う。

「実は今、魔界ではルリファーをめぐって戦争が起こっているのだが」

「へー。って……え？　戦争？」

「我はその原因を断つためにこうして」

「ちょ、ちょちょちょちょっと待ってください！　なんですか、戦争って！」

　一般家庭のリビングでするには、ちょっと物騒すぎる話じゃないですかね！

「うん？　いや、戦争自体は、どこにでもある権力争いだよ」

「うちの近所では一度も勃ぼつ発ぱつしたことありませんけど!?」

「なるほど。魔王様の領地は、魔界と違って統制が行き届いているのだな」

　シャロンさんは納得したように頷うなずいた。俺の言いたいことは何も伝わってないのだが。

「お恥ずかしい話だが、魔界は一枚岩ではない。特に最近は、我を次期魔王に推す派と、ルリファーを推す派が揉もめ続けていてな。我は魔王になる気などないのだが……。それで最近、ルリファーが魔界を留守にしているせいで、ルリファー擁立派の旗色が悪くてな」

　まるで現実感のない、遠い世界の話を、シャロンさんは真剣な声で語る。

「劣勢に立たされたルリファー擁立派は、未熟なルリファーを補佐する、有能な魔族を何人も選び出した。その中の誰だれかをルリファーの夫とすることで、我とルリファーの実力差を埋めようとしたのだ。そこまではまあ、よかったのだが……」

　ふう、とシャロンさんは悩ましげにため息をついた。

「誰をルリファーの夫にするかで、今度はルリファー派同士が争い始めたのだ。この機にルリファー派を叩きつぶそうと、我を推す勢力も攻撃を開始して……大戦争の始まりだ」

　ルリファーとエヴィが、息を呑のんだ。リビングに、重苦しい空気が流れる。……遠い世界の話だけど、ルリファー達の過ごす世界が大変だということぐらい、俺にも分かった。

「まあひとまず、我が一人で全勢力をひねり潰つぶして、沈静化させたのだが」

「そうですか……って、ひねり潰したんですか!?」

「だが、魔力を解放しすぎてな。肉体が耐えられなんだ」

「外傷じゃなかったんですか!?」

「うむ。魔界で我を傷つけられる者など、我自身をおいて他ほかにおらぬのでな」

　……この人、俺が中学生時代に憧あこがれてたことを、さも当たり前のようにやってるよな。

「で、でも戦争は終わったのじゃな。ほっとしたのじゃ……」

「いや。次期魔王が決まらぬ限り、戦争はまた必ず起こる」

　シャロンさんは、きっぱりと言った。

「とはいえ、我はルリファーを差し置いて魔王になるつもりなど毛頭ない。そこで次善の策として『ルリファーの婿』を決めるために、ここへやってきたのだ」

「な……なるほど……」

「我としては、魔王様が婿に来てくれるとありがたいのだが」

　その言葉に、俺の横に立っていたルリファーが、顔を真っ赤にした。

「そ、そそそ、そんなのダメなのじゃ、恐れ多いのじゃよ！　魔王さまも、わらわと結婚なんて、百万回転生しても絶対お断りだと仰るはずなのじゃっ！　ねっ!?」

「いやそこまで嫌だとは思ってないけど!?」

「ふむ。では、ルリファーにそれなりの好意は感じておるということか？」

「え!?　い、いや、その……」

　ルリファーと、結婚……。ルリファーの方をちら、と見ると、彼女は真っ赤な顔で、恥ずかしそうにうつむいた。……そ、そんな反応されると、俺も意識してしまう──。

「──許すはずないでしょ、結婚なんて」

　冷たい声がリビングに響いた。

　俺は、ほとんど脊せき髄ずい反射で、びくっと硬直する。おそるおそる声のしたドアの方を見ると、そこには、艶つややかな黒のロングヘアを、怒りでわなわなと震わせた妹が立っていた。

　シャロンさんが妹を見て、首をかしげる。

「ふむ。魔王様、この者は？」

「お、俺の妹です……」

「おお。魔王様の妹君か。それはそれは。我の妹がいつも──」

「帰ってください」

　シャロンさんの言葉を、妹が間髪いれず切り捨てた。

「お兄ちゃんは病み上がりなんです！　魔界とか魔王とかいう、わけのわからないことを言う人たちに近づくと、病気が再発して社会的に死ぬんです！　だから帰ってください！」

　妹の言葉が、俺の心にざくざく刺さる。まあ……事実だから反論できないんだけど。

　シャロンさんが、きょとんと首を傾かしげて俺を見た。

「魔王様。すまない。我には、妹君の言葉の意味がよくわからぬ」

「だから！　魔界とか魔王とか、全部でまかせ、妄想でしょう!?　そういう妄想話を、お兄ちゃんの前で口にしないで欲しいって言ってるんです！」

　早口にまくし立てる妹に、シャロンさんは首を傾げていたが、ふと納得したように言う。

「なるほど。合点がいったぞ。そういうことか、魔王様」

「は、はい？」

「つまり妹君には、魔王様の素性も、魔界や、三千世界の存在も、全すべて隠しておられるのだな？　妹君に、普通の、人間の少女としての人生を謳おう歌かさせてやるために」

「……え、えーっとそれは、なんというか」

「しかしな、魔王様。同じく妹を持つ者として、言わせて欲しい。この娘は、ほかならぬ終焉の創手ラグナフオールの妹君であろう？　であれば、いつかは妹君も、相応の重責を担うことになる」

「へ？」

「今後苦労をさせないためにも、今のうちに心の準備をさせておくべきだ。ルリファーのようにな。……それこそが、兄である魔王様の務めであると、我は思う」

　そう言ってシャロンさんが、右手を上げる。

　──嫌な予感がする。

「ちょっと待って話を聞いてください！　そもそも俺は魔王じゃなくて」

「よい機会だ。ここは我が、ひと肌脱ぐとしよう」

　パチンと、シャロンさんがかっこよく指を鳴らす。

　次の瞬間、ボフン、と小さな爆発音がした。

「な、なに今の。手品かなに、か……」

　困惑して眉まゆをひそめた妹は……ある方向を見て、目を見開いた。妹の視線の先……ソファに寝そべっていたリネットの足が、魚の尾びれに変わっていたからだ。

　妹が、口をぱくぱくさせる。リネットが、のんきに、もぞもぞと寝返りを打った。

「んむ……寝にくい……」

　下半身が戻ったことでバランスを崩したらしく、リネットがぼてっと床に落ちた。リネットの尾びれが、フローリングをピチピチと叩たたく。妹が、目を見開いたまま、俺を見た。

「え、コスプレ……いや、は、早着替え……よね？　お兄ちゃん？」

　妹の言葉に、シャロンさんが「ふむ」と呟つぶやいた。

「まだ信じられぬか。……では」

　シャロンさんが再び指を鳴らす。すると今度は、エヴィの背中から黒い羽が生えた。

「うわぁ魔王さま、見て見てスゴイ！　なんか分かんないけど羽が生えましたよ！　羽！」

「お前は、どこまでサキュバスとしての自分を見失ってるんだよ！」

「さて、こんなところか」

　シャロンさんが、妹に視線を放った。

「いかがかな、妹君」

　妹は、エヴィとリネットを見ながら、ぼんやり放心していた。

「お、おい、大丈夫か？」

　妹の華きや奢しやな肩を掴つかんでゆすり、声をかける……が、反応がない。妹は呆ぼう然ぜんとしたまま、「これは夢、これは夢」と独り言を繰り返し、そのまま、リビングを出ていってしまった。

　シャロンさんが、満足げに頷うなずく。

「うむ。最初はショックだろうが、じき、妹君も慣れるであろう」

　絶対慣れてくれないと思うけど……と、突っ込んだところで、もう何もかも手遅れだ。

「それで、どうだろう魔王様。ルリファーとの結婚……この際、婚約でもよいのだが」

「う……それは……」

　ルリファーを見る。俺と目が合って、ルリファーは恥ずかしそうにうつむいた。その仕草、その横顔は、確かに可愛かわいい。可愛いけれど。

「……すみません。まだ結婚とかは、考えられません」

「む……そうか」

「何か、別の方法はありませんか？　ルリファーが結婚しなくても済むような方法なら、俺、いくらでも手伝いますから！」

　俺の言葉に、シャロンさんがあごに手を当てて、考えこむ。

「……要は、次期魔王が決まらぬから争っておるのだ。次期魔王にふさわしいのは我ではなくルリファーなのだと、魔界中の人々が納得すれば、全すべてが丸く収まる」

「……じゃあ、こういうのはどうです？　シャロンさんが魔界に帰って、ルリファーは人間界で立派に成長していたと、魔界の人たちに伝える……とか」

「うむ。そうするのが、我としても本意だ」

「やった！　じゃあ、そうしましょう！」

　シャロンさんが来たときはどうなることかと思ったけど、案外うまく収まりそうな──。

「ではしばらく、この家に滞在させて頂きたい」

「はい！　よろしくお願いしま──……今なんて言いました!?」

　今、シャロンさんがウチに泊まるって言ってきた気がしたんだけど!?

「しばらく、この家に滞在させて頂きたい、と言ったのだ。本当にルリファーが成長しているのか、きちんと確認させて頂き、しかる後、我は魔界へ報告に行こう」

　シャロンさんが、この家に住む？　以前、俺の腹に風穴をぶち空けたシャロンさんが？

「魔王様に弟子入りしたルリファーが、成長していないはずはない……が、事が事だ。姉の欲目で軽々な判断はできん。共に生活を送りながら、成長ぶりを確認させて欲しい」

　シャロンさんと同どう棲せいか、魔界で結婚生活か……って、なんなんだ、その究極の二択!!

　俺とルリファーは、お互い蒼そう白はくになった顔を、見合わせた。

　特に、昔からシャロンさんに怯おびえているルリファーは、今にも失神しそうだ。

　そんなルリファーに、シャロンさんが笑いかける。

「なに、そう緊張せずともよい。気楽に、いつもの通りの姿を見せてくれ。我はそれを一ヶ月ほど見届けてから、魔界に帰ってルリファーの成長ぶりを語るとしよう」

　それってつまり、いつもルリファーとやってる魔王クエスト──避難訓練だとか身体測定だとかを、シャロンさんに見せろってことか？


　Ｑ：ところで魔王様。このクエストは、立派な魔王になるために、どう役に立つのだ？

　Ａ：わかりません。



　ああダメだ、どう考えても殺される。どころか、腹いせに人間界を消し飛ばされる。

「……あ、あの、やっぱり別の方法を」

「それではよろしく頼む、魔王様。なに、我は見ているだけだ。魔王様のご指導の邪魔はせぬし、余程のことがなければ、魔王様の領地で力を使うつもりもない」

　余程のことってどんなこと!?　力って、それ何億人くらい殺せるやつ!?　……などと、怖くて聞けるはずもない。

　こうして俺は、シャロンさんとひと月の間、同どう棲せいすることになったのだった……。













「意外に早いのだな、魔王様は」

　俺の足元にいるシャロンさんが、微笑ほほえんで言った。

　シャロンさんが家に来た翌日の早朝。俺がリビングに降りると、フローリングの上にシャロンさんが跪いていたのだった。

「……もしかしてシャロンさん、一晩中そこに？」

「ああ。さすがのご慧けい眼がんだな魔王様」

「なに清すが々すがしく笑ってるんですか！　俺、空いてる部屋使っていいって言いましたよね!?」

「そうだな。突然押しかけた間借り者に、身に余るお気遣い、感謝の言葉もない。魔王様のご厚意に甘えて、昨夜は雨風の当たらぬ場所で休ませて頂いた」

「雨風当たらないとかいうレベルでそんなに感謝しないでください！　普通にベッド使ってよかったんですってば！」

「ありがとう魔王様。社交辞令だと分かっていても嬉うれしいぞ」

「百パーセント本心なんですけど!?」

　なんなんだこの人の遠慮っぷり！　本当に俺の腹ぶち抜いた人と同一人物か!?

　シャロンさんの中で『終焉の創手おれ』って、どんだけすごい存在なんだよ！

　と。俺に続いてリビングに降りてきたエヴィが目を輝かせた。

「わお魔王さま！　シャロンおねーさまを跪かせて何やってるんですか!?　いえ待ってください当ててみせます。下克上プレイ……いいえ、屈服萌もえですね！」

「確かに我は一度、魔王様に身も心も屈服させられているが」

「ちょっと魔王さま！　あたしのいないところでなんて楽しそうなことしてるんですか羨うらやましい！　ちなみにあたしはシャロンさんに跪ひざまずかれるよりは踏まれたいです！」

「知らねえよばかやろう！　いいから話をややこしくすんな！　っていうかシャロンさん、何ドレスの裾すそめくってるんですか!?」

「いや何、ほかならぬ魔王様の弟子に頼まれたのだ。踏まぬわけにはいかぬと思ってな」

「うちのリビングでそんな変態プレイを始めないでください！」

　妹に見られたら殺されるどころの騒ぎじゃない！

　その時だった。ルリファーが、小動物みたいにビクビクしながらリビングに降りてきた。

　シャロンさんが、すべすべの太ももを晒さらした格好のまま、ルリファーを見た。

「おお。おはようルリファー。師である魔王様より遅い起床とは、少々感心できないな」

　シャロンさんが、何気ない口調で言った、──瞬間。ルリファーが垂直に飛び上がった。

　きらめく銀髪をばっさばっさ振り乱して、ルリファーはシャロンさんに頭を下げる。

「ごごご、ごめんなさいなのじゃっ！　わらわ、わらわっ、これからは絶対魔王さまより早くリビングに降りて……いえ、もうわらわ、今後一生、リビングの床で寝ますのじゃっ！」













「やめて！　それもうお前のお姉さんがやったから！」

「義ね姉えさまですら、リビングでっ……!?　そ、それではわらわのような落ちこぼれは、一体どこで寝れば……!?」

「ちゃんと部屋で寝てくれ頼むから！　シャロンさんもですよ！」

「ありがとう魔王様。優しい嘘うそだと分かっていても、涙が出そうだ」

「誰だれか俺の話をちゃんと聞いてくれるやつはいねーのかよ！」

　せっかく夏休みで、少しは平穏な生活が送れるかと思っていたのに……余計騒がしくなってるじゃねーかよ！　頭をかきむしる俺をあっさりスルーして、シャロンさんが言う。

「さて、ルリファーも起床してきたしな。そろそろ始めようか」

「はわっ!?　はっ、はじめるとは、なにをっ!?　おっ、おしおきっ!?　おしおきなのじゃっ!?」

「魔王クエスト、だったか。あの写本に記した試練を、今でも続けているのだろう？」

「は、はわっ、はいっ！　ごっ、ごめんなさいなのじゃっ！」

「うん？　なぜ謝る。我は、それを是非見てみたいのだが」

「くっ、クエスト……を、ね、義姉さまにっ……!?」

　ルリファーの体が硬直した。そのままギギギと、油の切れたロボットのように首を回して俺を見る。大きな蒼あお色の瞳ひとみには、うるうると、いっぱいに涙が溜たまっていた。

「ちょ、ちょっとシャロンさん、待っててもらっていいですか」

　俺は慌てて、ルリファーを連れてリビングを出た。

「ルリファー!?　どうしたんだよ落ち着けって！」

「じゃけど魔王さま！　義ね姉えさまが、わらわを塵ちりも残さず消し飛ばすと」

「言ってねーよ！　クエスト見るって言っただけだろ！」

「クエストを見る！　わらわがドジる！　怒った義姉さまはわらわを塵も残さず」

「消し飛ばさねーから！　落ち着けってば！」

　俺のシャツをぎゅうっと握り締めながら、ルリファーは震え上がる。よっぽどシャロンさんが怖いんだろう。今のルリファーでは、簡単なクエストでも、あっさりミスりそうだ。

「わかった！　じゃあルリファー、今日はお前が一番得意そうなクエストをやろう！」

「と、ととと、得意っ!?」

「ほら、なんかないか？　俺のブログに、お前の得意そうなやつ。看病とか、勉強とか」

　俺の言葉に、ルリファーが慌てて写本を取りだして、ページをめくりはじめた。

「はわ、えと、えっと、買い物クエスト……は、代金を間違えそうだからダメなのじゃ。散歩クエスト……も、迷子になって帰ってこられなくなっちゃうかもしれないのじゃ」

「お前、どんだけ自分を過小評価してるんだ……」

「ふ、ふぇ……わらわが得意なこと、わらわが得意なこと……」

　今にも泣きそうな顔で、ルリファーがページをめくっていく。

「あっ！　こ、これなのじゃ魔王さま！」

「……なるほど。家事クエストか」

　これなら確かに、ルリファーの得意分野だ。それは、日々ルリファーにご飯を作ってもらっている俺が、誰だれより、よく知っている。普段やってることなら、ドジも踏まなそうだ。

　クエスト内容も、写本を見るに『掃除』『洗濯』『炊事』の三つをこなせばいいだけだ。ルリファーならまず大丈夫……だと思う。

「よし、これで行こう。ルリファー」

　俺たちは、リビングへ戻った。シャロンさんの前で、ルリファーが震える声で言う。

「そ、それじゃあ、かかか家事クエストそのいちっ！　お掃除を始めるのじゃ！」

「ほう。そんなクエストもあるのだな。さすがは魔王様、我とは着眼点からして違う」

　なんだか感心した様子のシャロンさんに見られながら、ルリファーが掃除機を持ってくる。最初こそ、掃除機のスイッチも入れられないくらい震えていたルリファーだったが、しばらく床に掃除機をかけるうちに、落ち着きを取り戻したようだった。

　よかった。だんだん、普段の調子を取り戻してきている。これなら何とか──。

「ところでルリファー。その、掃除に使っているそれはなんだ？」

　不意に、シャロンさんが掃除機を指さして言った。

「そのようなものを使わなくとも、魔法で掃除はできるのではないか？」

「ま、ままま、魔法で、なのじゃ……？」

「できぬのか？」

「でっ、できなくないのじゃっ!!」

　ルリファーは掃除機を放り出すと、ポケットからチョークを取り出した。がたがたと震える手で、フローリングに魔法陣を描き出す。……素人の俺でも分かる。あれは失敗する。

「深しん淵えんと常とこ闇やみの血脈においてルリファーが命ずる。爆炎の覇者よ我が呼び声に」

「うわ何その呪じゆ文もんかっこよ……くない！　ルリファーやめろ！　お前が今呼び出そうとしてる爆炎の覇者は、明らかに掃除とは関係ないから！」

　俺は慌ててルリファーを止めにかかった……が、ルリファーの描いた魔法陣が、血の色に輝き出す方が、わずかに早かった。

　魔法陣を中心にして、爆発が起きた。タンスやテーブルが爆風で吹っ飛び、一瞬にして、リビングがめちゃくちゃに荒れ果てる。

　ぱらぱらと埃ほこりの舞うリビングに、ルリファーが呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「はわ、わ、わ、わらわ……ちゃんと、魔法で、お掃除しようと思って……」

　ルリファーの蒼あおい瞳ひとみに、じんわりと、涙が溜たまり出す。

　俺は恐る恐る、シャロンさんを見た。シャロンさんは、呆然と目を見開いていた。

「えっと……違うんですシャロンさん。俺の話を聞いてください」

「ふむ。聞こう」

「ルリファーはあの、こ、この世界の摂理に従っただけなんです！　掃除とはいわば創造であり創造の前には必ず破壊がえっとすみません最初から言い直してもいいですか!?」

「なるほど。つまり一度汚してから、掃除クエストを果たすわけだな。さすが魔王様。ルリファーに、自ら進んで難易度の高い試練をこなすよう指導しているというわけだ」

「それです！　さすがシャロンさん俺の言いたいことがわかってらっしゃる！」

「そんなに褒めるな。照れるぞ魔王様」

「さあルリファー、ここからが見せ場だよな！　なっ！」

「はわ……そそそそうなのじゃ！　次こそはお掃除が得意な魔獣を」

「掃除機！　掃除機を使おう！　現代文明の発達に感謝しようルリファー！」

　俺は大急ぎで掃除機をルリファーに押し付けた。……これで、ひとまずは大丈夫だ。

　でも、初しよっ端ぱなからこの波乱……この先も、嫌な予感しかしない。
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「ふむ。それでルリファー。次は何を見せてくれるのだ？」

「せ、せせ洗濯なのにゃっ！」

　シャロンさんの問いかけに、ルリファーが語尾を噛かみながら答えた。

　俺はルリファーの隣に立って、そっと耳打ちする。

「落ち着けよ？　いつも通りにやれば、簡単なクエストのはずなんだからな」

「ひゃ、ひゃいっ！　いいい、いつもどおり、いつもどおり……」

　まるで落ち着いてないことはわかった。……不安すぎる。

「で、では洗濯をするのじゃ！」

　ルリファーはそう意気込んで、洗濯カゴを手に持った。あとは、数歩先にある洗濯機にカゴの中身を入れて、スイッチを押すだけだ。ここからミスる方法なんて想像がつかない。

「ひゃわっ！」

　しかしルリファーは、あっさりと俺の想像を超えた。何もないところでずっこけたルリファーは、洗濯カゴと共にひっくり返る。そのままカゴの中身がルリファーに降り注ぎ、小さな体は一瞬で洗濯物の中に埋もれてしまった。

「ルリファー!?」

「魔王さま！　真っ暗なのじゃ！　てっ、停電っ!?　停電なのじゃっ！」

　俺は、洗濯物の中でわたわたもがくルリファーを、ぐいっと引っ張り出してやる。

「はっ!!　明るくなったのじゃ！」

「落ち着けルリファー！　さっきから明るいから！　いいから、洗濯終わらせるぞ！」

「はわっ！　そうだったのじゃ！」

　俺とルリファーは、二人で洗濯物を拾い、洗濯機の中に押し込んでいった。洗剤も入れて、あとはスイッチを押すだけ……と思っていると、シャロンさんが首を傾かしげた。

「もう終わりなのか？　洗濯というのは、ずいぶん楽なのだな」

「ふぇっ!?　わ、はわ、ち、ちちち違うのじゃっ！　もちろん、まだあるのじゃ！」

　言うなり、ルリファーは突然、がばっと服を脱ぎはじめた。

「なにしてんのルリファー!?」

　俺が止める間もなく、まくり上げられたシャツから、すべすべした滑らかなお腹なかが覗のぞく。豊満な胸を覆う純白の下着が見えて、柔らかな曲線を描く腋わきまで──。

「ストーップ！　着てる服まで洗濯しなくていいから!?」

「こっ、こっ、このシャツも、投入っ！　スイッチオンなのじゃっ！」

　ルリファーは脱いだシャツも洗濯機に放り入れ、上半身下着のまま、スイッチを押し込んだ。……いろいろと問題を残したまま、洗濯機が回りだす。

「終わりましたのじゃっ！　魔王さま！」

　よく訓練された兵士みたいな直立不動で、ルリファーが言う。

　俺は……そんなルリファーから、慌てて視線をそらした。

「あ、ああ……。頑張ったな……。でもその、服……着てきた方がいいぞ」

「ふえ？」

　俺の言葉に、ルリファーが自分の体を見下ろす。

　柔らかな曲線を描く首筋から、純白の布地に包まれた豊満な胸、ほっそりとくびれた腰まで、ルリファーの上半身はほぼ肌色一色だ。

「ふあっ!?」

　ルリファーは、両腕で慌てて胸をかくした。

「魔王さま！　わらわ、なぜ裸になっておるのじゃ!?　あっち向いてて欲しいのじゃっ！」

「服脱いだの無意識だったの!?　いやわかった！　あっち向いてるから、早く服を……」

　そこで、ふとシャロンさんが首をかしげた。

「ところでルリファー。服を脱いだのにはなにか意味があるのか？」

「ふえっ!?　え、えええええとえとえとっ、あっ、あるのじゃっ！　これはお風ふ呂ろ掃除で濡ぬれてもいいように脱いだのじゃっ！」

「なるほど。さすが魔王様のクエストだ。常に次の展開を見据えておられる」

「湯船を流す！　湯船をこする！　そして湯船を流すのじゃっ！」

　ルリファーが、うわごとのように言いながら、上半身ほぼ裸のままで風呂場に突撃していく。ああもう、そんなに急いだら──。

「ひゃわあっ!?」

　案の定、ルリファーはシャワーヘッドを掴つかんだ瞬間、足を滑らせた。なんとか体を支えようとしたんだろう、ちっちゃな手が蛇口をつかみ……シャワーからお湯が噴き出した。

「わひゃあっ!?」

　顔面にお湯を浴び、尻しり餅もちをついたルリファーの手から、シャワーヘッドがすっぽ抜けた。

　自由になったシャワーヘッドは、蛇のように勝手に暴れだして、辺りにお湯をまき散らしはじめた。ルリファーはあっという間に、ブラからスカート、靴下までびしょ濡れだ。

「魔王さま！　リヴァイアサン！　水竜リヴァイアサンが暴れているのじゃっ！」

「落ち着け！　ただのシャワーヘッドだから！　いいから早く捕まえるんだ！」

　俺も助けに入ったが、半裸のルリファーを直視できず、うまく助けられない。その間にもルリファーはさらに濡れてゆき、銀髪がルリファーの体の柔らかな曲線を浮かび上がらせ、スカートは太ももに張り付いて、スカートの奥から下着の線がうっすら透けた。

「はわ、だ、大丈夫なのじゃよ、義ね姉えさま！　魔王さまっ！　これくらい、あれっ、まてっ、ふえっ、ひゃああああっ！」

　ルリファーが、荒れ狂うシャワーヘッドに弄もてあそばれる。

　ようやく水を止められた頃ころには、俺もびしょ濡れになっていた。
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「……魔王さま、わたしを置いて、プールに行った……？」

「行ってねーよ」

　今さら起きてきたリネットを恨めしく思いながら、ソファに倒れこむ。キツい……。ただルリファーの掃除と洗濯を見守っていただけなのに、なんでこんなに疲れてるんだ？

　いま、ルリファーはキッチンで朝食を作っている。それでクエストは終わりなんだけど……ぜんぜん、無事に終わる気がしない。

　なんて思っていると、シャロンさんが俺の傍らにしゃがみこんで、ぼそっと囁ささやいてきた。

「魔王様。ちょっといいだろうか」

「は、はい？　なんでしょう？」

「先ほどからのルリファーの様子……。我には、今までのルリファーとなにも変わっていない、いや、どちらかといえばよりひどくなっている気がするのだが、気のせいだろうか」

「え!?　それは、えっと……」

　シャロンさんの言うとおり、ルリファーはいつにも増してテンパっている。

　原因は分かっている。シャロンさんが見ているせいだ。……とはいえ、ルリファーの成長を見届けに来たシャロンさんに「見ないでください」と言うわけにもいかない。

「えーっと、いえ、なにも問題ないですから！　最後まで見ていてあげてください！」

　俺はノープランのまま、その場を凌しのいだ。すまんルリファー。

「なるほど。我には失敗にしか見えていなかったことも、最後の大きな成長への布石というわけだな。さすが魔王様、常に広い視野でものを見ておられる」

　……今のがその場凌ぎのウソだってバレたら、俺、殺されるかな。

「ところで魔王様。朝食には、妹君を呼ばなくていいのか？」

「っ、そ、それは……その」

「早くしないと、ルリファーが作ってしまうぞ。なんなら、我が呼んでこようか」

「あ……あいつは適当に食べるって言ってたので、大丈夫だと思います」

「ふむ？　しかし、魔王様。妹と同じ食卓を囲まないというのはいささか……いや、まあ、これ以上魔王様と妹君の関係に、差し出口は利かんことにしよう」

　そう言ってシャロンさんは口をつぐみ、俺から離れた。

　妹……か。あいつ、昨日からずっと部屋に閉じこもってるんだよな。

　昨晩、寝る前に様子を見に行ったのだが、何度声をかけても、「ありえないありえないありえないありえない」なんて、呪じゆ文もんみたいな言葉が返ってくるばかりだった。

　さすがに、ショックを受けているらしい。俺と違って、妹はいつも現実を見据えて生きてきたからな……サキュバスだの人魚だの、現実離れした存在をすぐに受け入れられないのは、当然か。……むしろ、この状況に順応しかけてる俺の方が、おかしいのだ。

　なんて考え事をしていると、そばに寄ってきたエヴィが、肩をつついてきた。

「魔王さま魔王さま。ルリファーさん、ちょっと遅くないですか？」

「え……？　そういえば、そうだな」

　時計を見ると、確かに、家事に関しては手際のいいルリファーにしては、朝食の準備に時間がかかりすぎている、……なんか、嫌な予感がするなぁ。

「もしかしてルリファーさん、急に体の火照りが抑えきれなくなって、野菜で」

「うるせえ黙れ。……ちょっと、見に行ってみるか」

「わたしも……行く……。これ以上の空腹は、命にかかわる……」

「では我も」

「シャロンさん!?　いえ、シャロンさんは、ルリファー渾こん身しんの料理を楽しみにしててください！　先に見ちゃったら、驚きが減るじゃないですか!!」

「ふむ。なるほど。ルリファーを育てるだけでなく、我が、どうクエストを見たらよいかまで考えてくださっているのか。であれば、お気遣いを無下にするわけにも行くまいな」

　シャロンさんは嬉うれしそうに頷うなずいて、引き下がってくれた。

　俺とエヴィ、リネットの三人で、恐る恐る、キッチンの様子をうかがう。

「ルリファー……？　順調か……？　──って」

　キッチンには、大量の料理が所狭しと並んでいた。……大宴会でも開くつもりか。

　ルリファーはキッチンの中心で、今もものすごい速さで料理を作り続けている。

「りんごをコンポートしているうちにシチューを煮て合間にボルシチの下ごしらえを」

「ルリファー!?　朝食を食べるのは五人だけだから！　作りすぎだから！」

「ふえ……？　はわっ!?　わらわはいったい何を!?」

「無意識にこんだけの料理を仕上げたの!?　それはそれですごいけどさ！」

　キッチン中に並べられた料理を見回して、ルリファーが、しおしおとうなだれる。

「はわ……魔王さま、ごめんなさいなのじゃ……。こんなに、余計に作ってしまって……」

　じわ、とルリファーは涙ぐむ。……これ以上落ち込まれたら、クエストどころじゃない。

「そっ……そんなに落ち込むことないと思うぞ！　なっ。エヴィ！」

　俺の言葉に、エヴィがハッとして乗ってくる。

「そ、そうですよっ！　ルリファーさんの手料理なら、いくらでも食べられますって！」

　俺とエヴィの意図を汲くみ取ったわけではないだろうが、リネットも、料理に近づいた。

「ほら、リネットも早く食べたいって！」

「ふぇ……そう、なのじゃ？」

　涙目のルリファーに見つめられたリネットは、そんなことはどうでもよさそうに鼻をくんくんさせながら、料理をひとくち、つまみ食いした。そして──。

「──……!?」

　リネットは石像みたいに硬直。そのままごとん、と床に倒れた。

「え？　リネット!?　どうした!?」

　慌てて駆け寄り、リネットを揺さぶる。リネットは、陸に打ち上げられた魚よろしく、ピクピクしていた。……き、聞きたくないが、まさか。

「マズかった、のか……？」

「……忘れられない、味……」

　リネットの言葉に、ルリファーがしゅんとうなだれた。エヴィが慌てたように声を張る。

「だ、大丈夫ですよルリファーさん！　リネットちゃんも、マズイとは言ってません！　こんなに美お味いしそうなのに、マズイわけないじゃないですか！　あーあ。あたしもひとくちつまみ食いしちゃおっかなー？　ほらルリファーさん、これとってもおいし──」

　言い終わる前に、エヴィは後ろ向きにひっくり返った。

「エヴィ、大丈夫か!?　お前まで、こんな……」

「ルリファーさんのが、あたしの中をメチャクチャに!?　これは新たなプレイの予感……!!」

「よし、こいつはどうでもいいや！」

　俺はきれいさっぱりエヴィを見捨てたが、ルリファーはそうはいかないようだった。

「……ごめんなさい、なのじゃ」

　ルリファーは、エプロンの裾すそをギュッと掴つかみ、ぽろっ、と一粒、涙をこぼした。

「魔王さまのおかげで、わらわ、成長できたと思ったのに……。わらわが不ふ甲が斐いないせいで、シャロン姉さまに、ぜんぜん成長したところ、見せられないのじゃ……」

　ぐすっ、と鼻をならして、ルリファーはうつむいた。

「魔王さま……。ダメな一番弟子で……ごめんなさいなのじゃ……」

　絞り出すように、ルリファーは言った。

「……違うよ、ルリファー」

「ふぇ？」

「お前が言ってることは、間違ってる」

　それだけは指摘したくて、俺はルリファーに近づき、そっと、髪を優しく撫なでる。

「ダメなんかじゃない。大丈夫だって」

「魔王さま……」

「無理に今までやったことのないことをやろうとしなくて、いいんじゃないかな？　ルリファーはもう、今のままで十分成長してて、十分、すごいんだからさ」

「本当……かの……？」

　ルリファーが、ぐす、と鼻をすする。情けない顔に、俺は苦笑いを浮かべてしまう。

　そんなに落ち込む必要なんて、まったくないのに。

「俺、いつも楽しみなんだぞ。ルリファーの作る飯、すげえ美う味まいから」

「魔王さま……」

　俺が笑いかけると、ルリファーは涙を浮かべた瞳ひとみで、じっと見つめてきた。

　がちがちに緊張していた、華きや奢しやな肩から、ふっと、力が抜けたのがわかった。

「魔王さま。わらわ、ここから味を調えるのじゃ」

「え……？　大丈夫なのか？　作り直したっていいんだぞ？」

「魔王さまのお家にある食材を無駄にするなんて、できないのじゃ」

「そんなの、気にしなくてもいいのに……」

「ありがとうございますなのじゃ。でも、心配いらないのじゃよ」

　そう言って、ルリファーはいつも通りの、はにかむような笑顔を浮かべて言う。

「魔王さまに、美お味いしいご飯を食べてもらいたい、って思ったら、もう絶対失敗なんて、しないのじゃ」

　ルリファーの笑顔に、俺も自然と微笑ほほえみ返していた。これなら、もう大丈夫そうだ。

　俺は、未いまだ倒れたままのエヴィとリネットをずるずる引きずって、リビングに戻った。





　※






「できたのじゃ！」

　テーブルの上には、ルリファーの作った豪華な料理が、所狭しと並んでいた。

　シャロンさんが感心したように、料理の数々を見回す。

「なるほど。見栄えは完璧だ。だが魔王様、食べる前に一ついいだろうか」

「え……ど、どうかしましたか？」

「先程も言わせていただいたが、ここまで見てきた限り、我には、ルリファーが立派になっているとはとても思えぬ。むしろ、酷ひどくなっているようにさえ感じる」

「そ、それは……」

「無論、我の観察眼が未熟なせいだということは分かっている。しかし、魔界でルリファーの成長ぶりを語るのが我である以上、我に理解できない成長では意味がないのだ」

　それは、まったく非の打ち所のない正論だった。

「ゆえに、この上、得意だったはずの料理まで下手になっていたなら……我は今日にも、ルリファーを連れて帰ろうと考えている」

　有無を言わせぬシャロンさんの言葉で……リビングの空気が張り詰めた。

　俺の隣で、ルリファーが肩を震わせる。

「ルリファー。大丈夫だ」

　ルリファーの小さな手を、そっと握って、言ってやる。ルリファーは俺の目を見返して、繋つないだ手を、きゅっと握り返してきた。

　俺たちが見守る中、シャロンさんが箸はしを持ち上げ……料理をひとくち、口に運ぶ。

「…………」

　シャロンさん以外の全員が、息を呑のんだ。

　──そして。

「おお」

　ただ一言、満足そうに頷うなずいて、シャロンさんはルリファーに微笑ほほえみかける。

「もともと得意分野だったとは言え……前より格段に美う味まくなっている。さすが魔王様だ。もう伸びきったと思っていた長所を、さらに伸ばして見せるとは」

　そう言いながら、シャロンさんは二口、三口と料理を口に運んでいく。よっぽど気に入ってくれたらしい。

「よかっ……たぁー……」

　俺は安あん堵どの息を吐ついた。エヴィも俺と同じ気持ちなのか、ふう、と胸をなでおろしている。リネットは……空気も読まずに、早くも料理を食べ始めていた。

　ルリファーが俺の手を握ったまま、はにかむ。

「魔王さまのおかげなのじゃ……」

　柔らかな曲線を描く頬ほおを赤らめて、蒼あおい瞳ひとみで、嬉うれしそうに俺を見上げてくる。

「わらわ、何も心配することなんてなかったのじゃな。わらわの師匠は……三千世界で一番頼もしい魔王さまなのじゃから」

「……まぁ、お前がそう思ってくれるんなら、そうなのかもな」

　俺は魔王じゃないけどな。という、いつものツッコミは呑み込んでおいた。ルリファーのこの笑顔に、水を差したくない。

「む。茶がなくなってしまったな」

「あ、シャロン義ね姉えさま、わらわがお茶をおつぎしますのじゃ！」

　シャロンさんの言葉に、ルリファーが立ち上がって、麦茶の入ったポットを持つ。

「あ、ルリファー、そんなに急いだら──」

「ふあっ!?」

　俺の注意は、一瞬遅く……ルリファーが何もないところで転び、ポットが宙を舞った。

　ポットは、ああ、よりにもよって……シャロンさんの頭に、派手に麦茶をぶちまけた。

「…………」

「…………」

　先ほどの喜びはどこへやら。一転して、リビングがしんと静まり返る。

　俺たちの怯おびえた視線を一身に受けたシャロンさんは……ひとつ、頷いた。

「ふむ。ドジなところは、まだ直っていないようだな。もうしばらく、成長ぶりを見せてもらう必要がありそうだ」

　先ほどの褒め言葉は取り消し、ということだろうか。ルリファーが、目に涙を溜ためる。

「──だが」

　シャロンさんは、金色の前髪からきらきら雫しずくを滴らせながら、笑顔を浮かべた。

「そんな話は後だな。今は、この最高の食事を堪たん能のうするとしよう」

　よ、よかった……。シャロンさん、怒ってない……。

「ね、義ね姉えさま、ごめんなさいなのじゃ、ごめんなさいなのじゃ！」

　ルリファーは慌てて取ってきたタオルで、シャロンさんの体を拭ふこうとしている。

「ルリファー、小間使いのような真ま似ねをするでない」

　シャロンさんはルリファーからタオルを取り上げ、自分で体を拭きながら、俺に向かって微笑ほほえむ。

「このドジもまた、なにか素晴らしい成長への布石なのだろう？　魔王様」

「は、はははは……」

　なにをやっても、俺への期待値がどんどん上がっていく……。

　ルリファーの美お味いしい手料理も、今後の不安を忘れさせてはくれないのだった。













「ま、魔王様……そんなに見つめるな……。流石さすがに少し、恥ずかしいぞ……」

　早朝。名な空そら高校の校門前。夜の闇やみをそのまま纏まとったような、現実離れした闇色のドレスを着たシャロンさんが立っていた。

　校門に居合わせた生徒……どころか、学校中の生徒たちの視線が、この異質すぎる格好の、目がくらむような美女に注がれている。

　もちろん俺の視線も、ど正面から、シャロンさんに釘くぎ付づけだ。

「……なんで来てんですか、シャロンさん」

　なんて格好で、とどっちにするか迷ったが、より問題のでかい方を優先して聞いた。

「いやなに、学び舎でのルリファーの活躍も見せてもらいたいと思ってな」

「いや、学校は夏休みだって言いましたよね!?　学校生活は来月まで見られませんって！」

「ああ。もちろん、そう伺った。だが、妹君が制服を着て出かけていったのでな、臨時の講義でもあるのかと」

「ありません！　全然ありません！　ただみんなたまたま学校に遊びに来ただけです！」

　……実はシャロンさんの言うとおり、今日はとある、臨時の授業がある。

　しかしそれは、それにだけは、シャロンさんを連れて行きたくなかった。

　なんとかして隠し通して、帰ってもらわなければ……!!

「えっとですねシャロンさん。そういうわけですから今日は帰って」

「魔王さま───っ!!　いよいよ今日から臨海学校ですねうへへへへへ！　年とし頃ごろの女の子たち百人以上が、誰だれの助けも来ない絶海の孤島に四日間も閉じ込められるなんて！　あたし、あたし、誰から襲っていいか迷っちゃげふうっ!?」

　俺はどこからともなく出現した変態サキュバスを脊せき髄ずい反射で突き飛ばした。

　しかし……ちょっと、ぶっ飛ばすのが遅すぎたみたいだ。

「魔王様？　リンカイガッコウ、とは、一体何だ？」

　エヴィの言葉を耳ざとく聞き取ったシャロンさんが、きょとん、と首をかしげる。

　ああ……これだけは、隠し通したかったのに……。だが、ここでなおもごまかすと、いざバレたときが怖い。……俺は観念した。

「えっと……臨海学校というのは、夏休みに行われる校外学習で……これから四日間、離島に泊まり込んで、いろいろな体験授業をします……」

　ルリファー達を連れて四日間泊まり、というだけでも頭が痛いのだ、せめてシャロンさんからだけでも解放されたかったんだけど……。

「ふむ。しかし、魔王様は先程、学校はしばらく休みだと仰おつしやっていたが？」

　シャロンさんの眼まな差ざしが、ぎらりと鋭く輝いた……気がした。まずい殺される。

「いいいえ違うんです聞いてください！　えっとその、シャロンさんはルリファーの普段の授業風景を見たいと仰っていたのでっ、臨海学校は普段とは全然違う授業をやるのでっ、シャロンさんには『普通の授業はない』という意味で、学校が休みと言った次第でして！」

「ふむ。なるほど。魔王様のお心遣いだったというわけか。それだというのに、魔王様を疑うような物言いをしてしまい、申し訳なかった。この罰は何なりと……」

「ちょっと待ってください、みんなの前で跪ひざまずかないで!!」

「む。これではまだ頭が高いか。では、人間界の伝統的謝罪法『ドゲザ』を」

「しなくていいですからっ！」

　俺はシャロンさんの腕を引っ張って無理やり立たせた。この、相変わらず俺の話を聞いてくれないこの人を伴って臨海学校とか……嫌な予感しかしない。

　せめて、厄介なクエストが発生しないように、ルリファーをうまく……。

「魔王さま魔王さま！　わらわ今日は、この『行軍クエスト』をやろうと思うのじゃっ！」

　……なぜこうも、俺の願いは、願うそばから裏切られるのか。

　ルリファーがこれみよがしに写本を開いて、元気に駆け寄ってくる。

「臨海学校の一日目にぴったりのクエストなのじゃ！」

「あー、えっと、ルリファー？　今日はなるべく難易度の低いやつを」

「何をおっしゃいますのじゃ魔王さま！　これから四日間、義ね姉えさまはおらんのじゃから、今のうちに難易度の高いクエストをクリアしておくべきだと思うのじゃっ！」

「今すぐ後ろを振り返ってみたほうがいいと思うよ、俺は」

「ふえ？」

　ルリファーはきょとん、とした顔で振り返り……目の前に立っていたシャロンさんを見上げて、石像みたいに固まった。

「ね、ね、ね、ね、ねえさ、ま……」

「おおルリファー。自ら難易度の高い試練に挑むとは、実に感心だな。……どれ」

　シャロンさんは、二にの宮みや金きん次じ郎ろうみたいなポーズで固まったルリファーの手から、写本を取り上げて読む。

「なるほど。クラスメイト全員を率い、ひとりの死傷者も出さずに目的地までたどり着く、と言ったところか。ふむ、統率力が試されるな」

「い、い、い、いえわ、わわらわっ、もも、もっと簡単なクエストを……」

「何を言う。謙けん遜そんするなルリファー。我は見ていたぞ。お前自ら、この難易度の高いクエストに取り組もうと、そう言い出したのではないか。まったく、成長したものだ」

「ひゃわっ!?　あの、その、それはちがくて……」

「よほどの自信がなければ、あんなことは言えんはずだ。期待しているぞ、ルリファー」

「いえ、わらわっ、自信なんてっ、自信なんてこれっぽっちもっ……」

「ないのか？」

「じじじじじじ自信しかありませんのじゃっ!!」

　シャロンさんに押し切られ、そう高らかに宣言したあと、ルリファーは、ふらふらと俺に歩み寄ってきた。

「魔王さま……わらわ、ドジでダメな弟子じゃったけど……これからも、時々でいいからわらわのこと……思い出して欲しいのじゃ……」

「なに死ぬ間際みたいなセリフ言ってんの!?」

「だって！　だって！　わらわは今日お姉さまに抹殺されることが決まったのじゃ！」

「決まってねーから！　クエストをちゃんとクリアすればいい話だろ？　なっ？」

「じゃけど、じゃけどぉ……はわ、あうう……」

　ルリファーは余り気味の袖そでを握り締め、空気が抜けたみたいに縮こまった。

　こんな調子で、これから四日間、本当にやっていけるんだろうか……。だが、俺の不安なんてお構いなしに、臨海学校に向かうためのバスが、校門前に到着したのだった。




「ルリファー。足元、気をつけろよ」

　先にバスに乗り込むルリファーを、俺は背後から見守る。

　と、その時だった。視線を感じて振り返ると、だいぶ離れたところに妹が立っていた。

「そっか……あいつの学年も、臨海学校か」

　宿は別だが、目的地は確か、同じ離島だったはずだ。

　妹とは、ルリファー達の正体がバレた日から、一度として顔を合わせていない。同じ家に住んでいるのに、だ。……まあ、あの件がなくても妹とは、まともな会話をするような仲じゃないんだけど。

　妹が、じっと俺の方を見てくる。……え、なんで？

「……えっと」

　心臓が早鐘を打つ。手ぐらい振ったほうがいいのだろうか……と思っているうちに、妹はふいっと視線を外して、自分のクラスのバスに乗り込んでしまった。

「……魔王さま？　どうかなさったのじゃ？」

「ん、あ、いや、向こうに妹がいてさ……」

　そこで、ふと気づいた。

「待てよ。あいつも臨海学校ってことは、いま家にいるのって、リネット一人か？」

「はわっ、そ、そうなのじゃ！」

　ルリファーが、おろおろと慌てふためく。

「あうう、だ、大丈夫かの？　リネット、ひとりでご飯作れるかの？」

「お前はあいつのお母さんかよ。カップ麺めんとか備蓄があるし、大丈夫だろ」

　俺はむしろ、臨海学校を終えて帰った時、家の中をどれだけ散らかされてるかが怖い。

　バスに乗り込んだ俺とルリファーは、委員長と副委員長にあてがわれた、最前列の席に座る。丁度後ろの席には、エヴィとリネットが座っていた。エヴィはとっても楽しそうに、リネットに向かって一方的に話しかけては無視されている──って。

「なんでお前がここにいる！」

　家で留守番しているはずの穀ごく潰つぶし、リネットが、頬ほおを膨らませる。

「魔王さまは、わたしに、餓死しろというの……？」

「メシくらい自分で作れよ！　カップ麺めんとか、レトルトとか、たくさんあったろ!?」

「毎日カップ麺とレトルトは……なしでしょ……」

「お前には上等すぎる食べ物だよ！」

　と、そこでリネットの隣からエヴィが口を挟んでくる。

「いいじゃないですか一緒でも！　何が問題だって言うんですか！」

「部外者が許可もなく参加していることだよ！」

　ああくそ、もういい。とにかくリネットは先生に言って叩たたき出してもらおう。この上、リネットの面倒まで見切れん……と、俺が思った時だった。バスの中が、ざわついた。

　……嫌な予感がする。

　恐る恐る振り返ると……シャロンさんが、バスに乗り込んできたところだった。さっきまでのドレスとは違う、細身のパンツスーツに、赤い縁のメガネをかけている。

　さっきのドレスと違って、明らかに異質な雰囲気はなくなったが、威圧感は正直こっちのほうが上だ。圧迫面接の面接官みたいな、リアルな恐ろしさを感じる。













　クラス中のみんなが、恐る恐る、シャロンさんに視線を放っている。

「ん？」

　シャロンさんが周囲を見回した。自分に注がれる視線に気がついたんだろう。

「魔王様。なにかおかしいか？　闇やみのドレスでは注目されすぎたので、そこな教師の服装を真ま似ねた姿に見えるよう、幻術をかけてみたのだが」

　まっすぐ俺を見て言ったシャロンさんの言葉に、バスの中がざわつく。

「魔王さま……!?　また三み道どうの知り合いかよ……」「美人だけどこええ……俺、極道映画でああいう人見たことある……」「ていうか、いま幻術がどうとか言わなかった？」

「いやいやいや！　この人が今言ったのは幻術じゃなくて……堅実！　そう、堅実って言ったの！　堅実な服装のはずなんだけどおかしいかなって！　ね？　シャロンさん！」

「ふむ。やはりルリファーを真似た服装のほうがよいか？　幻術をかけ直してみよう」

「ここで!?　マジやめてくださいクラス中に早着替えを見せつける気ですか！」

　ひとまず、クラスのみんなは幻術云うん々ぬんに関しては聞き違いということで納得してくれたが、それでシャロンさんへの興味が尽きるわけではない。やがて、担任の先生が、おずおずとシャロンさんに近づいた。

「あのう……失礼ですが、どちら様でしょうか……？」

　明らかにビクビクしている。担任として、勇気を振り絞った結果だろう。頑張れ先生、ここで先生が論破してくれれば、シャロンさんは家に帰ってくれるんだ！

「ああ。申し遅れた。我はシャロン。ルリファーの保護者だ」

「ああ……なるほど。ルリファーさんのお母さんですか」

「姉だが？」

「ひいぃっ!?　失礼いたしましたごめんなさい命だけはお助けを！」

「うん？　ああ、恐れずともよい。確かに魔界であれば、王族に気安く口をきいた庶民なぞ、即斬ざん首しゆだが。魔王様が統治する領地の民を、そうそう手にかけはせんよ」

「ざ、斬首……!?」

　シャロンさんは別に普通のことをしゃべっているだけのはずなのだが、その圧倒的な威圧感のせいか、先生は残虐な部分ばかり聞こえているらしく、どんどん青ざめていく。

「それより、教師よ。我を臨海学校に同行させてはもらえぬか。生徒の講義に保護者が同伴など、道理が通らぬことは分かっている。だが、そこをなんとか捻ねじ曲げてもらいたい」

「ねじり曲げる!?　腕をですか!?　それとも首をですか!?」

「やはり駄目か？　となると、ほかの方法を考えなければならないが」

「やめて！　これ以上残虐な拷問を考えないで！　なんでも好きにしていいですから！」

「おお、そうか！　さすが魔王様の領地だ。領民も皆、寛容なのだな！」

　こうして先生はシャロンさんの迫力に（勝手に）屈服した。うん先生、怖いよなその人。俺も前に震え上がったもん。責められる立場にないよ。教師って大変なお仕事だね。

「せんせーい！　シャロンお姉さまが、リネットちゃんも同伴させたいそうでーす！」

「おいエヴィ、お前どさくさにまぎれて何を」

「もう好きにしてええええええええ!!」

「先生!?　しっかりしてください！　このピンク髪はあなたの生徒ですよ!?」

　結局シャロンさんのみならずリネットまで、先生公認で同伴することになったのだった。





　※






　バスはあっという間に、目的地であるフェリー乗り場に着いた。

「魔王様。バス移動というのは、あまり難易度の高いクエストではなかったな」

　途端、俺の陰に隠れていたルリファーが、びくっと飛び上がった。

「こ、ここここんなの序の口なのじゃ義ね姉えさまっ！　わらわが今、もも、もっと難しく」

「いえバス移動ってただ移動するだけですからっ！　難しくもなんともないですよっ！」

　俺は、何やらチョークを取り出したルリファーを羽交い絞めにしつつ言った。

「うむ。わかっているぞ魔王様。一見簡単に見えるバス移動にも、なにか深遠な意図があるのだろう？　我はもう、余計な疑問をさし挟んで、己の無知を晒さらすのには懲りたのだ」

　シャロンさんは全幅の信頼とともに微笑ほほえむ。いや、あの、ごめんなさい。正直このクエストそのものに意味なんてないです。……なんだか申し訳なくなってきた。

　やがてバスが停とまり、ドアが開くと、シャロンさんの無言のプレッシャー（無意識）に耐え兼ねたクラスのみんなが、次々バスを降りていった。ルリファーが慌てたように、みんなを追いかける。

「はわっ！　まっ、待って欲しいのじゃっ！　全員ちゃんといるか、点呼するのじゃ！」

　シャロンさんの視線をチラチラ気にしながら、ルリファーがちっちゃな指でひとりひとりクラスメイトを指差し、顔と名簿の名前を照らし合わせる。

「北きた白しら川かわさんー……いるのじゃ。えっと次はー」

「ほう。なるほど。ひとりの脱走者も出ぬよう、移動の度に確認するわけか」

「佐さ藤とうくんー……いるのじゃ。次はー……」

「しかし、案外普通に数えるのだな」

「深しん淵えんと混こん沌とんの血脈においてルリファーが命じる。奈な落らくに潜む数字の覇者よ」

「ルリファー!?　シャロンさんは見たままの感想言っただけだから！　魔法を使えって言ったわけじゃないから！」

　ルリファーのちっちゃな体を再び羽交い絞めにしながら、俺はどんどん不安になっていった。クエストが特別難しいわけでも、シャロンさんが特別無理難題をふっかけているわけでもないのに、何な故ぜか、かつてないほどクエストの難易度が跳ね上がっている。

　これから四日間、本当に大丈夫なんだろうか……。




「ごめんなさいなのじゃ、魔王さま……。わらわ、なんだか取り乱してしまって……」

　フェリーのデッキで潮風に吹かれながら、ルリファーがしゅんとして言った。

　フェリーに乗り込み、いったんシャロンさんから離れたところで、ルリファーはやっといつもの落ち着きを取り戻していた。

「わらわも、うまくやりたいのじゃけど……義ね姉えさまに見られていると思うと、肩に力が入ってしまうのじゃ……」

「そんなレベルじゃない暴走っぷりだったけどな……」

「はうぅ……」

　デッキの手すりにおでこをつけて、ルリファーはうなだれる。

「ごめんなさいなのじゃ……わらわが魔王さまからもらったもの……ぜんぶ、ちゃんと、義姉さまに認めて欲しいのに……うまく、できなくて……」

　本当に、シャロンさんが来てからのルリファーは、どこかおかしい。いつものドジとは次元が違う、完全な暴走状態だ。

「なあ……お前、なんでそんなにシャロンさんのこと、怖がってるんだよ」

　確かに、シャロンさんは他人を威圧する雰囲気を持っている。俺だって、初めて出会った時は正直怖かった。……だが最近、落ち着いてシャロンさんのことを見るようになってわかったのだ。あの人は別に横暴でも尊大でもない。むしろ、行き過ぎなくらい真面目まじめだ。

「シャロンさんのどこが、そんなに怖いんだよ」

「……義姉さまは、なんでもできるのじゃ」

　デッキの手すりにあごを付け、つぶやくように、ルリファーは言う。

「義姉さまは……生まれた時からなんでもできるすごいお方なのじゃ……。じゃから、わらわみたいな落ちこぼれは……義姉さまの前に立つだけで、なんだか、怒られてるような気持ちになるのじゃよ……」

　……確かに、ルリファーの気持ちはわかる。俺だってずっと、優秀な妹と比べられて、同じような気持ちを味わってきて、未いまだに……味わい続けているから。

　だからこそ俺は……今のルリファーを元気づけられるような言葉を、持っていないのだ。

　──そんな時だった。

　突然、足元が沈み込むように、ぐらっ、と揺れた。

「ひゃわっ!?」

　手すりに体重を預けていたルリファーが、揺れでバランスを崩し、海に身を乗り出す。

　俺はとっさにルリファーの肩を引き寄せた。軽い身体からだが、ふわりと俺の胸の中に収まり、柔らかいものが、お腹なかのあたりにふにゅん、と触れる。海に落ちかけてびっくりしたのか、ルリファーのちっちゃな両手が、ぎゅうっと俺のシャツを掴つかんでいた。

「だ、大丈夫か？　ルリファー」

「はわ、はいなのじゃ……。ありがとうございますなのじゃ……」

　ルリファーは俺の胸の中で顔を上げ……ほとんど息がかかるほどの距離で見つめ合ってしまう。綺き麗れいな蒼あおの瞳ひとみが見開かれ、白い頬ほおがさっと赤くなった。

「はわっ!?　ま、魔王さまっ、お顔が近いのじゃ……ひゃわっ!?」

　再び船が縦に揺れて、ルリファーは悲鳴とともに、俺の腰に腕を回した。

「ちょっ……ルリファー、さすがにくっつきすぎ……」

　豊満な胸が、俺のお腹にぎゅうっと押し付けられて、柔らかく形を変えていた。

　怯おびえるようにルリファーが顔を寄せてきて、甘い匂においのする頭頂部がすぐ目の前にある。

　俺は、どきりと高鳴った心臓を、極力意識しないようにしながら言う。

「そ……それにしてもなんだ、この揺れ。普通じゃないぞ」

　その時。船内に、ノイズ混じりの放送が響き渡った。

『ガガ──お客様にお知らせします。ただいまの揺れは、機関トラブルによるものです。係員が対処しておりますので、ご安心ください』

「機関トラブル……？」

　周囲を見回す。目的地の離島はまだ見えない、海の真ん中で、船は完全に停止していた。

　ルリファーが、俺の胸から離れながら、おそるおそる聞いてくる。

「はわ……船、止まっちゃったのじゃ……？」

「みたいだな……。まあ、待ってれば直るだろ」

　確証もなく、ルリファーを落ち着かせるためだけにそう言った。本当に大丈夫なのだろうか。俺も、正直不安だ。……と。

「船の故障のようだな。魔王様」

　シャロンさんが船内からデッキにやってきた。途端、ルリファーがびくんっ、と飛び上がる。

「対処する、と放送しておったが、どうだ。平気なのだろうか」

「まあ……なんとかなるとは思いますけど、故障なら、最悪引き返すかも……」

「ふむ。なるほど。目的地に着かないとなると、今回のクエストは失敗か」

　シャロンさんの何気ない一言に、ルリファーがまた飛び上がった。

「時に魔王様。この船、一体なにで動いている？　魔力ではないようだが」

「えっと、多分モーター……電気か、エンジン……火力だと思います」

「ふむ？　雷か火炎、ということか。それなら、魔法で補えるのではないか？」

　シャロンさんがそう言った瞬間、ずどんっ！　と腹に響く轟ごう音おんがとどろいた。

　俺が音のした方を振り返ると、ルリファーがデッキに巨大な魔法陣を描いているのが見えた。魔法陣がひとつ完成すると、また空からデッキめがけて雷が落ちてくる。

「はわ、雷と、あわ、あ、あとは、火なのじゃ！　爆炎なのじゃっ！」

「ルリファーやめろ!!　ただの機関トラブルが死亡事故に変わる！」

「でもっ、でもっ、雷と火がないとクエスト失敗しちゃうのじゃあっ！」

「だからってデッキに雷落としても意味ないから！　落ち着けって！」

　俺はルリファーに駆け寄って、ちいさな体を押さえ込む。なんとか魔法陣を描くのは止めた……が、度重なる落雷のせいで、船は大きく左右に揺れていた。

　と。船内につながる扉が、弾はじかれたように開いた。ひとりの男子生徒がふらふらと頼りない足取りでデッキに出てくる。……佐さ藤とうくんだった。

「佐藤くん!?　どうしたの顔真っ青だよ!?」

「あー……三み道どうか。いや、平気。ちょっと船酔い」

　弱々しく笑う佐藤くんに、俺は駆け寄った。どうしよう！　友達……と思ってくれてるかはわからないけど、クラスで唯一俺にアドレスを教えてくれた佐藤くんが困っている！

「大丈夫!?　背中さすろうか!?　酔い止めもらってこようか!?　ああ、いや、もしかしたら船酔いじゃなくて何か重大な病気かも!?　どっ、ドクターヘリ！　ドクターヘリを！」

「いや普通に船酔いだからさ……。大丈夫だよ、じっとしてりゃ治ると思う……うっ」

　佐藤くんが口元を押さえてしゃがみこんだ。あああああ！　佐藤くんが困っているのに、俺はなんで何もしてやれないんだ！

「くそ、憎い！　俺は俺の無力さが憎い！　やっぱり、せめてドクターヘリを」

「魔王さま！　魔王さま！」

「なんだルリファー。俺は今、救急医療機関の電話番号を調べるのに忙しいんだ！」

「船酔いなら、なるべく揺れの少ない船の中央に連れて行くのじゃよ！」

　言われたとおり、俺は佐藤くんに肩を貸してデッキの中央に移動した。

「ありがとな、三道……うっ！」

「喋しやべったらダメなのじゃ佐藤くん！　遠くを見るといいのじゃよ！」

　ルリファーにアドバイスをもらいながら介抱すると、佐藤くんはまだ青ざめた顔ながらも、だいぶ楽になったようだった。

「サンキューな。やっぱすげえな、お前もルリファーさんも。いつも落ち着いてて」

「えへへ。わらわは、魔王さまに教えられたことを実践してるだけなのじゃ」

　ルリファーがはにかむ。俺も、なんだか微笑ほほえましい気持ちになった。こういう時は、ちゃんと落ち着いててきぱき動けるんだよな、こいつ。

「ふむ。船酔いか？　であれば、治癒魔法をつかえばよいのでは？」

　ふと、歩み寄ってきたシャロンさんがそんなことを言った……瞬間。

　ルリファーがチョークを取り出し、佐さ藤とうくんの背中に魔法陣を──。

「やめろルリファー！　佐藤くんに何をするつもりだ！」

「じゃって！　じゃって！　義ね姉えさまが……」

　ああもう、シャロンさんが絡からむとすぐこれだ！

　……と、その時。俺は、シャロンさんが慌てふためくルリファーを、じっと見ているのに気づいた。

「えっと……どうかしたんですか？」

「いや。我のことは気にせずともよい」

　シャロンさんは、ふいっ、と視線をそらした。

「我も少し船酔いしたようだ。すこし、船内に戻っている」

　そう言って、シャロンさんは船内に戻っていく。

　そんなシャロンさんと入れ替わるように、何人もの生徒たちが、ふらふらとデッキに出てきた。全員体調が悪そうだ。そんな中に見知った顔を見つけて、ルリファーが駆け寄る。

「北きた白しら川かわさん!?　大丈夫なのじゃ!?」

「ルリファーさん……？　別に、さっき突然船が揺れたから、ちょっと様子を見に来ただけ……うっ」

　北白川さんが口元を押さえて眉まゆ根ねを寄せる。……明らかに船酔いだ。

　どうやら、さっきの落雷と揺れで、みんな船酔いしてしまったらしい。

　そんな彼らを目の前にして、ルリファーが決意のこもった眼まな差ざしになる。

「わらわ、みんなを介抱しますのじゃ。魔王さま、お手伝いいただけるのじゃ？」

「もちろん。俺はどうしたらいいか、教えてくれ」

「まず、みんなを船の中央に集めて欲しいのじゃ！　それから、横になれるように敷くものを用意して……」

　ルリファーは、さっきまでの暴走ぶりが嘘うそのように、手際よくみんなを介抱していったのだった。

「ふう……これで、とりあえず大丈夫なはずなのじゃ……」

　全員の処置を終えて、ルリファーがデッキにへたり込む。

「すごかったな、ルリファー。頑張れば、なんだってちゃんとやれるじゃんか」

「えへへ……。魔王さまがそばにいてくださったから、がんばれたのじゃよ」

　ルリファーがはにかむ。ああ……こういうところを見てくれさえすれば、シャロンさんだって、少しはルリファーのことを認めてくれるだろうに。

　その時、俺はふと視線に気づいた。ルリファーからだいぶ遠く、一段高くなっているデッキから、シャロンさんがこっちを見ていた。……船内に戻ったんじゃなかったのか？

　ルリファーを見つめるシャロンさんの眼まな差ざしは……なんだか、すこし悲しげに見えた。

「……ルリファー。ちょっと、ここ頼んだ」

　俺はそう言いおいて、シャロンさんのいるデッキに向かった。





　※






「シャロンさん。船内に戻ってたんじゃなかったんですか？」

　俺が駆け寄ると、シャロンさんはさみしげな表情を引っ込めて、微笑ほほえんだ。

「いやなに。少し、ルリファーの普段の姿を見ておきたくてな。嘘うそをついた」

「普段の姿……？」

「ああ。ルリファーは、我がそばにいると怯おびえるであろう？」

「気づいてたんですか……？」

　シャロンさんは、艶つややかな金髪を風に舞わせながら、頷うなずく。

「無論だよ。あの子のことは、幼い頃ころから見ているからな。……今、ルリファーの姿を見てわかった。魔王様のもとで、ルリファーは確かに成長しているな」

「え……それって、じゃあ、婿探しの件は……」

「いや。今のままでは、魔王としてはやはりダメだ。我に怯えている程度ではな」

　シャロンさんは、きっぱりと言った。

「そういう弱さが許されるほど、魔界の王家は甘くない。あの子の優しさにつけ込んで、利用しようとするような連中ばかりがひしめいている場所なのだ」

「じゃあ、シャロンさんは、ルリファーがそういう奴やつらに負けないように、わざと……」

　シャロンさんは答えず、ただ微笑んだ。……それだけで、わかった。シャロンさんは、ルリファーに魔界の厳しさを教えるために、憎まれ役を買って出ているのだと。

　思えば、シャロンさんはルリファーのためにかなり手間をかけている。人間界までルリファーを連れ戻しに来たり、クエストに付き合ったり、魔界の戦乱を収めたり。

　姉だというだけで、妹のために、そこまで頑張れるだろうか？

「シャロンさんはなんで、そんなにルリファーのために頑張るんですか？」

「……我は、父、つまり現魔王が気まぐれに孕はらませた使用人の子でな。正統王女のルリファーとは、そもそも身分が違う。王家にとって、我は虫けら以下の存在だったのだ」

　シャロンさんが……虫けら以下……？

「無論、今は違う。我の強さを目の当たりにして、魔界の連中は全員手のひらを返したからな。……だが、今の力を得るより前、我は本当に、ゴミのように扱われておった」

　自じ嘲ちよう気味に、シャロンさんは笑った。

「だが……ルリファーだけは違ったのだよ。正統の王女でありながら、高貴な血筋でありながら、ルリファーは、卑しい我のことを、ねえさまと、そう呼んでくれた。その無邪気さが、我にはひどく滑こつ稽けいで……ひどく、愛いとおしかったのだ」

　遠くを見つめるシャロンさんの瞳ひとみには、薄く、涙が浮かんでいるように見えた。

「そんなに……そんなにルリファーのことを想おもっているのに、怯おびえられていて、それでいいんですか。シャロンさんは」

「良い。我に怯えることで、ルリファーが、今の優しさを持ったまま、魔界を生き抜く強さを得られるなら。我は喜んで、恐ろしい姉でいよう。……そもそも」

　シャロンさんは微笑ほほえんで、あっさりと、言う。

「怯えられるのにも、避けられるのにも、我は慣れている。何も問題はない」

　当たり前のようにそう言うシャロンさんに……俺はなぜだか、歯がゆさを感じた。

　その時だった。ルリファーたちのいるデッキから、いくつもの悲鳴が聞こえた。

　慌てて声のした方を振り返ると、デッキの一部が、ごうごうと燃えているのが見えた。

「ふむ。どうも、さっきの落雷が火種になったらしいな」

「ちょ、な、何落ち着いてるんですか！　大火災ですよあれ！」

「心配なかろう。あの程度なら、ルリファーの力でどうとでもなる」

「ルリファーが!?　いやその、それはちょっと、さすがに無理があるんじゃ……」

「魔王様も知っておろう。ルリファーの素質は我以上だ。……無論、我に怯えていなければ、の話だが」

　シャロンさんは、そっと、俺の肩を押した。

「さあ行け、魔王様。あなたがそばにいれば、ルリファーはきっと、なんでもできる」

　そう、大切な妹を俺に託すシャロンさんの姿が……俺にはとても、さみしげに見えて。

　俺は無意識に、シャロンさんの手首を掴つかんでいた。

「え。ま、魔王様!?」

「シャロンさんも一緒に来てください！」

　ああ、なんで俺、シャロンさんを引っ張って行ってるんだ？　シャロンさんがいたら、きっとルリファーはまた暴走して、火事より大変な事態を引き起こすかもしれないのに。

　……ああ、そうか。今わかった。シャロンさんが……昔の俺に似てるからだ。

　中二病をやめた、中学三年の頃ころ。俺は学校中のみんなに避けられていた。

　俺はただ、中二病だった頃の俺を知っているやつが誰だれもいない高校に行くんだと、必死に勉強して、中学ではもう友達なんかいらないと、強がっていたけれど。

　本当は寂しかったし、本当は……誰かに声をかけて欲しかった。

　嫌われて平気な奴やつなんていない。避けられて傷つかない奴なんかいない。きっと、シャロンさんだってそうだ。

　そうじゃなきゃ……ルリファーを見て、あんなに悲しそうな顔、するはずないんだ！

「はわっ！　魔王さまっ、かかかか、火事がっ！」

　ルリファーが、巨大な炎を目の前にして慌てふためいていた。ルリファーは振り返って俺を見て、救われたような顔になり、次にシャロンさんを見て、顔をこわばらせた。

「あ、ね、義ね姉えさま……ごご、ごめんなさいなのじゃ。わらわのドジで、火事が……」

「うろたえるでない。次期魔王ともあろう者が」

「あう、う……ごめんなさい、なのじゃ……」

　しょげかえったルリファーを、シャロンさんは、ただじっと見下ろすばかりだ。

　……ああ、もう、じれったい。

「シャロンさん。言うことはそれだけですか」

「無論だ。ほかに何がある」

　一度決めたら意思を曲げないところは、本当にルリファーそっくりだ。

「……ルリファーは、あなたに認められたくて頑張ってるんです。ルリファーは確かにあなたに怯おびえてるかもしれないけど、同じくらいあなたのことが好きなんです」

「なっ……」

「怯えて、逃げ回ってるのは、ルリファーじゃなくて、シャロンさんじゃないんですか！」

　俺の言葉に、シャロンさんは面食らったように押し黙っていた。

　だが……やがて、呆あきれたように笑う。

「……おせっかいだな、魔王様は。我のことなど、放っておけばいいのに」

　シャロンさんが、一歩、前に出た。縮み上がるルリファーの頭を、ぽんと叩たたく。

「後にも先にも、一度しか言わぬ。よく聞けよ」

　シャロンさんが虚空に手をかざした。すると、周囲に濃い霧が立ち込めて、燃え盛っていた炎が、押し込められるように小さくなった。

「我はお前が好きだ。魔界中で、好意を感じた相手は、お前ただ一人だけだ」

「ふえ……？」

「我はこれからも厳しい姉であろうが……許せよ、ルリファー」

　それだけ言って、シャロンさんは、ぽかんとしたルリファーを見据えた。

「さあ。この炎を消してみせよ。自らの不始末は、自ら清算するのだ」

「ふえ!?　むむむ、無理なのじゃ！　わらわ、わらわ……落ちこぼれじゃから……」

「大丈夫だ。お前にできぬ道理はない」

　シャロンさんの言葉に、ルリファーは困惑して自分の義あ姉ねと炎を見比べる。

　俺はそっと、ルリファーの小さな背中に触れた。

「落ち着いてやろう、ルリファー。いつもどおりにやれば、きっとできる」

「はわ……魔王さま……でも、わらわ……」

「シャロンさんに、ちゃんと成長したとこ、見せてやろうぜ」

　俺が微笑ほほえむと、ルリファーはしばらくうつむき……何かを決意したように、顔を上げた。

「……魔王さまから教わったもの、義ね姉えさまに見せるのじゃ」

　瞬間。ルリファーの周囲に、いくつもの魔法陣が展開した。以前、シャロンさんの魔法を跳ね返した時と同じように。

　シャロンさんが作り出した霧のおかげで、魔法陣は、俺たちにしか見えていない。

「きっ……きえろ──────っ!!」

　ルリファーが叫んだ、その瞬間。魔法陣から大量の水が溢あふれ出し、デッキを洗い流すように、火を消した。

　シャロンさんが、満足気に言う。

「見事だ」





　※






「魔王さまっ！　魔王さまっ！　見てたのじゃ!?　わらわが火事を消したのじゃっ！」

「あーうん、見てた見てた。あとルリファー、この会話、もう三十回はしてるぞ」

　結局、火事は高波で流されて消えた、ということになった。魔法が誰だれにも見えていなかったようで、とりあえずひと安心だ。褒めて欲しい子犬みたいに擦り寄ってくるルリファーの、さらさらの銀髪をなでていると、シャロンさんがやってきた。

「あ……義姉さま……」

「先程はよくやったな。ルリファー」

「はわ……はいなのじゃ！」

「まあ。我の助力頼みでは、実力とは認められん。故にもうしばらく、成長ぶりは見させてもらうがな」

「はう……」

　あー……やっぱりそうか。シャロンさんの監視は、まだ続くらしい。

　……と。シャロンさんが、俺の方に歩みよってきた。

「……魔王様。此こ度たびのこと、感謝する。胸のつかえが晴れた気分だ」

　そう言って、シャロンさんは俺の足元に跪ひざまずいた。

「え……シャロンさん……？」

　シャロンさんは戸惑う俺の手を取り、そっと顔を寄せた。柔らかく温かな感触が……シャロンさんの唇が、俺の手の甲に優しく触れた。

「え、あ、あの……」

「ルリファーのみならず、我のことまで気にかけてくださるとは、本当に偉大な魔王様だな、あなたは。……我も弟子入りしたい気分だぞ」

　そう言って俺を見上げ、シャロンさんは優しく微笑ほほえんだ。頬ほおをかすかに赤く染めた、シャロンさんの笑顔は……ルリファーにそっくりだった。

「義ね姉えさま、ままま、ま、魔王さまに、なにを……」

　ルリファーがわなわな震えながら、シャロンさんを指差す。

「うん？　親愛の証あかしだが」

「そ、そそそそそんな、無礼なのじゃっ！　ふしだらなのじゃっ！　それと……それと……魔王さまはわらわの師匠なのじゃ───っ！」

「なんだルリファー。お前、意外に独占欲が強いのだな」

「はわっ!?　ち、ちがうのじゃっ！　わらわと魔王さまは、あくまで師匠と弟子で……」

　真っ赤になったルリファーと、いたずらっぽく笑うシャロンさんが微笑ましくて、俺も思わず笑った。まだルリファーはシャロンさんに緊張しているようだが、それでも、今までのように、シャロンさんを前にして震え上がることはなくなっているように見えた。

　海の方を見ると、目的地の離島がすぐそこに見えていた。

　行軍クエスト、クリア。……そして、いよいよ臨海学校が始まる。

　まだまだ不安は山積み……だが、ほんの少しだけ、心が軽くなっている気がした。













「はわ……。ま、魔王さま……わらわ、どうにかされちゃうのじゃ……？」

　俺が壁についた両手の間に挟まったルリファーが、瞳ひとみを潤ませて見つめ返してくる。

　キャンプ場にある小屋の裏手。誰だれも見ていない場所で、俺はルリファーを壁に追い詰めて、じっと見つめていた。

　イベントにつきものの告白シチュエーション……ではない。

「……ルリファー、聞かせてもらっていいか」

「は、はいっ……わらわ、魔王さまのお願いなら、なんでも……」

「どうして佐さ藤とうくんに向かって、『魔王さまの闇やみ儀式を一緒にやるのじゃ！』なんて言ったんだ。聞かせてくれ、本当に」

　ルリファーは想像していた質問と違ったのか、「ふぇ？」と首を傾かしげた。

　……そう、ほんの一分前。ここにルリファーを連れ込む直前のこと。

　これから俺たちの学年がキャンプを始めようって時に、ルリファーは同じ班になった佐藤くんに向かって、前述のセリフを言ってのけたのだ。

　よりによって、佐藤くんに直接、俺が中二病だと思われるようなことを、だ。

　そりゃあ俺だって、ルリファーを壁に追い詰めもする。

「あ、あの、今日はキャンプ活動をすると聞いたのじゃが、あってるのじゃ？」

「それが佐藤くんにアレを言ったのと関係あるのか？」

「はわ、ま、魔王さまの目が怖いのじゃ!?」

　ぶるぶると、ルリファーが恐れおののくように震え上がる。……し、しまった、あまりの出来事に我を失っていた。

「わ、悪い。それで、キャンプがなんだって？」

「は、はい……その、今日はこのクエストをやろうと思って……」

　と、ルリファーは言っていつものノートを見せてきた。そこに書かれている内容を読んで、俺は納得した。

「なるほど……みんなで料理を作って、キャンプファイヤーをするのが、闇儀式ね」

　いわゆるキャンプクエスト。それが今回の試練らしい。

　これを読んでルリファーは、同じ班である佐藤くんに闇儀式なんて言った訳だ。……結局全部、昔の俺のせいじゃねえか！

　ルリファーが涙目になって全身を震わせ、小動物のように俺を見上げて言う。

「ま、魔王さま……わらわはやっぱり、破門なのじゃ……？」

「え、なんで」

「魔王さまのことを怒らせてしまったのじゃ……こんなわらわなんか、破門で……あ、そ、それでも生ぬるいのじゃ？　こんなわらわなんか、首を落とされても仕方な」

「ごめん、ほんっとごめん！　全部俺が悪かったから！」

　俺は涙目で震えるルリファーを落ち着かせて、みんなのところに戻った。

　俺たちが戻ると、シャロンさん以外のメンバー、──エヴィ、リネット、そして佐さ藤とうくんと北きた白しら川かわさんが揃そろっていた。分担を決める話し合いで、リネットがめずらしく一番早く手を挙げる。

「わたしは、寝る役を買って出る……」

「そんな役割はねーよ」

「はいはーい！　あたしは女の子の」

「却下」

「はや!?　まだなにも言ってないんですけど!?」

　エヴィがなにか言ってるけど、無視だ無視。

「えっと……あ、さ、佐藤くん。俺とルリファーは食材を取ってくるから、器具の用意を任せてもいいかな？」

「ああ、わかった」

「器具の用意!?　ふ、ふへへへ、いったい、どんなプレイが」

「ちょっと三み道どうくん！　エヴィさんの相手をわたくし達にさせるつもりですの!?」

「ま、まあまあ。三道、こっちは任されるよ。気にすんな」

　佐藤くんに手を振り、二人で食材を取りに向かった。

　それじゃあ、キャンプクエストの開始だ。

「魔王さま、魔王さま」

「ん？　どした？」

「キャンプファイヤーというのは、どういうものなのじゃ？」

「あー、なんて説明したらいいかな。組み上げた木に火をつけて……まぁ、でっかい焚たき火びみたいなもんかな」

「でっかい焚き火なのじゃ？　それは、あれくらいでっかいのじゃ？」

「どのくらいって？」

　ルリファーが指さす方、俺たちが目指す先に、でかい火柱が噴き上がっていた。

「でけえ!?　なんだ、あれ！」

「でっかい焚き火なのじゃー。キャンプファイヤーというのはすごいのじゃな」

　すぐにルリファーの手を取って駆け出そうとする。しかし、ルリファーはたいへんな事態に気づいたように震えている。

「はわっ!?　魔王さま、大変なのじゃ！」

「ルリファー!?　もしかして、あれになにか心当たりがあるのか？」

「わらわたち、キャンプファイヤーに間に合わなかったのじゃよ！　クエスト失敗してしまったのじゃ!?」

「いや、あれは絶対、キャンプファイヤーじゃない！」

「そ、そうなのじゃ？」

　急いで俺たちが駆けつけた、その先には、焦土が広がっていた。

　地面にはくぼみが出来て、そこにあるなにかの「かたまり」からシューシューと煙があがっている。

　その異様な光景をバックに、仁王立ちしているのは、

「シャロンさん……？　なんで……」

　一瞬だけ、シャロンさんはびくっと震えた。そして、小さな声で言った。

「ち、違うのだ……。言い訳をさせてほしい。まず我は、昨日の礼をしようと思った。なので、魔界から高級食材を召喚した」

「……高級食材って？」

「クラーケンとか、ワイバーンとか」

「怪物じゃないですか！」

「む？　魔王様はお嫌いか？　食べると美う味まいのだぞ。しかし奴やつらめ、我が召喚するなり暴れだし、ここに用意されていた食材を食らいはじめた。そこで仕方なく、我は、奴らを殲せん滅めつした」

　この、消し炭になってシューシュー煙を噴き上げているのは、巨大怪物の足だったのか！

　よかった！　クラスメイトに目撃されてなくて！

「そ、それで、食材のあった倉庫ごと殲滅しちゃったんですか……？」

「……ごめんなさい」

　シャロンさんが俺に敬語で謝った!?

「大丈夫ですよ！　食材が消し炭になったくらいのこと、なんとでもなります！」

　と、俺はシャロンさんにフォローを入れた。

　だが、大丈夫なはずはない。なくなったのは、クラスメイト全員分の食材だ。

　その事態を隠しておけるはずもなく……俺は、クラスメイトや先生の前で、「隕いん石せきの衝突で食材が爆散したんだと思う」という苦しい言い訳をする羽目になるのだった。




「やはり、宿から食材を貰もらい受けるのは難しいようだ……」

　宿に足を運んでくれたシャロンさんが、戻って来るなり残念そうに言う。

「今日は宿の客が多いらしくてな。ひとクラス分の食料を用意するのは無理だ、と」

「そっか。じゃあ食材、どうするかな……」

「待って欲しい。宿の者たちは、代わりにこれを持たせてくれた」

　シャロンさんはそう言って、釣つり竿ざおや網をかかげる。

「島で採れるものなら、自由に採っていいと言われてな」

「え……しょ、食材を集めろってことですか？」

「うむ！　なぜか全身を震わせて『島にある食材なら何を採っても結構です、だから命だけは』と言われたが。あれはどういう意味だったのか」

「……あー」

　シャロンさんは、威圧しているつもりはないんだろう。だけど、慣れないとやっぱり怖いよなあ。俺だって、普通にしゃべれるようになったの最近だし。

「ま、まぁ、とにかく、食材を採れば夕飯が作れるわけだし」

「そうじゃな！　わらわもがんばるのじゃ！」

　ルリファーはちいさな握りこぶしを作って気合をいれる。しかしクラスメイトは、ぜんぜんやる気がでないようで、「えー、まじで？」「いや、無理でしょ」と溜ため息いきをついていた。

　そりゃそうだ。サバイバル生活なんて、現代日本の高校生に求めても無理な話だろう。

　そんな俺たちの様子を見て、シャロンさんがその場に正座した。

「……如い何かなる処分も受けるぞ、魔王様」

「べ、別にそんな、処分なんてしませんよ」

「甘いことを言うな！」

「あれ、俺怒られた!?」

「皆が楽しみにしていた、キャンプの食材を消滅させたのだ……これではルリファーもクエストができない！　万死に値する！」

「そこまで自分を責めなくても！」

「くっ……魔王様が裁いてくれないというなら、我がこの手で……！」

　シャロンさんの首元で、血色の剣がぶっそうな輝きを放つ。なんか見たことのある剣だ。

「うわあああああ待って、大丈夫、大丈夫ですからその魔法で作り上げた剣みたいなのは消してください！」

「……本当か？　我に気を遣ってはいないか？」

「全然！　ねえ、みんなも採ってこれるよね!?」

　俺の言葉にクラスメイトたちは……苦笑を浮かべた。

「く……！　やはり我が命で償うしか……」

「ちょっと待ってシャロンさん！　──お、俺だけでも、食材採ってきますから！」

　と俺が苦し紛れの言葉を口にしていると、ルリファーがみんなの前に歩み出た。

「お願いなのじゃ……このままじゃ、わらわの姉さまが……」

　ルリファーの大きな瞳ひとみに、じんわりと涙がにじむ。

　ルリファーにそんなつもりはないんだろうけど……必殺の行動だった。「お、おお、もちろん行くよ！」「だから泣かないで、大丈夫だから！」と、クラスメイトたちは口々に、食材探しに協力してくれると言ってくれた。……うん、さすがルリファー。

「よ、よし。俺たちの班は、分担をどうしようか。とりあえず、島だし、海に行ってみる？　釣りの経験なんてないけど、得意、不得意なんて言ってられないしな」

　……いや、待てよ。いるじゃないか、うちの班には。

「リネット、お前、魚獲とるの得意だろ？」

　希望をこめた俺の質問。しかしリネットは、ふるふると首を横に振った。

「魚介類は、嫌い」

「好き嫌いの話はしてないんだけど!?」

「今でも鮮明に覚えている……。あの日食べた、腐ったホタテ……、今もわたしの舌を蝕むしばんでる……」

「知らねえよ！　本当に役に立たねえなお前！」

　するとエヴィが、リネットの腕を取ってイヤらしい顔を浮かべた。

「それじゃあリネットちゃんは、あたしと一緒に山の方へいきましょう！　誰だれもこない山の奥で、二人っきりで、たっぷり採取しましょうね！」

「何を採取する気だよ！　あ、バカ、戻って来い！」

「ハチミツなめ合いっこプレイ、堪たん能のうしてきますねひゃっほーっ！」

　止める間もなく、エヴィはリネットを引きずって山の方へ走っていってしまった。

「く、くそ！　あいつを野放しにしておいたら、他ほかの女子にまで危害が……」

「あー。いいよ三み道どう、俺が見てくる」

「え、さ、佐さ藤とうくん？」

「三道の言う通り、海の方が食材は採れるだろ？　エヴィさん達は俺が見てるから、三道は食材採りに専念してくれ」

「あ──ありがとう、佐藤くん！　エヴィたちのことよろしくね！　生意気言ったら、ぶん殴っていいから！」

「お、お前、エヴィさんには容赦ねえよな」

　山へ向かう佐藤くんと別れ、俺とルリファーは、シャロンさんと、北きた白しら川かわさんと一緒に海へ向かった。




「……みんな、遅いな」

　俺は一足先に水着に着替えて、海辺で女子のみんなを待っていた。

　そんなに時間がかかるもんだろうか。……ルリファーが転んでたり、水着がこんがらがったり？　……容易に想像できるな、その絵。

「お待たせなのじゃ、魔王さま！」

「あ、ルリファー。おまえ、ちゃんと水着に着替え……」

「ど、どうかの？　おかしくないかの？」

　ルリファーの水着は、大胆な白ビキニだった。いつもは制服に包まれた凹凸が惜しげもなく晒さらされ、太陽の光を眩まぶしく反射している。

「……お、おう、おかしくないぞ」

「本当なのじゃ？　よかったのじゃ」

　うれしそうなルリファーの笑顔は、心から褒められたことを喜んでいた。……柔らかそう、とか思った俺をぶん殴ってやりたい。

「じゃ、じゃあ、魚獲とるか！」

「魔王様、我も食材採りを手伝おう」

　そこにシャロンさんが勇ましく、銛もりを構えて進み出た。黒ビキニから伸びるすらりとした手足。きりっとしたシャロンさんの雰囲気と、黒のビキニがマッチしている。

「変か？　サキュバスが用意していたらしいのだが……」

「いや、水着はよく似合ってるんですけど！　あいつ、そういう方面だけは抜け目ないな……。ってゆーか、シャロンさんも手伝うって……」

「我の魔法で海を干上がらせれば、魚など獲り放題だ」

「絶対にやらないでくださいね!?　ね!?」

「む……そうか」

「義ね姉えさま、任せてほしいのじゃ！　わらわが必ず食材をいっぱい取ってくるのじゃよ！」

　そう言ってルリファーは、力いっぱい胸をはった。相変わらずでかい……じゃなくて！

「よ、よし！　このバケツいっぱい、魚とるぞ！」

「はいなのじゃ！」

　ざぶん、と波をかき分けて海へ入る。大きく息を吸ったルリファーが、勢いよく海に入って……。ぷかぷか。じたばた。ぷかぷか。じたばた。

　白ビキニを着けた小さなお尻しりは、いつまでも沈んでいかなかった。

「ぷはぁ！　魔王さま、大変なのじゃ！　わらわ、海に潜れないのじゃ！」

「うん。見てた」

　ルリファーは、何度か潜ろうともがいて、お尻だけを浮かび上がらせる、ということをくり返した。結果、

「わかった。俺が潜るから、ルリファーはバケツを持っててくれ」

「わらわ、しっかりバケツを持っているのじゃ！」

　息を吸って、潜る。すぐに貝が見つかった。手に取って、浮かび上がりバケツに入れる。

「わあっ！　魔王さま、すごいのじゃ！」

「い、いや貝一個でおおげさだろ」

「甘いですわね！　それがあなた達の限界？　その程度で喜ぶようじゃ、わたくしには到底及びませんわよ！」

　逆光に浮かび上がるシルエット。それはウェットスーツ姿の北きた白しら川かわさんだった。

　……いないと思ったら着替えに手間取っていたのか。

「ほ、本格的ですね」

「実家が漁業をしていますの」

　ふふん、と誇らしそうに笑う、北白川さん。でも今、お嬢さま口調がキャラだって、白状しなかったか。

　北白川さんは「とう！」と勇ましく掛け声をあげ、きれいなフォームで海に飛びこんだ。

　すぐに浮き上がってきた北白川さんの銛もりには、大きな魚が突き刺さっていた。

「どうですの、ルリファーさん。あなたも普段はなかなか目立っていますが、このジャンルでは、わたくしの相手ではなくってよ！」

「さ、さすが北白川さんなのじゃ！　格かつ好こいいのじゃ！」

「そ、そこで褒めないでくださいまし！」

「ふぇ？　だって、格好いいのじゃよ？」

「で、ですが、そこで悔しがってもらわないと……ああもう、いいです！　わたくしの圧倒的な技術に、せいぜい見み惚とれるといいですわ！」

　北白川さんは少し顔を赤くして、海に潜っていった。

「みんな頑張っているのじゃ！　わらわも、負けてられないのじゃ！　いっぱい魚を獲とるのじゃ！」

「え？　ルリファー、潜るのか？」

「今度は、うまくいきそうな気がするのじゃ！」

「そ、そうか？　まぁ、挑戦するのはいいことだな」

「はいなのじゃ！　大きなお魚を獲ってくるのじゃよ！」

　北白川さんのフォームを真ま似ねて、ルリファーは海に潜る。いや、潜ろうとする。しかし結果は変わらず。白ビキニのお尻しりがクラゲのように浮かび上がった。

「まぁ、俺はこの結果をわかってたけどな」

「ふ、ふええ……。どうして、わらわは潜れないのじゃ……？」

「お前もう、釣りとかに変えた方が……」

「はわ!?　あ、やん、く、くすぐったいのじゃ……！」

　ルリファーが不意に自分の水着をおさえる。

「ど、どうした!?」

「さ、魚が……ひゃあ、そこは!?」

「なんだ？　って、魚？」

　ルリファーの周りに群がる銀色の線。そう。ルリファーの体を、魚が突っついていた。

　生物的な本能が、ルリファーに捕まることは無い、と判断してるんだろうか。

「ルリファー、魚に舐なめられまくりだな……」

「ま、魔王ひゃま……っ、たすけてくだひゃああ」

「お、おう。俺が近づけば魚も逃げるよな」

　と、俺が近づこうとしたら、ルリファーが一際、大きく体をくねらせた。

「ふぇっ!?　ま、魔王さま、こっちに来ちゃダメなのじゃ！」

　ルリファーの、首の後ろで結んだ水着のリボン。それが、はらりとほどけた。

　ぽちゃん。水着が海に落ちて、魚が水着をさらっていった。慌てて目をそらす。

「み、見えたのじゃ!?」

「いや、見てない！　見えたとしても、ほんのちょっとしか見えてない！」

　思わず顔を押さえてそっぽを向いていると、再びルリファーから悲鳴が上がる。

「ひゃん！　あ、や、ダメ……ま、魔王さま、変な感じがするのじゃあ」

「いや実況しなくていいから！」

「で、でも魚が……はわ!?　水着の中に──はわあっ!?」

　おい魚どもいい加減にしろよ、人が見てないからって調子に乗りやがって！

「あ、そうだ！　貸してもらった網！　おい、ルリファー！　これを使え！」

　ルリファーの方を見ないようにしながら、網を放り投げる。投げた網が、ルリファーの近くに落ちる。

「わ、分かったのじゃ！」

「あ、バカ、胸は隠せ！」

「はわ!?　ご、ごめんなさいなのじゃ！　……あ、あれ？　胸を隠すと、網が振れないのじゃよ!?」

「おおマジか……わ、分かった、俺はそっち見ないから！　存分に網を使って、そいつらを乱獲しちまえ！」

「了解なのじゃ！」

　俺が目をそらすと、「えいっ！」「はわっ！」「ひゃあ！　ま、負けないのじゃ！」という声と一緒に、ジャバジャバと水をかき回す音が聞こえ始めた。

「だ、大丈夫かルリファー？　ちゃんと戦えてるか？」

「は、はい！　魔王さま、見てくださいなのじゃ！」

　水着が取り返せたのだろうか。ルリファーに呼ばれて、振り返る。

「すごいのじゃ！　こんなにお魚が獲とれたのじゃ！」

　ルリファーはうれしそうに、魚がいっぱい入った網をかかげる。しかし、あるべき水着はそこにはなくて……。

「だから胸を隠せー！」

「は、はわあ!?　忘れてたのじゃ！」

　そんなこんなで、俺たちはなんとか食材をゲットしたのだった。





　※






「ま、まあビギナーズラックという言葉も、世の中にはあることですし？　今回は勝ちを譲ってあげますわ……わたくしは大人ですから！」

　キャンプに戻る道すがら。北きた白しら川かわさんは悔しそうに、魚の入ったバケツを見比べた。

　北白川さんのバケツには魚がみっちりと詰まっている。

　対してルリファーのバケツには、魚ががっつりと盛られていた。山になってんぞ、どうなってんだ。

「えへへ、北白川さんも沢山獲とってたのじゃよ」

「あ……あなた、もっとなにか他ほかに言うことありませんの!?」

「何をなのじゃ？　あ、そうなのじゃ」

「ほら、ありますでしょう？　もっとこう、宿敵同士が火花を散らすような──」

「二人の分を合わせれば、クラスみんなに行き渡る量なのじゃ！　北白川さんのおかげなのじゃ！」

「そ、そういうことじゃありませんわあああああっ！」

「ふ、ふぇ？」

　北白川さんは「つきあってられませんわ」とそっぽを向いてしまった。それを受けてルリファーが「はわ、ま、魔王さま、わらわ北白川さんを怒らせてしまったのじゃ……!?」と慌てるが、多分大丈夫だと思う。北白川さん、何となく嬉うれしそうだから。

　そんな会話をしながら、俺たちはキャンプ地に戻っていった。




「食材は集まったな。あとは調理するだけ、だけど……」

　みんなの努力のかいあって、俺たちの前には大量の魚や山菜が積み上げられている。

　だが、そこで問題に気づく。

「……これ、どうしよう」

　誰だれかが、みんなの心を代弁した。そう、これだけ食材を集めてきても、調理できる人間がいない。カレーとかバーベキューとか、そういう簡単な料理だからこそ、高校生でもキャンプができるんだ。採ってきた食材を調理するなんて、そんなサバイバルスキルあるはずない。

　どんよりした空気が流れる。みんな「無理、もう疲れた」「結局、集めてきた食材って無駄なの？」「おなかすいた……」と言って、疲労もあって動こうとしない。

　立ちこめる暗雲に、俺も焦ってしまう。

「ど、どうするか……こんな生の食材だけじゃ、いくらルリファーでも……」

「はわっ？　もう作りはじめていいのじゃ？」

「え……いや、作れるならいいけど」

「了解なのじゃ！　わらわ、魔王さまに喜んでもらえるように頑張るのじゃ！」

　ルリファーは水着の上にエプロンをかけ、てきぱきと食材を切っていく。

　……え、マジで？　できるの？

　困惑するみんなを前に、ルリファーが調理を始めた。





　※






　俺たちのクラスは、大騒ぎになった。もちろん、いい意味で。

　みんなの中心ではルリファーが、次々に料理を完成させていった。

　あまりの美う味まさに、みんなが笑い合って食べて、また笑って。それを見た他ほかのクラスからも生徒が集まってきて、ご相しよう伴ばんにあずかり、ルリファーの料理に感動する。

　ルリファーが心底嬉うれしそうに料理を作り「まだまだ食材はあるのじゃよ。おかわりしたい人は、どんどん言って欲しいのじゃ」とみんなに笑いかける。

　俺はそんなルリファーを見て、「あいつ、実はとんでもなく優秀なんじゃ……」と苦笑したのだった。













　そんなルリファーの大活躍によって食事は終わり、キャンプファイヤーが始まる。

「魔王様、本当にすまなかった」

　みんなが楽しそうにキャンプファイヤーを囲んでいる中、俺たちが地面に座って揺れる炎を見ているところに、シャロンさんがやってきた。

「我の失態を許してもらうどころか、尻しりぬぐいまでしてもらって……」

「俺は何もしてませんよ。頑張ったのは、ルリファーですから」

　照れもあるけど、純粋に本心で、そう言った。シャロンさんは、俺を挟んで反対側に座るルリファーを、優しく見つめる。

「ルリファー。お前は本当に成長したな。それも魔王様のおかげ……。いい師に巡り会えたお前を、羨うらやましく思うぞ」

　シャロンさんの優しさが、心配が、誤解なく伝わっているんだろう。ルリファーは、屈託なく笑ってみせた。

「えへへ。魔王さまに会えたことは、わらわの人生で一番の贈り物だと思うのじゃ」

　ぐ……こ、この二人、いくらなんでも俺を持ち上げすぎだろ。

「ほ、本当に、もう気にしないでください。シャロンさんに頭を下げられると、こっちも気が気じゃ無いっていうか……」

「そうか。魔王様がそう仰おつしやるなら、終わりにしよう」

　しばらく揺れる炎を見つめていたシャロンさんが「ところで」と思い出したように、つぶやいた。

「あのサキュバスや人魚は、お前の妹弟子なのだろう？」

「そ、そうなのじゃ。こんなわらわじゃが、一応、お姉さまをやっているのじゃよ」

　ルリファーが、えへへと嬉うれしそうに笑う。

「うむ、いいことだ。教えられたことを、教えていけば、お前も成長することだろう」

　うんうん、とシャロンさんはしきりにうなずいて、言う。

「そうだ。ルリファーが妹弟子の面倒を見ているところも、見てみたいな。我の妹は、さぞ立派な指導をしているのだろう？」

「……え？」

　ルリファーが、エヴィやリネットを立派に指導する？

　なにそれ、俺は知らないんだけど。

「それがいいな。明日からはルリファーのクエストではなく、妹弟子二人の試練をルリファーが手伝うところを見せてもらおう」

　一人、満足気なシャロンさん。

　……いやとてもじゃないが、真実は話せない。ルリファーはエヴィには襲われっぱなしだし、リネットのことは甘やかしっぱなしだしで、立派な指導なんてなに一つしてないんですよ、なんて……。

　え、これ、大丈夫か？

　せっかくいい調子だったのに……。

　これからの波乱を予感させるように、冷たい風が吹き始めたのだった。













「魔王さま……あたし、死んじゃうの、かな……？」

　炎天下の砂浜。ぐったりと仰向けに倒れたエヴィが、弱々しく言った。

　彼女の口の周りから、すべすべした首元、桃色のビキニに包まれたささやかな胸元あたりまで、真っ赤に汚れている。……血だ。

　俺はそれを、立ち尽くして見下ろしていた。

「あたしにも予想外でした……。まさか、こんなことになるなんて……」

「おいエヴィ。あのさ」

「でも……ああ、最後にこんなに素敵な景色が見られたんだから……幸せ、かな……」

「うるせぇいいから起きろ」

　俺は海水を手ですくってエヴィにぶっかけた。エヴィが元気に飛び起きる。

「ぎゃわっ!?　何すんですか魔王さま！　瀕ひん死しの美少女に塩水ぶっかけるとか大した鬼畜っぷりですね！　それくらい鬼畜な方がモテるんですかそうですか参考にします！」

「全然元気じゃねーかよ！　そもそも……」

　海水で洗われて綺き麗れいになったエヴィの顔に、また一筋、たらり、と血が垂れる。

　……鼻から。

「勝手に鼻血噴いて倒れた奴やつの心配なんか、死んでもするか」

「鼻血だって立派な出血ですよ」

「出血の理由が立派じゃねえんだよ」

「なに言ってんですか！　この光景を見て鼻血出さない魔王さまの方が変ですよ！」

　エヴィは大きく手を広げた。この光景……というのは、思い思いの姿勢でビーチに寝そべった、水着姿の美少女たちのことだろう。

　エヴィはまず、ビーチチェアに寝そべったシャロンさんのことを指差した。

「まずシャロンおねえさま！　透けるような色白の肌に黒の水着がそそりますね！　寝そべってむにゅんと潰つぶれたおっぱいもポイント高いです！　ビキニからスラリと伸びた長い脚なんてもう……あれを舐なめたいと思わない人を、あたしは同じ人間とは認めません！」

「お前は人間じゃなくサキュバスだけどな」

「次にリネットちゃん！　普段はオーバーサイズな服の下に隠された特盛おっぱいをかいがら水着で大放出！　おまけに見てください！　あの気だるげな目！　もうわたしをどうにでもしてと言わんばかりじゃないですかいただきます！」

「あつい……ひものになる……」

「おいあいつ大丈夫か？」

「そして言わずもがなのルリファーさん！」

　エヴィに指差されたルリファーは、白い水着に包まれた豊満な胸を恥ずかしげに隠した。

「あ……あんまり見ないで欲しいのじゃ……」

　ルリファーは、先日のキャンプ（という名の猟）で着ていた白ビキニ姿だった。一度俺の前で着たはずだが、大勢の前というのは恥ずかしいのか、モジモジと身体からだをよじって見られる範囲を狭くしようとする……が、そのせいで胸はむにゅむにゅと押し潰つぶされて、余計に扇情的な感じになっている。

「もう……もう……あたしは辛抱たまりませんっ！」

　エヴィは鼻血を噴き出して、そのまま仰向けにぶっ倒れた。本当に、どうしようもないとはこいつのためにあるような言葉だな。

「エヴィ、お前いい加減にしろよ。お前がしっかりしなきゃ、ルリファーが困るんだよ。わかってるだろ？」

　シャロンさんに不ふ甲が斐いないと思われたら、ルリファーが魔界に戻らないといけないかもしれないんだからな。

　俺の言葉に、エヴィはむくりと起き上がって、不敵に笑った。

「わかってますよ。この場にふさわしい最高のシチュエーションを用意してきましたから」

　なぜだろう。やる気を出してくれたことは嬉しいんだが、エヴィの顔を見てると頼もしさよりもむしろ不安を感じる。

「今回のシチュエーションは……これです！」

　エヴィはビーチバッグから取り出したピンクのノートを広げて見せてきた。

　エヴィの広げたページには『気になるあの子を救命シチュエーション』と書かれている。

　要約すると、溺おぼれている女の子を華麗に助けたあと、人工呼吸をする、とのことだった。

「どうです魔王さま。まさにこの臨海学校のためにあるようなシチュエーションでしょう！　命を救って惚ほれられて、おまけに合法的にディープなキスまで出来るんですよ！」

「お前キスしたいだけだろ」

「当たり前じゃないですか！　ただ溺れてるとこ助けるだけならライフセーバーにでも任せておけばいいんですよ！」

「否定しろよ！」

　隙すきあらば自分の欲望突っ込んできやがるなこいつは！

「だいたい、溺れてる女の子なんてそうそう遭遇できるもんじゃないぞ」

「何言ってるんですか魔王さま！　うってつけの美少女が三人もいるんですよ!?」

「ああ……そうか。溺れてるフリをしてもらうのか」

　確かに、そのほうが安心だ。もし本当に溺れている女の子がいたら。シチュエーションどころの話じゃないからな。

　シャロンさんはまあ省くとして……俺はリネットを見た。

「えっと……じゃあ、リネット。溺れる役頼めるか？」

　人魚のリネットなら、最悪失敗しても命の危険はないだろう。……だが。

「魔王さま。溺おぼれるって……なに？　たのしいこと……？」

「いや、楽しくはないと思うんだけど……」

「わたしは今忙しい。ほかの人に頼んで」

　リネットはごろんと寝返りをうった。こいつはこいつで清すが々すがしいほど欲望に忠実だ。

　まあ、人魚に溺れるフリをしろというのは、無理な話か……。

「じゃあ、ルリファー……？」

　正直、ルリファーじゃあ「溺れたふり」じゃ済まない気がして不安なんだけど……。

「はわ……わらわ、うまく溺れられるかの……？」

　不安げに言うルリファーを、シャロンさんがちらりと見た。

「どれほど姉弟子らしく活躍できるか、期待しているぞ」

「わらわにお任せ下さいなのじゃっ！」

　ルリファーがびしいっ、と背筋を正した。ああ、シャロンさん、また余計なことを……。

「ルリファー？　危ない役目だし、無理して頑張らなくてもいいんだぞ？」

　俺がシャロンさんに聞こえないよう耳打ちすると、ルリファーはかぶりを振った。

「いえ……わらわ、頑張りますのじゃ。魔王さまの一番弟子として、義ね姉えさまに不ふ甲が斐いないところは見せられないのじゃし……それに」

　ちら、と俺を見て、ルリファーは、はにかんだ。

「危ない役目でも、わらわは全然平気なのじゃ。魔王さまが近くにいてくだされば、安心じゃから」

　信頼しきった眼まな差ざしで、ルリファーが俺を見る。

　これ以上、やめておけというのは野暮だな、と思った。

「気をつけるんだぞ？　危なくなったらすぐ言えよ？」

「はいなのじゃ！」





　※






　ルリファーが、ちゃぷちゃぷと海に入っていく。肩口まで水に浸つかるほどの深さまできて、ルリファーは両手をあげた。

「わ……わあっ、溺れちゃったのじゃ！　だ、だれか助けて欲しいのじゃー！」

　びっくりするほど緊迫感のない演技だが……まあ、シャロンさんが満足げだからいいか。

　ルリファーが声を上げた瞬間、エヴィが目をギラギラさせて駆け出した。

「いやっほーうルリファーさん待っててくださいね今あたしが熱いキスをお届けに参りますから────っ!!」

「趣旨変わってんだろおい！」

　俺の言葉を聞きもせず、エヴィは水しぶきを上げて浅瀬を爆進、ルリファーの数歩手前で、華麗に海の中へと飛び込んだ。

　……まあ、小柄なルリファーでさえ足がつくところで『救命』するくらいなら、失敗する方が難しいだろうし、これで無事シチュエーションは成功、かな。

　俺はほっと安あん堵どしつつ、エヴィがルリファーを『救命』するのを待って。……待って。

　エヴィは、そのまま浮かんで来なかった。





　※






「魔王さまに見捨てられたらあたし死にますからね!!」

　エヴィが半べそになりながら、俺の腕にしがみついていた。大きくはないがむにゅんと柔らかいものが、薄い布越しに肘ひじのあたりに押し当てられる。

「お……落ち着けっての」

　俺とエヴィは、海の中にいた。と言っても、ぎりぎり足がつくくらいの浅瀬だ。

　だというのに、エヴィは痛いほどきつく俺にしがみつく。

「落ち着けるわけないじゃないですか手を離したら沈むんですよ水の中で息しろって言うんですか!?」

「そんな無理難題は要求してねーよ！　つーかお前、泳げないなら最初から言えよ！」

　……そう。エヴィは絶望的なまでに泳げなかった。

　さっき、海に飛び込んだまま浮かんで来なかったエヴィを、俺が慌てて救出したのだ。

「泳げないんじゃないです泳いだことないだけです！」

「なお悪いわ！　なんでお前よりにもよってこのシチュエーション選んだんだよ！」

「水着の美少女とキスできるからに決まってるじゃないですか！　わかりきったこと聞かないでください！」

「じゃあもうお前救助される側になれよ！」

　こんな浅瀬で半べそになるやつが溺おぼれた人を救助とか、どう考えても無理だろ！

　早くも諦めかけの俺のもとに、浮き輪をつけたルリファーがおずおずとやって来る。

「あの……魔王さま。義ね姉えさまが……」

　ルリファーの不安げな眼まな差ざしが、浜辺を見た。彼女の視線の先では、砂浜に仁王立ちになったシャロンさんが、じっとこっちを見ている。

　……シチュエーションの内容を聞かれた以上、今更内容を変更できるはずもない、か。

　仕方ない。幸い、俺はそれなりに泳げるのだ。

「……エヴィ。特訓するぞ」




「ま、魔王さま。手！　手、ちゃんと握っててくださいね！」

「はいはい……」

　俺はエヴィの両手を握り、立ち泳ぎしていた。エヴィはほとんど俺にすがりつくような格好で、なんとか浮いている。

「絶対ですよ！　ここで、女の子に意地悪しちゃうモテスキルとか発揮されたら、あたし本気で怒りますからね！」

「心配しなくても、んなスキルもってねーよ。……じゃ、進むぞ」

　俺はエヴィの手を握ったまま、ゆっくりと後ろに向かって泳ぎ始めた。

「わっ。魔王さまっ。ちょっと速いですっ」

「速くねーよ。頑張れって」

　エヴィの手が、きつく俺の手を握る。少しでも俺から離れるのが不安なのか、エヴィはほとんど俺にひっつくような格好で、ついてきた。

「ま、魔王さまっ!?　進んでます？　あたし、進んでますかっ？」

「あ……ああ」

　自然と、エヴィの顔が、唇が触れそうなほど間近にあった。

　濡ぬれて頬ほおに張り付いた、ピンク色の髪。海水ですこし冷えたのだろう、いつもより白い、透き通るような肌。キラキラした桃色の眼まな差ざしがすがるように俺の手を見つめ、潮の香りに混じって、果物のように甘い、女の子の匂においが鼻をくすぐる。

「魔王さまっ！　泳げてますっ！　ちょっとずつだけどあたし……っ」

　ふと視線を上げたエヴィが、俺とバッチリ目を合わせて硬直した。すべすべしたむき出しの肩が、ぴくん、と跳ねる。

　エヴィが大きな瞳ひとみを泳がせた。頬がうっすら、朱に染まる。

「えと……あ、あーあ！　どんなに頑張って泳いでも、目の前にいるのが魔王さまじゃ、い、いまいちやる気出ないんですけど！」

「悪かったな。だからちゃんと、ご褒美を用意してるだろ」

　俺は首だけで振り返った。五十メートルほど離れたところに、浮き輪でプカプカ浮いたルリファーが見える。俺と目が合うと、応援しているつもりなんだろう、ぱしゃぱしゃと手を振った。

「まずは俺の介助ありでルリファーのところまでたどり着く。それができたら、今度は一人であそこまで行く。……それくらい泳げるようになれば、とりあえずシチュエーションをこなすには十分だろ」

「そーですね」

　言いながら、しかしエヴィは気まずげに視線をそらす。心なしか、泳ぎの速度もすこし遅くなってきた。

「おいエヴィ。真面目まじめにやれよ。元はといえば、お前がやりたくて始めたシチュエーションなんだから」

　俺がつい、そう言ってしまうと、エヴィがむっとした顔で俺を見た。

「ええ。そーですよ。やりたくてねじ込みましたよ。いいじゃないですか、あたしだってそれくらいわがまま言ったって」

　すぐ間近で、責めるような眼まな差ざしに見つめられて、俺は気け圧おされた。

「なんだ……どうしたんだよ、いきなり」

「たまにはあたしのわがままに振り回されたって、バチは当たらないですよ」

「どういうことだよ」

　俺に聞き返されて、エヴィは気まずそうに視線をそらした。ちょこんと小さな唇をむっとへの字にして、ぼそぼそと言う。

「だって魔王さま、最近ルリファーさんのクエストばっかりじゃないですか」

「え？」

「そりゃ、ルリファーさんが大変なのはわかってますし、あたしだって協力したいですよ？　でも……シャロンさんに『やれ』って言われなきゃ、あたしのシチュエーションはほっぽりっぱなしって、師匠としてどうなんですか」

　恨みがましく眉まゆ根ねを寄せて、エヴィが俺を見る。

「だから、久しぶりのシチュエーションのときくらい、あたしのわがままで振り回してもバチは当たらないんじゃないですか、って言ってるんです」

　……そういえば、そうか。

　シャロンさんが来てからこっち、俺はその対処に追われっぱなしで、エヴィやリネットのことを、気にかける余裕すらなかった。

「……そっか。そうだよな。ごめん」

「え……？」

「たしかに……ちょっとお前たちのこと、ないがしろにしてたな」

　以前、一度ルリファーに同じような遠慮をさせてしまったのに、俺は成長してないな。

「これからは、やりたいシチュエーションがあれば遠慮なく言えよ。お前たちも頑張ってるところ、シャロンさんに見せてやろうぜ」

「魔王さま……」

　エヴィが俺を見る。冷たい海に入っているはずなのに、頬ほおがさっと、赤く染まる。

　……だがすぐに、エヴィはふん、と顔をそらした。

「な……なに言ってんですか魔王さま。こんなの、ただの八つ当たりですよ、逆恨みですよ。なに真面目に聞き入れちゃってんですか。ほんとお人よしですね魔王さまは！」

「なんだよ、俺がせっかく……」

「あーあ。こんなんじゃ、一人でわがまま言ったあたしが嫌な奴やつみたいじゃないですか」

　大げさにため息をついて……エヴィは、俺から手を離した。

「おい、ちょっと……!?」

　エヴィは一瞬、沈みかけたが、俺の肩をつかんでなんとか浮き上がる。

　そのままバタ足して、俺を押しながら、少しずつ泳ぎ始めた。

「これなら、いけそうです」

「お前……」

「魔王さまがそんなんだから、あたしが真面目まじめにやらなきゃいけなくなるんですよ。ただのいい人じゃモテないって、小説に散々書いてたくせに」

　すねたように言いながら、エヴィがバタ足を続ける。

　ふと背後を見ると、少しずつ、ルリファーの姿が近づいてきていた。





　※






　そうして、なんとかエヴィがやる気を出してくれてから、数時間。

「……結局、泳げなかったな」

　エヴィと共に、体育座りをしながら沈んでいく夕日を眺める。

「言わないでください」

　エヴィは結局、あれ以上泳ぎのスキルが上達しないまま、夕方を迎えてしまった。

「まあ、やる気だけじゃどうにもならないこともあるよな」

「言わないでくださいって言ってるじゃないですかぁぁぁぁ……」

　嘆きの声を出し、エヴィが自分の膝ひざに顔をうずめた。

「どうして、どうしてみんなは普通に泳いでるんですか！　魚じゃないんですから、普通沈むじゃないですか!!」

　いや、足つく場所で溺おぼれられるやつの方が珍しいと思うんだけどな。

「もしかして、おっぱい大きいほうがよく浮いたりするんですかね……」

「もし仮にそうだったとして、今それを知って何の役に立つんだよ……」

　夕日は既に、水平線の彼方かなたに沈み始めている。もう時間がない。

「なあエヴィ。もう夕方だし、ルリファーにはもっと手前で溺れてもらおう。足がつくところで。それなら、お前がテンション上がって飛び込んだりしなきゃ、助けられるだろ」

「ぶー、わかりましたよ。でも、人工呼吸は譲りませんからね！」

「いや、させないから」

　とにかく、不満はありそうだが頷うなずいてくれてよかった。

　いま話したことを伝えようと、ルリファーの方を見る。が、ルリファーはもう既に浮き輪を外してバシャバシャと溺れたフリをしていた。

「あれ、ルリファーさん、もう溺おぼれたフリしてますね」

「……でも、あそこじゃちょっと遠いな」

　さすがにあの距離じゃ足がつかないだろう。

「おーい、ルリファー、戻ってこーい！」

「ルリファーさーん！」

　そのままエヴィと何度か声をかけるが、ルリファーが戻ってくる気配はない。

　聞こえていないのかと思って、俺は海に入って、ルリファーに近づいた。エヴィも俺の背中にしがみついて、バタ足で追いかけてくる。

　だが……俺たちが近づくあいだに、ルリファーの動きはだんだん弱々しくなっていった。

　──あいつ本当に溺れてる？

「ルリファー！」

　その可能性に思い至った瞬間に、俺は泳ぎだしていた。……だが。

「ぎゃわっ!?」

　背後から悲鳴が聞こえて、慌てて振り返る。俺に置いていかれたエヴィが、ばしゃばしゃともがいていた。……くそ、エヴィを置いていくわけには行かないが、このままじゃルリファーが……。

「行ってください！　魔王さま！」

　海水に半ばまで沈んで涙目になったエヴィが、叫ぶ。

「でも、お前まで溺れたら……」

「溺れません！　大丈夫です！　わぷっ……ちょ、ちょっと戻れば足つきますから！」

　ためらう俺をまっすぐ見つめて、エヴィが叫んだ。

「元はといえばあたしのわがままなんですから！　魔王さまはルリファーさんを助ければいいんですっ！」

　背中を押されて、俺は頷うなずく。

「帰りにちゃんと助けるからな！」

　俺は全力でルリファーのところまで泳ぎつき、手を伸ばしてルリファーを引き寄せた。

　ルリファーが俺の首にすがりついてくる。ぎゅうっと強く密着されて、俺の胸に、豊満で柔らかいものがむにゅむにゅと当たった。

「ひゃわっ……わぷっ……魔王さまぁ……」

「大丈夫だ。落ち着け。もう大丈夫だから！」

　小刻みに震えながら、ルリファーはなおも俺に抱きついてくる。

「空気の抜けた浮き輪に絡まれてしまって……わらわ、わらわ……」

「もう平気だって。俺がいるから、な？」

　なんとか落ち着かせると、ルリファーはしばらく荒い息をついたあと、そっと俺から離れた。涙に潤んだ眼まな差ざしで、えへへ、と微笑ほほえむ。

「助けてくれて、ありがとうございますなのじゃ。魔王さま。……やっぱり、魔王さまがいてくれたら安心だったのじゃ」

「……いや、俺もそう万能じゃないから、頼られすぎても困るんだけど」

　言いつつ、俺はルリファーを助けられたことに、ほっと息をついた。

　……その時だった。

「はうわっ!?」

　ルリファーが、再び俺に抱きついてきた。ひんやり冷えた体をぎゅうっと密着させながら、ふるふると震えだす。

「なっ、なんだルリファー!?」

「なな、なんか足が、び、びりびりするのじゃっ!?」

「足つったのか!?」

　まずい。ルリファーはもうもがくこともできずに俺にしがみつく。いくらルリファーが軽いといっても、水の中でこうしがみつかれたら、さすがに支えきれない。

「ルリファー……っぷ!?」

　俺まで一緒に沈み出す。なんとか足をばたつかせるが、ルリファーに引っ張り込まれるように、俺はじわじわと水の中に沈んで……。













「やば……これ、マジで溺おぼれる……」

　その時だった。

　突然、首元に柔らかなものが押し付けられたと思ったら、俺の体はぐいっと、強い力で浅瀬に向かって引っ張られていた。

　白い腕が、俺とルリファーの首に回され、青色の髪が夕日にきらめく。

「リネット!?」

　足を人魚の尾ひれに変えたリネットが、普段のぐうたらぶりからは考えられないものすごい速度で、俺たちを浅瀬へと引っ張ってくれているのだ。

「助けに来てくれたのか!?」

「うん……エヴィちゃんに頼まれて……」

「そうか……。ありがとうな」

「礼には及ばない。夕御飯のからあげ三個で手を打ってある」

「この緊急事態に見返り要求したのかてめえ！」

「てれる」

「褒めてねえよ！」

　ともあれ、俺とルリファーは、リネットによって無事、砂浜にたどり着いたのだった。




　海から上がり、ルリファーの体を支え、砂浜に寝かせる。

「大丈夫か、ルリファー！」

「げほっ、げほっ……だい、じょうぶ……なのじゃ……」

　少し咳せき込んではいるが、返事ができるってことは問題ないだろう。

「二人が無事で……わたしは嬉うれしい……」

「素直にお礼を言う気になれねーのが不思議だよ」

　俺は立ち上がって、エヴィの姿を探した。

「エヴィ。お前がリネットのこと呼んできてくれたんだってな。ありがとう」

　言うと、エヴィはもどかしそうに口を開いた。

「いや……あたしがやったのは、せいぜいからあげを生いけ贄にえに捧ささげたくらいですし……」

　エヴィはそれから、照れ隠しするように苦笑した。

「あー、でもこれで……シチュエーション、失敗ですかね？」

　ディープキスもしそこねましたしー、とエヴィが笑う。

「……んなことねーよ。助けを呼んでくるのも立派な救助だし、なにより、あそこから浜辺まで、お前一人で泳げたんだろ？　大成功じゃないか」

「そうなのじゃ。エヴィ。わらわを助けてくれて、ありがとうなのじゃ」

　ルリファーに正面からそう言われて、エヴィの頬ほおがさっと染まった。

「え、えー、いや……じゃあお礼ということで、お待ちかねの人工呼吸を！」

「意識あるんだから必要ないだろ！」

　ルリファーに抱きつこうとしたエヴィの腕を、ぐいっと引っ張って止めた。

　そんな時、シャロンさんがさくさくと砂浜を踏みながら近づいてきた。

「見事な試練だったぞ。ルリファー。それにサキュバスもな」

　そう言うシャロンさんの顔は、満足気だった。

「泳げないという弱点を、仲間の力で補う機転。さすがは魔王様の弟子だ」

「そ、そうですかね、えへへ」

　シャロンさんに褒められ、エヴィが頭をかいた。

「ルリファーも、溺おぼれる演技は素晴らしかったぞ。真に迫るものがあった」

「ふぇ？　あ、あれは、その、本当に溺れて──」

「あ、ああ！　まるで本当に溺れているかのようだったぞ、ルリファー！」

　シャロンさんに見えないように口の前に人差し指を立てる。

　せっかくシャロンさんが感心してくれているのに、余計なことを言う必要はないだろう。

　なにはともあれ、エヴィのシチュエーションは成功したんだから。





　※






「あーあ、結局誰だれともチューできずじまいですか。とっておきのシチュエーションだったのにー」

　もう帰ろうと、皆でシャワー室に向かう際に、エヴィがわざとらしく唇を尖とがらせた。

「……ほんと。お前は素直じゃないな。素直に褒められておけばいいのに」

「んなっ……なんのことですか、一体」

「さっきから褒められるたびに、わざとふざけてるだろ」

　エヴィの顔が、真っ赤に染まった。

「いや、だ、だって……ディープキス！　おっぱいマッサージ！　とか言ってこのシチュエーション選んだの、あたしですし……つまりルリファーさんが溺れたのも半分以上あたしのせいで……それで感謝されても、胸が痛むじゃないですか」

「確かに正論すぎる」

「なんですか少しは否定してくださいよあたし結構頑張りましたよね!?」

「褒められたいのかそうじゃないのかはっきりしろよ！」

　しばらく、恨みがましく俺を見てから、エヴィはふいっ、と視線をそらした。

「まあ、それに……ルリファーさんや魔王さまが真面目まじめに頑張ってるのに、あたしだけ毎度おふざけってわけにもいかないじゃないですか。それだけです」

「そうか？　態度はまあいつも法律ギリギリアウトだけど……お前も毎回、ちゃんと頑張ってると思うけどな」

　俺の言葉に、エヴィはうっ……と言葉を詰まらせた。白い頬ほおが、さっと朱に染まる。

「……うううう、はいはいさすがですよ、女たらしの魔王さま！」

「ちょっと待て、なんでそうなるんだよ!?」

「頼もしい限りですね！　これからもよろしくお願いします！」

「しかもキレ気味!?」

　なにが悪かったのか、ドスドスと荒々しくエヴィがシャワー室に向かっていく。

　……俺、なんか間違ったこと言ったか？

　エヴィの後を追いかけながら、俺は首をかしげたのだった。













「魔王さま。今夜、わらわとひとつになってほしいのじゃ……」

　宿のロビー。少し早い夕飯を終えて、同級生の皆がくつろいでいる時だった。

　ルリファーが唐突に、頬ほおを染めてそんなことを言ってきた。

　途端。今まで和やかに話していた同級生たちが、ざわめく。

「ひとつになる……だと……!?」「うそ……。みんなが寝てる、あの部屋で……!?」「俺は今夜も男どもと雑魚寝だってのに……くそ、くそ！　この世には神も仏もねえのかよォ!!」

　ななな、なんだ!?　みんなが突然頭を抱えて放心しだしたぞ!?

「いやいやいやみんな!?　念の為ために言っておくけど、ルリファーが言った『一緒になる』っていうのは、別に合体とか、融合とか、そういうおかしな意味じゃなくてさ」

「お願い三み道どうくんそれ以上言わないで私たちには刺激が強すぎる！」

「ええっ!?」

　何だどうした、みんなは何をそんなにうろたえてんだ!?

「よくわからないけど違うんだみんな！　ルリファーはただ……そう、こんにゃく！　今夜じゃなくて、こんにゃく！　夕飯にでたこんにゃくが美お味いしくて独り占めしたかったと言いたかったんだけど、まだ日本語がうまくないから噛かんだだけなんだよ！」

「魔王さま？　こんな……こん……こにゃんくがどうかしたのじゃ？」

「よし!!　ほらみんな聞いた!?　こんにゃくって言えてない!!」

　よくぞ噛んでくれたルリファー！　それでこそ俺の弟子!!

　俺の必死の弁解に、同級生たちが顔を見合わせた。

「食べ物の話……？」「今日、こんにゃくなんか出たっけ？」「ていうか俺今思ったんだけど、ルリファーさんが『こんにゃく』って言うと、ちょっとエロくね？」「は？」「ごめん……なんでもない……」

　なんかわからないが、とにかく中二病だとは思われてないみたいだ。

　俺はひと安心すると、声を潜めてルリファーに言った。

「で？　急にどうしたんだよ」

「はわっ……魔王さま、お顔が近いのじゃ……」

　ルリファーは顔を赤らめて言いながら、黒革のノートを取り出した。俺の視線から逃れるように、開いたノートを俺につきつけてくる。

「わらわ、このクエストがやりたいのじゃ！」

　ノートには、夜の森に魔物が出現し、みんなが泣き叫んで逃げ回る中、俺ひとりが一声も上げずに森を抜けた、とかいう内容が、まあいつものように痛々しく書かれていた。

「あー……そういや、今夜は肝試しがあるんだっけ」

「はいなのじゃ！　肝試しを、魔王さまのように悲鳴一つ上げずに乗り切れば、義ね姉えさまもわらわが強くなったと思ってくださるはずなのじゃ！」

「ん……確かにそれなら、手っ取り早く成長を見せられるかもな」

「はいなのじゃ！　魔王さまと心をひとつにして頑張りたいと思いますのじゃ！」

「ああ、ひとつになりたいってそういうこと!?　じゃあはじめからそう言ってくれたら嬉うれしかったなぁ！」

　クエスト自体には、とりあえず文句はない。……ただ。

「ルリファー。お前、なんだかやたらノリ気だけども、大丈夫なのか？　肝試しって、夜の森を歩いて、驚かされたり怖がらせられたりするんだぞ？」

　むしろルリファーは、クエストでなくても震え上がってそうなものだけど……。

　だがルリファーは、豊満な胸を張って、自信ありげに言う。

「心配ご無用なのじゃ、魔王さま！　ケルベロスが出てもベヒモスが出ても、わらわ、ぜんぜん怖くないのじゃよ！」

「……あー。そうか。お前はそもそも、本物の魔物に慣れ親しんでるんだもんな」

　それなら、子供騙だましの幽霊やら妖よう怪かいが怖いはずないか。

「そっか。そういうことなら、わかった。やるか。ぱぱっとクリアして、シャロンさんに成長ぶりを見せつけてやろうぜ」

「はいなのじゃ！」

「ほう、今度のクエストは肝試しか？」

　ふいに、シャロンさんがやってきて言った。

「肝試し……つまりは度胸試しということか。ルリファーにはもっとも足りない部分だな。さすがは魔王様、ルリファーの弱点もしっかり克服していくというわけだ」

　シャロンさんは多分、人間界における肝試しというのがなんなのか、よくわかっていない。おそらく、俺が考えているものより、百倍くらいおぞましいものを想像しているんだろう。それならそれで、都合がいい。

「まぁ、軽くクリアして見せますから、見ていてくださいよ」

　俺は自信満々に言った。シャロンさんが満足げに頷うなずく。

「ああ、期待しているよ。魔王様」

　そう微笑ほほえんでから、シャロンさんはふと、何かを思い出したように目を丸くした。

「おっと。そういえば、肝試しは今夜だったな？」

「はい？　ええ、そうですけど」

「なるほど。それは丁度いいタイミングだ」

「……丁度いいって、何がですか？」

　俺の問いかけに、シャロンさんはいたずらっぽく笑ってみせた。

「いや、こちらの話だ。魔王様はクエストに集中してくださればよい」

　それだけ言って、シャロンさんは去っていったのだった。





　※






「魔王さま魔王さま。ちょっとお伺いしたいのじゃが」

　肝試しの会場……宿から少し離れた森に向かう道すがら、ルリファーがくいくいとシャツの袖そでを引っ張ってきた。

「ひとだま、というのはなんなのじゃ？　さっき、北きた白しら川かわさんが、森には本当にひとだまが出るからとか、話しているのを聞いたのじゃが……」

「ケルベロスもベヒモスも知ってて、人ひと魂だま知らないとか意外だな……」

　魔界にはいないのだろうか。

「えーっと、簡単に言うと、死んだ人の魂だよ。死者の魂が火の玉になって漂うっていう、幽霊の一種だな」

　と、俺が言うと、ルリファーの顔が硬直した。

「……こ、これから行く森には、お、おばけが出るということかの……？」

「ん？　そりゃ噂くらいはあるだろ。肝試しの会場にするくらいなんだから……っておい、ものすごい震えてるけどどうしたの!?」

「わっ、わっ、わらわっ……おばけが出るなんて聞いてないのじゃ！」

「何言ってんだよ魔物が平気なんだから幽霊くらいどうってことないだろ!?」

「魔物とおばけは違うのじゃ！　魔物は生きてるけど幽霊は死んでいるのじゃよ!?」

「そういう判定基準なの!?」

　じゃあこのクエスト……もしかして、余裕でもなんでもない!?

「おいルリファー？　わかってるよな？　これクエストだからな!?　間違っても悲鳴上げるなよ!?」

「わわわっ、わかってるのじゃがっ、じゃがっ、おおお、おばけ、おばけがっ……!!」

　俺のシャツの袖をぎゅうっと握り締めながら、ルリファーがガタガタ震える。

「頼むよルリファー！　俺もサポートするから頑張ろうぜ!?　さっきシャロンさんにあんな大見得切ってんだから、もし失敗でもしようもんなら殺され──……」

「やあ魔王様。クエストの準備は順調か？」

「はいぃっ!!」

　背後からかけられた声に俺は冗談じゃなく飛び上がった。

　シャロンさんが、なんだか嬉うれしそうな顔でこっちに歩み寄ってくる。

「クエストの成功を期待しているぞ、魔王様。まあ、先程までの様子を見るに、万に一つも失敗はなさそうだがな」

「はっ、はははは、はいっ！　それはもちろんっ！」

「しかし……我は正直、感動を禁じ得んよ。あの臆おく病びようなルリファーが、度胸試しのクエストを軽く成功できるほどに成長しているとは……。本当に、魔王様には感謝の言葉もない」

「いいい、いいえっ！　もったいないお言葉ですっ！」

「はは。我に恐縮する必要などない。本当に謙虚な方だな、魔王様は」

　今すぐにでも土下座してクエスト中止にしたい俺の気持ちも知らず、シャロンさんは晴れやかに笑う。

「クエストの内容は、ルリファーから聞いているよ。悲鳴を上げなければよいのだろう？　であれば、我はゴール地点で魔王様たちを待っていよう。どこにいても、魔王様やルリファーの悲鳴くらいは聞き分けられるからな」

　やばいやばいやばいこれは本気でやばいどうしよう！　ルリファーはもうクエストとおばけとシャロンさんのプレッシャーで石像みたいになってるし！

「……ル、ルリファー。怖い時は、悲鳴を上げるまえに気絶するんだ。できるか？」

「わらわは……もうすでに気絶しそうなのじゃ……」

　がっちがちに固まった俺たち二人を残して、シャロンさんは上機嫌に、ゴール地点へと消えていったのだった。





　※






　無情にも、肝試しの時はやってきた。

　クラスメイトの満場一致でペアを組まされた俺とルリファーは、暗い森の中に、一歩踏み込む。枯れ草を踏むかすかな音だけで、ルリファーが飛び上がった。

「ま、魔王さまっ！　いまなにか物音がっ！」

「落ち着け！　俺たちの足音だから！」

「ひゃわっ!?　魔王さまっ！　肩に何か触ったのじゃっ！」

「木の枝が引っかかっただけだから！」

「はわっ!?　魔王さまっ！　上から何か落ちてきたのじゃっ！　前が見えないのじゃ！」

「それはお前の前髪だ！」

　しょっちゅう飛び上がるルリファーの腕を引きながら、俺は先に立って森を歩く。

「まっ、ままままま魔王さまっ！　今度は茂みから音がっ！」

「だから落ち着けってルリファー！　それは俺たちの……」

　……茂みから音？

「……ルリファー。ちょっとストップ」

　俺はルリファーの華きや奢しやな肩に触れて、足を止めさせた。俺たち二人分の足音が止やみ……、まだ、ざくざくと、誰だれかの足音が響き続けていた。

　──何かいる。

「ま、ままま、魔王さまぁっ!!」

　ルリファーが俺の腕にしがみついて、がぶっとシャツを噛かんだ。万一の時でも悲鳴を上げないためだろう。そんなことをしているうちに、すぐ近くの茂みががさがさと揺れ……小柄な人影が飛び出してきた。

「ひっ……って、あれ？」

　飛び出してきた人影を見て、俺は言葉を失った。ルリファーも、きょとん、と目を見開いている。そいつは俺たちをジト目で見て、不機嫌そうな声で言った。

「なにルリファーさんにくっついてんのよ。お兄ちゃん」

　……そこにいたのは、紛れもなく、俺の妹だった。

「誰だれも見てないのをいいことに、ルリファーさんに何するつもりなの」

「いや明らかにしがみついてるのはルリファーの方だろ!?」

「俺にはそんな気はないんだけど女の子が勝手にくっついてくるんだよね、困った困った、ってこと？　え？　なに？　お兄ちゃんってハーレム王なの？」

「ちっげーよ！　お前が脅かすからだろ!?　つーか、なんでお前ここにいるんだよ！」

「それは……」

　妹は、ちょっとバツが悪そうに目をそらした。

「……別に、ただ、ちょっと宿抜け出してきただけ」

「抜け出してきたって……なんで」

「ここに来るためよ」

　妹は、きっぱりと言った。

「シャロンさんに聞いたの。お兄ちゃんって、ルリファーさんを『立派な魔王』に育ててあげてるんでしょ？」

「えっと……ああ」

　……なるほど、さっきシャロンさんが思わせぶりだったのは、こういうことか。

「まあ、色々言いたいことはあるよ？　なんでそんなことになってるの？　とか、そもそも、なんでお兄ちゃんが本物の魔王だって勘違いされてるの？　とか。……でも、そういうことはとりあえずおいておいて、これからのこと、考えたいなと思って」

　妹は、まっすぐに俺を見据えて、言った。

「お兄ちゃん。私あれから、いろいろ考えて……決めたの」

「決めたって、何を……」

「私にもその……ルリファーさんを魔王にするクエスト、手伝わせて」

　きっぱりと、妹が言った。

「ちゃんと見ておきたいの。お兄ちゃんとルリファーさんが、いままでどんなことをしてきたか。それをちゃんと知ってからじゃないと……私は、なにも決められないから」

　俺とルリファーは、どちらからともなく、目を見合わせた。ルリファーがおずおずと言う。

「……わらわは、別に、構わないのじゃが」

「……まあ。俺も、断る理由はないけどさ」

　こうして、クエストに妹が同行することになった。




　歩みを進めていくたびに、森はどんどん暗くなる。そこここで何かが動く気配があるのは、野生動物がいるせいだろうか。……と、木の上で何かがばさっと羽ばたいた。

「ひゃわ、魔王さまぁ！」

「お、落ち着け、ただの鳥だから！　大丈夫だって」

　ルリファーが俺の腕にしがみついてくる。ブレザー越しの柔らかな胸が、形が変わるほど押し付けられた。どうみても怯おびえているけど、悲鳴は上げてないからギリギリセーフだ。

「なにまたルリファーさんにくっついてんの!?　なんなのお兄ちゃん。四六時中女の子に触ってないと死ぬ病気にでもかかってるの!?」

「俺じゃないだろどう見ても！」

　俺の隣を歩く妹が、しょっちゅう睨にらんでくる。中二病だと誤解されなくなってもなお、やっぱり妹の鋭い視線は、シャロンさんとタメ張るくらい怖い。

「ふん。魔王クエストとか言って、本当はお兄ちゃんが、ルリファーさんとイチャイチャする口実をでっち上げてるだけじゃないの？」

「そうだったらどんなにいいか……」

「は？　なにそれ、ルリファーさんといちゃつきたいのは否定しないってこと？」

「すみませんそういう意味で申し上げたのではありません！」

「魔王さまぁ……ゴールはまだかの……？」

「だからお兄ちゃんルリファーさんにくっつかないで！」

「俺じゃねえってば！」

　ああ……クエストだけでもキツいっていうのに……なんだこの針のむしろ。

　内心ため息をつきながら歩いていると、ふいに頭上から何かが降ってきた。ぴちゃっ、という水音のようなものが聞こえて……ルリファーの頭にこんにゃくがのっていた。

「──っ！」

　突然のこんにゃく攻撃に、ルリファーが大きく息を吸った。

　俺は慌てて、空いている方の手でルリファーの口をふさぐ。

「むぐ、むぐむむむ！」

「落ち着け、ただのこんにゃくだ！」

　ルリファーからこんにゃくを引っ剥ぱがして、口から手を離す。

「魔王さま、わらわ……ごめんなさいなのじゃ」

「いや、あれは仕方ないって。俺だって、直撃くらったら驚くだろうし」

　がっくりとうなだれたルリファーの肩をたたいて、慰めてやる。それを見ていた妹が、ふん、と鼻を鳴らした。

「やさしーんだね」

「……まあ、一応、クエスト中だしな」

「へーえ？　本当にそれだけ？」

　何が言いたいのか、妹はジト目で俺を睨にらんでくる。……なんかわからんけど、怒ってるっぽい。俺は慌てて、別の話題を探した。

「えーっと……そんなことより、あの、お前は全然怖がらないんだな」

「当然でしょ。こんな子供だまし」

　きっぱりと、妹は言う。

「だって、幽霊やら妖よう怪かいやらなんているわけないもの。私はお兄ちゃんと違って、この年になってまで幽霊だの妖怪だの魔王だの信じたりなんか──……」

　べちゃっ。と、妹の頭にしらたきが落下した。

「ひっ……──────────────────────っ!?」

　声にならない悲鳴を上げて、妹が俺の腕にしがみついた。













「お、おおおおおおお兄ちゃんなんか落ちてきたなんか落ちてきたとってとってとって──────っ!!」

「……」

　俺は無言で、妹の頭からしらたきを払い落とした。

　自分の頭から落下したしらたきを、しばらく呆ぼう然ぜんと見下ろした妹は……ぱっと、俺から離れた。

「別に、全然怖がってないけど？」

「嘘うそをつけよ」

「うるさい！　今のはちょっと……制服についたらクリーニング代が大変だと思って慌てただけ！」

「あの短時間でそこまで頭が回ったんなら、いっそ尊敬するわ！」

　ふん、と再び妹は顔をそらした。……だが、さっきまでひと一人分くらいあいだを開けて歩いていたはずの妹は、今や、肩がぶつかるほど近くに来ていた。

　……やっぱ怖がってるだろ。と思ったが、これ以上怒らせても怖いので言わない。

　右側にルリファー、左側に妹、二人にはさまれて、俺は更に森を進む。

　その時だった。妹のすぐ脇わきの茂みから、血まみれのゾンビが飛び出してきた。

「ひっ……!?」「ひゃっ……!?」

　妹とルリファーの声が、同時に聞こえる。俺は慌ててルリファーを引き寄せて、手で彼女の口をおおった。

「ふむっ!?」

　これで一安心……と思った俺の視界の端で、驚いた拍子に枯れ葉で足を滑らせた妹が、後ろ向きにひっくり返るのが見えた。

「痛っ……!?」

「おい、大丈夫か!?」

　俺はルリファーを離して、慌てて妹に駆け寄った。妹は細い眉まゆを寄せて顔をしかめながらも、ふらふらと立ち上がる。

「……別に、平気」

　妹は、手についた土をパンパンと払う。……じわりと、手のひらから血が滲にじんでいた。

「手！　血出てるぞ！」

「わっ……だ、大丈夫よ、かすり傷だから……。それより、手、離して」

　俺が掴つかんだ手を、妹は、慌てたように引っ込めた。

「お前、頬ほおも赤いぞ!?　どっかぶつけたか!?」

「う、ううううるさいっ！　お兄ちゃんには関係ないっ！」

　なぜだか結構な力で殴られた。痛いてえ。……けど、まあこれだけ元気なら平気か。

「ルリファーも、平気だったか？」

　ルリファーは、じっとその場に立ち尽くして、俺を見ていた。

「……ごめんなさいなのじゃ、魔王さま」

「へ？　なんで？」

「わらわの口を塞ふさいでくださったせいで、妹さまを助けるのが遅れたのじゃな……」

「あー、いや。ルリファーは悪くないよ」

　だが、しばらくルリファーは、じっとうつむいていた。俺が、さすがに何か声をかけようと口を開いたとき……ルリファーは決意に満ちた顔を上げた。

　ルリファーは俺のとなりから離れて、妹のとなりに並ぶ。

「魔王さま。わらわ、妹さまを守りますのじゃ」

　妹が、きょとんと首をかしげた。

「え……いや、大丈夫ですよ？　さっきはちょっとびっくりしただけで……」

「わらわは今まで、魔王さまに、たくさん守ってもらって、助けてもらったのじゃ」

　強い口調で、ルリファーが言う。

「だから……わらわにも、魔王さまの大事な人を、守らせて欲しいのじゃよ」

　しばらく、あっけにとられたようにルリファーを見ていた妹は、不意に、微笑ほほえんだ。

「……優しいんですね。ルリファーさんって」

「いえ……。全部全部、魔王さまに教わったことじゃから。すごいのも優しいのも、魔王さまじゃよ」

　そうして、俺たちはまた歩き始めた。途中また、吸血鬼だの、のっぺらぼうだの、ろくろ首だの、様々な幽霊や妖よう怪かいが飛び出してきたが……。

「妹さまっ！　わっ、わらわの後ろにっ！」

　その度にルリファーが飛び出して、妹を守った。妹を守りたい一心なのだろう、こんにゃくの時以降、一度も、ルリファーは悲鳴を上げなかった。

　だが、歩けど歩けど、森の出口は見えてこない。

「……大丈夫か？　ルリファー」

「ももも、もちろん大丈夫なのじゃっ！　ここ、こんにゃくでもお化けでもこんにゃくでもなんでもかかってくるのじゃっ！」

　とか言うルリファーの頬ほおは明らかに引きつっている。相当無理してるんだろう。

　今のルリファーじゃあ、目の前を虫が横切っただけで悲鳴をあげかねない。

　その時だった。木々の切れ間に光が見えた。出口だ。

「やった！　ゴールだ！」

　俺はルリファーと妹に目をやって、叫ぶように言った。……だが、二人は顔を引きつらせている。

「……どうした？　もうすぐゴールだけど……」

「お兄ちゃん……あれ……」

　妹が、震える指で虚空を指した。……そこには、青白く燃える火の玉が浮かんでいた。

　一つじゃない。二つ、三つ、四つ……無数の火の玉が俺たちの周囲を取り囲んでいた。

　くそ、最後の最後にものすごい仕掛けしやがって！

「落ち着けよ!?　最後だから張り切ってるだけ！　あんなの全部仕掛けだから！」

「でっ……でも……」

　妹が泣きそうな顔で俺を見た。

「でも……魔王も、サキュバスも、人魚も、本当にいたんだよ……？　幽霊だって……幽霊だって本当にいるかもしれないじゃん!!」

　言われてみれば、確かに……。妹がビクビクしてたのは、それが理由か。

　ルリファーは、怯おびえた様子の妹を見て、震える足で前に出た。

「わ、わわ、わらわがっ……守っ……」

　だが、じわじわと近づいてくる火の玉を見て、瞳ひとみに涙を溜ためる。ちょこんと小さな口元がもごもごしてるのは、悲鳴をこらえているせいだろう。

　やばい……とにかく、妹を落ち着かせないと、ルリファーの虚勢が限界だ。

　俺は必死に頭をひねって……あることを思い出した。

「……なあ。ウィルオウィスプって知ってるか？」

「はあ!?　なな、なにこんな時に！」

「ウィルオウィスプ。ヨーロッパの人ひと魂だまだよ」

「それがどうしたの!?」

「それな、長いこと、人間の魂が火の玉になって飛んでるって思われてたんだけど、本当は違うんだ。地表から出た天然ガスに火がついて燃えてるだけの、自然現象なんだよ」

　妹が、きょとんと目を見開いた。

「ちなみに吸血鬼っていうのも、昔ヨーロッパで流は行やったペストって病気で、仮死状態になった人を、死んだと思って埋葬しようとしたら、突然生き返ったっていうのが元ネタだ」

「……それ、ただの勘違いじゃない」

「そうだよ。お化けとか幽霊とかって、結局元ネタは勘違いや迷信なんだよ。ホントにいる、サキュバスや人魚とはぜんぜん違う。……だいたい、もし幽霊が本当に魔界とかにいるなら、ルリファーがビクビクしてるのがそもそもおかしいだろ？」

「……確かに。そうだね」

　頷うなずいて、妹は周りを見回した。周囲を飛び回る火の玉を見て、微笑ほほえむ。

「お兄ちゃんはいろんなことを知ってるね」

「……あはは。ごめんな。こんなときまで中二知識で」

「別に、いいよ。私は別に、そういう知識が嫌いなわけじゃないもん」

「え……？」

「私が嫌だったのは、お兄ちゃんがそういうのにハマってから、全然私のこと……」

　はっとして、妹はかぶりを振った。

「なな。なんでもないっ。忘れて！　……そんなことより！」

　妹は慌てて、今にも叫びだしそうなルリファーの手を取った。

「ひゃわっ!?　またお化けなのじゃ!?　やや、やってやるのじゃ！」

「落ち着いて、私だから！」

「はわ……妹さま……？」

「ありがとね。私はもう平気だから、一緒にゴールしよう」

　そう言って、妹が微笑ほほえむ。ルリファーの引きつっていた顔から、ふっと、力が抜けた。

「さあ、お兄ちゃんも！」

「お、おう」

　俺は妹が伸ばした手を取って、三人で駆け出した。やがてゴールが見えてきて、満足げに立っているシャロンさんの姿が見えてくる。

「……ありがとね。お兄ちゃん。おかげで怖くなくなったよ」

　妹が、走りながら微笑んだ。俺の手を握った柔らかな手のひらに、きゅっと力がこもる。

　そういえば……妹と手をつないだのなんて、もう何年ぶりだろう。

　そんなことを思いながら、俺たちはクエストをクリアしたのだった。





　※






「よくやったぞルリファー！　ただの一度も悲鳴を上げず、よく頑張ったな！」

「えへへ……魔王さまの教えのおかげなのじゃよ」

「うむ。全くだ！　我が何年かけても解決してやれなかった問題を、こうも短期間で解決してしまうとは、さすが三千世界の魔王さま！　頭が下がるばかりだ」

　俺と妹から少し離れたところで、ルリファーがシャロンさんにベタ褒めされている。

　そんな二人の様子を見て、俺と妹は微笑みあった。

「……ルリファーさん、いい人だね」

「ああ。本当にな」

「ルリファーさんにとって、お兄ちゃんが必要なんだってことも、今日、ちゃんとわかったよ」

　妹が言う。俺は目を見開いた。

「それって……」

　そこで、妹はまっすぐ、真剣な眼まな差ざしで俺を見た。血の繋つながった妹とは言え、美少女の部類に入る女の子に見据えられて、ちょっと気け圧おされる。

　妹は、細く息を吸って……きっぱりと言った。

「でも……だからこそ、やっぱり今のままじゃ、いけないと思う」

　がつんと、思いっきり頭を殴られたような気がした。

「ルリファーさんがお兄ちゃんのこと大事に思ってることも、お兄ちゃんがルリファーさんの助けになってることもわかるけど……でも、このままじゃ、もっと根本的なところで、ルリファーさんの為ためにならないと思う」

　それは……正論だった。

　俺とルリファーとの関係がどんなものであれ……ルリファーが本物の魔王を目指していて、俺が本物の魔王じゃない以上、どんなにクエストを重ねても、ルリファーが本当に望んでいる成果は、手に入らないのだから。

「……それともお兄ちゃんは、このまま同じことを続けて……ルリファーさんが魔界に行ったら、ついていって、また同じことをするの？」

「そんなことは、ないけどさ」

「お兄ちゃんが魔界に行くなんて、私は絶対許さないからね」

　その口調の、あまりの強さに、俺は気圧された。

「えと……お前の言ってることは、正しいと思うけど……そもそも、なんでお前、そんなに俺のこと気にかけてくれるんだ？」

「なんでって？」

「だって……お前、俺のこと嫌いだろ？」

　俺の言葉に、妹が一瞬、泣きそうな顔をした……ように見えた。

「どうして私が、お兄ちゃんのこと嫌ってると思ったの？」

「え……だってお前、俺が中学に上がってからすげぇキツくなったし……てっきり、俺の中二病が嫌なのかと……」

「……お兄ちゃんは私のこと、何も知らないね」

　妹はさみしげに笑った。

「でも、私はお兄ちゃんのこと、ちゃんと知ってるよ。なんでお兄ちゃんが、中二病になったのかも」

「え……」

「私と比べられるのが嫌だったんでしょ？」

　ドキリ、とした。

　たしかにそうだ。俺は……優秀な妹と比べられるのが嫌で、妄想に逃げた。

「気づいてたよ。ずっと。お兄ちゃんが、どんどん私にビクビクするようになったことも、私から逃げようとして、どんどん中二病が悪化したことも」

「お前……」

「私は、昔みたいにお兄ちゃんと一緒にいたかった。でも……私と一緒にいたら、お兄ちゃんの中二病がどんどんひどくなるなら……もう、私の方から離れるしかないじゃん。そんなの嫌だけど、さみしいけど、でもそうするしかないじゃん」

　ぐすっ、と妹は涙を拭ぬぐった。もう見間違えようもなく、妹は泣いていた。

「高校に上がって、やっとお兄ちゃんの中二病が治って……やっと、また元に戻れるかと思ったのに、今度はルリファーさんたちが来て……挙げ句の果てに、魔界に行くなんて……なんなの、それ」

　涙で濡ぬれ光った瞳ひとみのままで、妹は、まっすぐに俺を見据えた。

「そんなの絶対に嫌。だって私は、ずっと、ずっと……ルリファーさんよりもずっと前からっ……」

　大きく息を吸って、妹は叫んだ。

「お兄ちゃんのことが大好きだったんだから！」

　夜の森に、妹の声が響く。妹は細い肩を震わせて、うつむいた。ぽろぽろと涙をこぼしながら、俺の服の袖そでを、ぎゅっと掴つかんでくる。

「……どこにも行っちゃやだ」

「……えっと」

「ずっと私と一緒にいて」

「……そりゃ、一緒にいるよ。兄きよう妹だいだろ、俺たち」

「そうじゃなくて、私はっ……」

　ばっ、と顔を上げた妹は、俺の顔を見て、また、うつむいてしまった。

　……俺も、何か言わないと。今まで、兄らしいことなんて何もしてやれなかったけど、でも、ここまで妹が気持ちを打ち明けてくれたんだから。

「えと……俺、本当にすごく嬉うれしいよ。お前の気持ち」

「……本当？」

「ああ。もちろん。俺、ずっとお前に嫌われてるとばかり思ってたから……その、俺、ちゃんとお前のお兄ちゃんでいていいんだなって、思えて……」

　妹は、なぜだか、握っていた俺の袖を、振り払った。

「お兄ちゃんのバカ」

「え？」

「お兄ちゃんのバカ！」

「え……どうしたんだよお前」

「お前じゃないっ！」

　目元を真っ赤に腫はらした妹は、興奮気味に叫んだ。

「お前じゃないよ……ちゃんと、名前で呼んでよ。私のこと」

「え……っと……」

　何だ。さっきまで仲直りできていた気がしたのに、なんで妹はこんなに怒ってるんだ!?

「……もういい」

　そう言って、妹はきびすを返してしまった。

「あ。おい、ちょっと待てって……」

「おいじゃない」

　冷たく言って、振り返らないまま妹は続ける。

「……とにかく、私は、絶対にお兄ちゃんを魔界になんか行かせないから」

「いや、だから、俺も魔界に行く気は……」

「お兄ちゃんは、誰だれにも渡さないから。……覚えておいて」

　それだけ言い残して、止める間もなく、妹は駆け去ってしまったのだった。













「魔王さま……夜よ這ばい、してもいい……？」

　夕方。夕食後の同級生でごった返したロビーの空気が凍りついた。ロビーの長なが椅い子すで、俺の隣に腰掛けたリネットが、気だるげな眼まな差ざしで俺を見つめる。

「……いま、なんつった？」

「よば」

「やっぱいいこれ以上傷口を広げるのはやめて！」

　同級生に聞かれたら、またなに言われるか分かったもんじゃない！

　俺は周囲に細心の注意を払いながら、リネットに詰め寄る。

「で、なんだよ夜這いって。誤解招くようなこと言うな」

「……歌のレッスン。シャロンさんが、わたしの試練も見たいって……」

　リネットの隣に座っていたエヴィが、にゅっと顔を覗のぞかせた。

「あたしが前のシチュエーションで大活躍したからですよ！　あたしが！」

「どういうことだよ」

「シャロンおねーさまが、ルリファーさんのおかげで成長した妹弟子の、大活躍を見たいって言ってきたんです！　あの冷たい瞳ひとみに見つめられながらレッスン……はぁぁ！　想像するだけであたし、絶頂しそうです！」

「そのまま絶命してくんねーかな」

「今回やりたいレッスンは……これ……」

　リネットが、傍らに置いてあったタブレットを持ち上げた。再生ボタンを押そうとする手を、掴つかんで止める。

「ここで再生するつもりかマジやめてくださいお願いします」

「でも、レッスンの内容が……」

「口で言えよ小声で！　これまでの人生でもっとも小さな声で！」

　リネットはきょとん、と首をかしげたが、やがてわかってくれたようで、そっと、俺の耳に口を近づけてきた。

「魔王さまの歌に出てきた『幾多の困難に阻まれた男女が、運命的に結ばれる』っていうのを……体験してみたい……」

　本当に、ほとんど吐息だけのかすかな声でリネットが囁ささやく。しゃべるたびに吐息が耳にかかって、なんだかぞくぞくした。

「そ……それと夜這いと、何がどう繋つながるんだよ……」

「レッスンのことをエヴィちゃんに言ったら……『じゃあ先生たちの見張りが厳しい夜中に、あたしのところまで夜這いかけに来てくれるっていうのはどう？　わお名案！　それに決定！』……って」

「おいエヴィ。お前とふたりっきりで話したいことがある」

「おっ。なんですか魔王さま。愛の告白ですか？　えーでも、魔王さまとはいえ男の人に告白されると、あたしちょっと困っちゃうんですけどー」

「『ついでに「夜よ這ばいしていい？」って切り出したら、多分魔王さまが慌てふためいて面白いと思うよ！』……とも言われた」

「なるほど。よし話し合いはやめだ。今日という今日は一発ぶん殴る！　表出ろ変態サキュバス！」

「ちょっと魔王さま、何言ってるんですか……いきなり表で一発、なんて……。みんな聞いてるんですよ？　もう！　魔王さまのえっち！」

「俺がいかがわしいこと言い出したみてーに言うんじゃねーよ！」

　ああ、もういい。俺は永遠に続きそうなエヴィとの会話を打ち切って、リネットに言う。

「で？　夜這いってことは、もしかしてエヴィのいる女子部屋に忍び込むってことか？」

「話が早くて……助かるよ……」

「ああそりゃどーも。……でもさ、そもそも女子部屋に行くんなら、俺がついていく方が難易度上がるだろ。シャロンさんに見せるんだし、今回はなんか別の……」

「何言ってるんですか！　それじゃあ、リネットちゃんに夜這いされたいあたしの気持ちは、どこに持っていけばいいんですか！」

「ゴミ箱ならあっちだぞ」

　だいたい、深夜抜け出して女子部屋に忍び込むなんて、正直絶対やりたくない。もし先生に捕まりでもしたら、どう贔ひい屓き目に見ても俺の高校生活が終了するからな。

　……だが。

「魔王さま……わたしの師匠としての責任を……ちゃんと果たすべき……」

「人としての責任を何一つ果たしていないお前に、そんなことを言われるとはな……」

「わたしは……弟子として当然の要求を……してるだけですけど……？」

　……なんだろう。今回は妙にこのレッスンにこだわるぞ、リネットのやつ。

「うーん、でもなぁ……」

「なんなんですか魔王さま。何がＮＧだって言うんですか」

「お前がこのレッスンのゴールってところだよ」

　その時、こつん、と小さな頭が俺の肩にぶつかった。

　……ルリファーだ。俺の隣に座っていたルリファーが、すーすーと寝息を立てながら俺に寄りかかってきたのだ。

「あれ。ルリファーさん、おねむですか？」

「ああ。こいつ、早寝早起きだし……」

　エヴィが、にやりと笑った。

「魔王さま。あたし、名案思いつきました」





　※






　相部屋の男子たちが寝静まるのを待ってから、あらかじめ決めておいた集合場所に向かうと、そこには既に、パジャマ姿のエヴィとリネットの姿があった。

「あっ、魔王さま！　遅いですよ早く行きましょう今すぐ行きましょう無防備なルリファーさんがあたしを待ってるんですよィヤッホーウ！」

「声がでかい！」

　俺は無意味に飛び跳ねるエヴィの口を塞ふさいだ。

　……エヴィが今言ったとおり、今回のクエスト内容は、『リネットが先生たちの監視をかいくぐり、女子部屋で寝ているルリファーのところへたどり着く』という形になった。「あたしがレッスンのゴールじゃなきゃいいんですよね！　そう言いましたよね！　さあみんなでルリファーさんを目指しましょう！」と言うエヴィに押し切られたのだ。

「ふへ、ふへへへ……到着したらどうしてやりましょうかね魔王さま！　やっぱりまずは服を脱がして、直接あのおっぱいを揉もみしだくべきですか！」

「俺は到着したら、お前を縛り上げるところから始めるぞ」

「いやん、さすが魔王さま高度なプレイですね！　でも一つ違うのは、今回は魔王さまとあたしのプレイじゃなくて、ルリファーさんとあたしのプレイってところです！」

「リネットとルリファーのプレイだよ！　いやプレイでもねえよ！」

　とエヴィを怒鳴りつけていると、俺の袖そでをリネットが引っ張った。

「魔王さま……今回は、わたしのレッスン……エヴィちゃんとばかり、話さないで……」

「お、おう。分かってるって」

　エヴィの思い通りに事が進んでるのは気に入らないけど……ここでモタモタしていても、先生に見つかる確率があがるばかりだしな。

「女子部屋に行くには……まずは渡り廊下か」

　俺は、エヴィとリネットを伴って、こそこそと移動を開始した。時間が時間だからか、幸い、見回りの先生の姿はない。この分なら、結構楽に女子部屋まで……、

「おやおやリネットちゃん。こんな遅くに出歩いていけない子ですね！　あたしがえっちな職務質問しちゃうぞっ！」

　……たどり着けるはずもなかった。俺は、リネットに後ろからしがみつき、豊満な胸を遠慮なくまさぐっていたエヴィを、引っぺがす。

「やめろエヴィ！　リネットも、嫌ならもっとちゃんと抗議しろよ！」

「では謝罪と賠償を要求する……。次会うときは法廷……」

「いやそれはちょっとやりすぎだけどさ！」

「そうですよ！　裁判になんてなったら、リネットちゃん、あたしにどこを触られたかとか、自分で赤裸々に話さなきゃいけないんですよ！　え。なにそれ聞きたい！」

「黙ってろ」

　……その時だった。かつん、かつん、と、足音が近づいてくるのが聞こえた。見回りの先生だろう。渡り廊下の向こうから、懐中電灯の明かりが迫ってきているのが見えた。

「ま、まずい……こっちだ！」

　俺はエヴィとリネットの手を引いて、手近な部屋に飛び込んだ。

　だが、部屋に飛び込んだ俺は、ぼふっ、と柔らかい何かにぶつかった。暗くてよく見えないが、おそらく積み上げられた布団だ。

「やば……エヴィ！　リネット！　ここに三人隠れるのは、さすがに……」

「きゃっ！　魔王さまっ！　狭すぎてリネットちゃんと密着しちゃいますよう！」

　エヴィが楽しそうに言いながら、そのままドアをバタンと閉めてしまった。布団でいっぱいの狭い部屋に、ほとんど身動きできず、三人押し込まれる。

「エヴィばかやろうお前！　なんてことしてくれてんだ！」

「しーっ。まったく、ダメですよ魔王さま。大声出したら見つかっちゃいます」

「お前どの口が……ん？」

　身じろぎした俺の手に、なにかがむにゅん、と触れた。指がどこまでも沈み込んで行きそうなほど、やわらかくて、大きななにか……。

「やっ……」

　聞いたこともない女の子の声がした。ハッとして声のした方を見ると……息がかかるほどの間近で、リネットが、顔を真っ赤にして俺にジト目を向けていた。

　俺の片手は、リネットの胸を、パジャマ越しに鷲わし掴づかみにしていた。

「……魔王さま」

「うわっ。ご、ごめんっ！」

「そっ……訴訟も辞さない……」

　リネットも、俺が身動き取れないのは分かっているようで、自分の方からなんとか体をずらして、俺の手から遠ざかろうとする。……が、リネットの方も動けないのは同じなようで、身じろぎするたびに、柔らかな胸が俺の手のひらにこすりつけられるばかりだ。

「まっ……魔王さま……これ以上触ったら……ありとあらゆるネット掲示板に……実名付きで悪口を……んっ」

　また、リネットの口から、普段からは想像もつかない、鼻にかかった声が上がる。

　つーか、この感触……こいつ、下着つけてねえ……。

「なにリネットちゃんとイチャついてんですか魔王さま！　抜けがけとかズルくないですか!?　あたしもまぜてください！」

　エヴィが身動きも取れない状態で絡からんできて、背中にも柔らかい胸が押しつけられる。

「こ、この馬ば鹿か、こっち来んな！　胸当たってるから！」

「ふぁっ!?　な、なに考えてるんですか魔王さまのスケベ！　あたしの胸は、まだ女の子にも揉もませたことないのに！」

「お前が勝手に当ててきてるんだろ！」

「……魔王さま……エヴィちゃんと話してる時は楽しそう……」

「は？　リネット、お前なに言って──いや待て、静かに！」

　ドア越しに、足音が近づいてくるのがわかった。俺はリネットの胸をわしづかみにしたまま、背中にエヴィの胸を押しつけられたまま、音を立てまいと静止する。

　やがて、足音が遠ざかっていく。俺は、声を潜めて囁ささやいた。

「い、いまの内だ、二人とも。俺が一気に渡り廊下を抜けるから、ついてきてくれ」

「分かりました！　でもちょっと待ってくださいあたし布団から腕が抜けなくてですね」

「よし、行くぞ！」

　声と共に、俺は部屋から駆け出した。続いてリネット、だいぶ遅れてエヴィが駆け出る。

　俺は、渡り廊下を走りきって物陰に飛び込んだ。エヴィがわたわたと、あとに続く。

「何してくれてんですか魔王さま！　危うく布団部屋に置き去りになるとこでしたよ！」

「置き去りになればよかったのにな！」

「いーえ嫌です絶対ついて行きますルリファーさんに夜よ這ばいをかまさない限りこの身体からだの火照りは静まらないんですから！」

「夜這いすんのはお前じゃねえ、リネットだよ！　……あれ!?　リネットは!?」

　俺が物陰から顔を出してリネットを見ると……今まさに、ずり落ちたパジャマのズボンに足を取られたリネットが、盛大にずっこけたところだった。

「あいつマジかよ！」

　慌ててリネットに駆け寄る。渡り廊下につっぷしたリネットは、ズボンがほとんど脱げ、純白の布地に包まれたお尻しりが完全に露出していて、正直、目のやり場に困った。

「だっ……大丈夫か!?　よくそんな派手に転べたなお前！」

「……魔王さまが、見てくれると思って……」

「み、見てないぞ！　見てないから、早くズボン穿はけ！」

「……そういう意味じゃない……」

　またリネットが、不満そうに口を尖とがらせて、何かを呟つぶやく。

「は？　じゃあどういう意味で──」

　その時だった。渡り廊下の向こうから、大人の声が響いた。

「──そこに誰だれかいるのか？」

「やばっ……リネット！　俺の首に腕回せ！」













「え……わっ」

　俺はリネットを背にのせ、柔らかな太ももを抱え上げておぶった。そのまま、全力で渡り廊下を駆け抜ける。

　ぎゅっとリネットが俺の首に腕を絡からめる。柔らかで豊満な胸が俺の首筋に押し当てられた。おまけに、おぶった拍子にズボンが脱げて、俺の腰に触れる太ももは素肌だ。

　俺は、心臓が高鳴りだすのを感じて……いや、今はそれどころじゃなくて！

　俺はなんとか渡り廊下を走り抜け、物陰に駆け込んだ。

「はぁっ……はぁっ……なんとか、見つからずにすんだみたいだな……」

　荒く息をつく俺の耳元で、まだおぶさったままのリネットが、そっと囁ささやく。

「魔王さま……」

　突然の囁きと、耳にかかる吐息で、俺はドキっとする。

「っ!?　……な、なんだよ」

「このまま……おぶってゴールしてくれても、いいよ……？」

　俺は無言でリネットの太ももを離した。

「……いけず」

「うるせぇ隙すきあらば楽しようとすんな。あと、いい加減ズボンを穿はけ！」

「……本当に、おんぶしてくれない？」

「しないっつの！　ちゃんと自分の足で歩け、子供じゃないんだから！」

「……分かった」

　リネットはそう言って、すごくつまらなそうな表情で、ゆっくりとズボンを穿はいた。





　※






　女子部屋に至る廊下を、すぐ目の前にして、俺たちは絶望していた。

「な……なんなんだよ……あれ……」

　俺は物陰から顔を出して、さっき目に焼き付いた光景を、もう一度、直視する。

　女子部屋の前では、パンツスーツのシャロンさんが仁王立ちしていた。まあ、それはいい。シャロンさんはゴール地点で、俺たちのレッスン成功を見届けるつもりなんだろう。

　……だが。

　彼女の足元に、縄で縛られた男子生徒が十数人、正座させられているのはどういうわけだ？

　シャロンさんが、メガネの奥で赤い瞳ひとみを光らせながら、呟つぶやく。

「ふむ……魔王様たちは何をしておるのだ。遅すぎる。おかげで……無関係なネズミどもを、こんなに捕らえてしまったではないか」

　……まさかシャロンさん、俺たちを捕まえるつもりなのか!?

　いや……確かにわからない話ではない。シャロンさんは、ルリファーの妹弟子の成長ぶりを見たいのだから、自分の手で、クエストの難易度を引き上げることには納得がいく。

「どうしよう……俺とエヴィがオトリになれば、リネットくらいはなんとか行けるのか？」

「あれ!?　あたし、オトリで確定なんですか!?　バカ言わないでくださいあたしがオトリになったら誰だれがルリファーさんを夜よ這ばいするんですか！」

「リネットだって言ってんだろ！」

　ああもう、エヴィはふざけてばっかだし、リネットはやる気なさそうにぼーっとしてばかりだし！　この身勝手さ、ルリファーの爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりてえ！

「いいからリネットが侵入できる作戦を考えるぞ！　リネットもそれでいいな！」

　するとリネットは小さく溜ため息いきをついて俺から視線を逸そらし、

「なんでもいい……」

「は？」

「魔王さまが、勝手に決めれば……？」

「……あのなリネット、いい加減にしろよ。少しは真面目まじめに考えろ。このレッスンが失敗したら、大変なんだからな？」

「どうして……？」

「どうしてって、ルリファーの姉弟子としての評価が落ちるだろ」

「……それ、わたしに関係あるの……？」

「お前なぁ……」

「あ、じゃあ魔王さま、あたしがルリファーさんを夜よ這ばいします！　ほらほら、シャロンさんにも実はあたしのシチュエーションだったって説明すれば、いける気しませんか！」

「……え……」

　リネットがエヴィの発案に、目を見開いた。

「俺に、お前の変態行為を許可しろっつーのか……いや待てよ」

　確かに、リネットがやる気を無くした以上、それも悪くないかもしれない。エヴィが本当にルリファーに夜這いしようとしたら俺がぶん殴ればいいし。

「……分かった。エヴィ、こっからはお前の試練に変更で」

　ばっし────ん。

　いっそ気持ちがいい位の音が響いた。

　俺は……自分の身に起こった衝撃的な出来事を、はじめは理解することができなかった。

「魔王さまの……」

　かすかに震える声でリネットが言う。同時に俺は、自分の頬ほおが痛みを訴えていることに気づく。……リネットが、俺のほっぺたをひっぱたいたのだ。

「魔王さまの……ばか」

　リネットが、踵きびすを返して駆け去っていく。

　エヴィが、去って行くリネットと俺の顔を見比べる。

「え？　え!?　今なにがどうしたんですか、魔王さま！」

「お、俺にも分からない……けど」

　去り際のリネット……もしかして、泣いていた？

「……エヴィ、お前はちょっとここにいろ！」

　俺はひとまず、エヴィをその場に残して、駆け去ったリネットを追いかけた。





　※






　廊下の突き当たりで、リネットが立ちすくんでいた。艶つややかな青い髪が、窓から差し込む月明かりで、キラキラと輝いていた。

「なあ、リネット。さっきのって……」

　俺は声をかけながら、恐る恐るリネットに近づいて、か細い肩にそっと触れた。ぴくん、とかすかに震えたリネットを、振り返らせる。

　青い瞳ひとみから、大粒の雫しずくをぽろぽろこぼして……リネットは泣いていた。

「お前、なんで……泣いて……」

「別に……思い出した……だけ……」

「思い出したって、なにを」

「わたしが……特別じゃないってこと……別に、知ってた……けど……」

　特別……そこでふと、俺は思い出した。以前、カラオケの帰りにこいつから聞いた話。リネットの、出来のいい姉たちの話を。

　それぞれに長所をもつ十二人の姉と、平凡な末っ子のリネット。

　どんなに頑張っても、常に自分を上回る誰だれかがすぐそばにいる。

　それだけなら、ルリファーと似ているけれど……リネットには、ルリファーと違って、果たさなければいけない使命がなかった。リネットの周囲には、十二人の姉のうち誰かがやればいい……むしろ、姉たちがやったほうがいいことばかりが、溢あふれていて。

　……リネットは、たぶん俺よりも、自分が特別じゃないことを知っている。

　リネットが、ぐしぐしと両手で涙を拭ぬぐって言う。

「魔王さまは、ルリファーおねえさまには優しいし……エヴィちゃんとは、楽しそうに話す……」

「いやあれが楽しそうに見られるのは心外だけど」

「わたしは、一番最後の弟子だから……」

「え……」

「きっと……わたしのことなんて、どうでもいいんでしょ……？」

「……っ！」

　ばっし────ん。

　気持ちがいいほどの音。俺の行動に、リネットも驚いて目を丸くした。

　痛いてぇ……自分の両りよう頬ほおを思い切りひっぱたいてみたけど、ちょっと力いれすぎたか……。

「ま、魔王さま……？」

「ごめんな、リネット。俺、お前の気持ち全然考えてなかった」

　こんな行為で許されるなんて思ってない。リネットの心が感じた痛みを共有できるなんて思ってない。こんな自分へのビンタは、ただの自己満足だ。

「でもな。俺はお前のこと、どうでもいいなんて思ってないよ」

　思えるはずない。中学時代は自分の妄想ばっかり語って、高校になってもまだ友だち一人出来ない、こんな俺なんかのことを……リネットたちは頼ってくれてるんだから。

　リネットが「ぐすっ」と鼻をすすって、濡ぬれた瞳ひとみを向けてくる。

「……ほんと？」

「ああ」

「ルリファーおねえさまと、エヴィちゃんよりも、大切……？」

「そ、それは……あいつらのことも、大切だけど……」

「…………」

「さ、三人とも特別で、大切なんだよ！　……ってなんか俺、最低な三さん股また男みたいなこと言ってる!?」

「言ってる……最低……」

「うぐっ」

「でも……よく分かった……」

「え？」

　リネットが、ほのかに頬ほおを染めて笑う。

「魔王さま……わたし、レッスンがんばるね……」

　それは思わず見み惚とれるぐらいの、可愛かわいらしい笑顔だった。




　エヴィのところに戻ったところで、リネットが俺を見て力強く言った。

「このレッスンは、絶対クリアする……」

　その瞳ひとみには、やる気が灯ともっている。ああ、これならきっと大丈夫だ。

「ああ。もちろん。今のリネットならどんなレッスンでも軽く……」

　その時だった。刃のように冷たい声が、廊下に響いた。

「──そこにいるな、ネズミめ」

　うわああああああシャロンさんのこと忘れてたああああああああああ！

　さっきまでのやる気を一瞬で喪失した俺を、リネットがきらきら輝く瞳で見つめる。

「さあ、魔王さま。いこう」

「いやいやいや無理だから！　やっぱ無理！　どう楽観視しても殺される！」

「大丈夫。わたしに考えがある」

「本当か!?」

「まず魔王さまとシャロンさんが、お互いの全魔力を解放して頂上決戦を行う。その隙すきにわたしたちが」

「無理に決まってんだろ俺は魔王じゃねーんだよ！」

　くそ！　やっぱ無理絶対無理やる気でなんとかなる話じゃなかった！

「ほう？　まだ隠れんぼを続ける気か。……なら、こちらからいくぞ」

　うわあああああああやばいやばいやばい！　もうどうあってもおしまいだ！

　……くそ。どうあってもおしまいなら、もういっそ！

「わかった！　俺が時間を稼ぐから、お前たちはその隙に行け！」

「魔王さまのフルパワーに期待」

「どうあがいても瞬殺だから！　ダッシュで行けよ！」

　俺は命を投げ出す覚悟で物陰から飛び出し……シャロンさんの背中が、すぐそこにあった。……あれ？　こっちを見てない？

　よくよく見ると、シャロンさんの視線の先には、数人の男子生徒たちの影が見えた。

「逃げるか。……──この我から、逃げきれるとでも思っておるのか？」

　……シャロンさんが見つけたのって、俺たちじゃない!?

「チャンスだ！」

　俺はエヴィとリネットの手を引いて駆け出した。

「たかが人間風情ふぜいに……我も舐なめられたものよ！」

　視界の端で、シャロンさんが十人くらいに分身して生徒たちに飛びかかり、生徒たちの絶叫が聞こえた気がしたが……まあいいや。俺は何も見てない。聞いてない。

　シャロンさんがいなくなった隙すきに、俺たちはやっと女子部屋にたどり着いたのだった。





　※






　そうして俺たちは、足音を潜めて、そっと女子部屋に忍び込んだ。なんだか甘い、女の子の匂においが満ちた部屋を見回すと……ルリファーがすやすや寝息を立てていた。その両りよう脇わきには、誰だれも寝ていない布団がある。エヴィとリネットの布団だろう。

「じゃあ、レッスンはクリアしたし、俺はもう帰るぞ」

「はいどうぞお帰りくださいあたしはめくるめく快楽の世界へ」

「リネット。エヴィのこと頼んだ」

「ほかの女の子に……指一本でも触れたら……なぐる……」

「ちょっと魔王さま！　いつの間にリネットちゃんを味方につけたんですか！」

「ついさっきだよ」

　とにかく、俺がいつまでも女子部屋にいるのはまずい。俺はそろそろと部屋の出口へ向かい……。

「おーい。全員寝てるかー？　入るぞー」

　うおおおおおおおおやばいやばいやばい現行犯逮捕されるうううううううう！

　俺は慌ててドアから離れたが、部屋の中に隠れられる場所なんか見当たらない。

「魔王さま……こっち……」

　手を引かれて、俺はリネットと同じ布団へと潜り込んだ。

　見回りの先生の足音が、すぐそこで響く。

　リネットも、ぎゅうっと俺に密着して、身をひそめる。

　リネットの唇が、俺の耳にかすかに触れるほど近づいていた。

「……魔王さま」

　リネットが言う。

「さっき言ってくれたこと……わたし、とても嬉うれしかった……」

　真っ暗な布団の中、リネットが俺に囁ささやく。

「だからその……魔王さまは今日……とってもよくやったと思うので……」

　そこで、リネットの唇が、俺の耳から離れ……。

「さっきの……お礼……」

　柔らかな唇の感触が、俺の頬ほおに触れたのだった。




　誰だれかにとって、特別な自分。

　リネットも、エヴィも、ルリファーも、俺のことを魔王だと思い込んで……ただの勘違いで、やってきた。別にあいつらの師匠は、俺じゃなくてもよかった。

　俺ははじめから、特別だったわけじゃない。

　今だって、俺がルリファーたちにとって、何か役に立つことをしてやれてるのかはわからない。昨日妹が言ったとおり、意味のないことばかり、繰り返しているのかもしれない。

　……けれど。

　今までルリファーたちと過ごしてきた、この数ヶ月の日々は、嘘うそにしたくない。

　俺は強く、そう思った。













「ま、魔王さまの好きな子って、誰だれなのじゃ？　教えろなのじゃ」

　宿のロビーにて。長いすに座ってぼーっとしていた俺に、ルリファーが若干棒読みの言葉を投げてきた。

「いや、何事だよ」

「はわ!?　な、なにかおかしかったのじゃ？　その、学校の行事で旅行に来たときは、こういう話をして楽しむのが基本だと教えてもらったのじゃが……」

「……エヴィか」

　あの変態、またルリファーに余計なこと教えやがって。

「ルリファー。それはな、消灯した後に、男子同士とか女子同士でやる恋の話のことだぞ」

「こい──はわ、ち、違うのじゃ魔王さま！」

　ルリファーの顔が、みるみる真っ赤に染まっていく。

「わ、わらわはそんなやましい気持ちは無かったのじゃ！　わらわなんかが魔王さまの好きな相手を知ろうなんて……あ、違うのじゃ、魔王さまのことに興味無いというわけじゃなくて、そのあの、だから魔王さまに失礼なこと言ったわらわなんか死んでしまえばいいというか」

「よし落ち着け。勘違いしてたのは分かってるから」

　動揺するルリファーの細い肩を、ぽんぽんと叩たたいて止めた。

「で？　何が言いたかったんだ？」

「あ、あうう……その……魔王さまの元気がなかったように見えたので……少しでも楽しい気持ちになってもらえればと思ったのじゃが……」

　……おお、俺のせいだった。

「わ、悪いな。ちょっと、肩すかしを食らってさ」

　首を傾かしげるルリファーに、俺は苦笑を浮かべた。

　昨日の試練で、ひとまず俺はルリファー達のクエストを頑張ってみたい……そう思った。

　今日は、臨海学校最終日。午後一番に帰ることになるから、午前中が、臨海学校最後のクエストになるはずだった。

　──現在、宿の外では暴風雨が猛威を振るっている。

　台風が進路を変えてこの島を襲っているらしく、外出禁止になってしまっていた。

　午後の帰宅予定も、明日の午前に変更。もう、外でやれるクエストをこなせる時間は無い。完全に、肩すかしをくらってしまった。

　でもだからってルリファーに心配をかけるなんて、情けないよな……。

「なあルリファー。こんな天気だけどさ、宿の中でもできるクエストって無いのか？」

「あう……わらわも探してみたのじゃが、今の状況にあったクエストはなかったのじゃ」

　ルリファーがしょぼんと肩を落とす──が、何かを思い出したように顔を上げた。

「あ、でも強いていうなら、支配クエストがあったのじゃ」

「……なんか、ハードル高そうなクエストだな」

「はい、ちょっと難しいのじゃ。魔王たるもの、どんな災害がこようとも自然そのものを支配する、という内容で……」

「ちょっとどころじゃねえ！」

「この台風をものともせずに何かを成し遂げる……そんなことができれば、わらわも義ね姉えさまに認めてもらえるかの……？」

「いや、そりゃ大自然を屈服させりゃあ認めてくれるだろうけど……」

　確か天気予報では、これから台風はさらに激しくなると言っていた。

「……外出禁止って言われてるし、今日は大人しくしてた方がいいな」

「了解なのじゃ！　魔王さまがそう仰おつしやるなら、わらわも大人しくしてるのじゃよ！」

　そう言って、ルリファーは俺の横にぽすんと座った。写本を広げて、楽しそうに読み込んでいく。……俺のブログの、どこがそんなに面白いんだか。

「そういや、エヴィとリネットは？」

「お部屋で楽しそうにお喋しやべりしてたのじゃ」

「……二人きりで？」

「なのじゃ。エヴィがリネットに向かって嬉うれしそうに『まぐわいましょう！』と言ってたのじゃが……」

「昼間っからなんつー会話を……」

「でもリネットが『正当な対価をもとめる……』と言うと、エヴィが怒って『リネットちゃんの身体からだに見合う対価なんてある訳ないじゃないですか！』と怒鳴ってたのじゃ」

「……お、おう。エヴィって、変なところで律儀だよな」

「はわ？　あの、エヴィとリネットの会話は、どういう意味なのじゃ？」

「ルリファーは知らなくても大丈夫」

　なんて会話をしていると、俺たちの方に先生が近づいてきた。

「三み道どうくん、ルリファーさん。北きた白しら川かわさんを見ませんでしたか？」

「……え？」

　そこで俺たちは、北白川さんが行方不明という話を聞いた。





　※






　先生の話では、宿の人が、一人で外に出て行く縦ロールの女子生徒を見たらしい。

　縦ロール……どう考えても北白川さんだ。

　先生たちは、俺たち生徒に待機を命じて、北白川さんの捜索を始めた。

　俺とルリファーはロビーで、外の様子を見守っている。大雨と強風は、さっきよりもずっと激しくなっていた。

「……魔王さま」

「ん。俺たちも探しに行こう、って言いたいんだろ」

「なのじゃ。北きた白しら川かわさんは、大切なクラスメイトなのじゃ！　わらわも、探しに行きたいのじゃよ！」

　真剣な表情だ。本当は、危ないことなんてさせたくないけど……。

「……気をつけていくぞ」

「はいっ！」

　二人で、宿の入り口から外に出る。

「三み道どうっ！」

　そこで後ろから声をかけられた。振り返ると、佐さ藤とうくんと数人のクラスメイトがいた。

「もしかして、北白川さんを探しに行くのか？」

「あ……う、うん。ルリファーが、放っておけないって言うからさ」

　俺の言葉に、クラスメイトたちがお互いの顔を見合う。う、うーん。ちょっと無謀だと思われてるのかな。

「だ、大丈夫だよ。無理はしないから。俺たちのことは気にしないで」

「……俺も行くよ」

　佐藤くんが一歩前に出て言った。

「え……あ、危ないよ？」

「三道たちだって危ないのは一緒だろ？　それにさ……三道やルリファーさんが頑張ってるのを見てると、俺も、何か頑張らなきゃって思うんだよ」

「へ？」

「ほら、行こうぜ」

　そう言って佐藤くんも、宿から外に出た。

　するとクラスメイトたちが次々に「俺も行く」「人数は多ければ多いほどいいもんな」「ルリファーさんが行くのに、俺たちが行かない訳にもいかねえよ！」と名乗りをあげて、外に出てくる。北白川さん捜索隊の数は、瞬く間に二十人を超えていた。

　ルリファーが、嬉うれしそうに微笑ほほえんで言う。

「魔王さま。わらわのクラスメイトは、みんな素敵な人ばかりなのじゃ」

　……多分だけどな、ルリファー。このクラスを作ったのは、お前だぞ。

「あ、魔王さま！　今こそ、支配クエストの出番なのじゃ！」

「ん、ああ。自然を支配する……つか、この台風の中で何かを成し遂げるってやつか」

「この台風の中で、北白川さんを見つけ出すのじゃ！　絶対に失敗できない、大切なクエストなのじゃよ！」

「おう。それじゃあ、やってみせるか」

　図らずも、臨海学校最後のクエストがやってきた。

　このクエストをクリアして──シャロンさんに、ルリファーのことを認めてもらう。

　もちろん、最優先は北きた白しら川かわさんを探し出すことだけど。

「行くぞ、ルリファー」

「はいっ！　支配クエスト、開始なのじゃ！」

　こうして俺たちは、クラスメイトと協力して、クエストを開始した。





　※






「……三み道どう。いねえな、北白川さん」

「う、うん」

　三時間が経たっても、北白川さんの手がかりは一つも見つからなかった。

　俺とルリファーは佐さ藤とうくんと三人一組で行動しながら、聞き込みをしていた。島の人に出会う度に、縦ロールの女子を見なかったかと質問したけど……良い返事は一度も返って来ていない。

「何か、ヒントは無いか……」

「ヒント、なのじゃ？　……北白川さんが好きなところ、とか」

　好きなところか……でもあの人、自分が目立てる場所ならどこだって好きだろうなあ。

　……ん？　目立てる場所？

　ふと思いついて、俺は次に出会った島の人にある質問をした。

「あの……この島に、伝説とか神話ってありませんか？」

　すると島の人は、この島の伝説について嬉き々きとして語ってくれた。

　この島には昔、竜神がいたらしい。

　その竜神は今も天空に住んで、この島を見守ってくれている。

　──そして、嵐あらしの日だけにとある洞どう窟くつに現れるらしい。

　俺たちは急いで、その洞窟に向かった。

　洞窟は海に面していて、海面ギリギリの高さにあった。波に足を攫さらわれそうになりながら、俺たちは洞窟に入っていき──そして、

「あ……み、三道くん？」

　洞窟の途中で座り込んだ、北白川さんの姿を見つけた。

　北白川さんは俺たちの姿を見つけると、一瞬、目め尻じりに涙を浮かべた。だがすぐに誤魔化すように顔を振って、ふんぞりかえる。

「あら、あなた達も竜神の噂うわさを聞いてやってきたんですの？　せっかくですから協力させてあげてもよろしいけれど、手柄はわたくしのものですからね？」

　不敵な笑みを浮かべて胸を張る北きた白しら川かわさんに、俺と佐さ藤とうくんは苦笑を浮かべた。

　だけどもう一人の捜索者、ルリファーは──、

「北白川さん……ぶ、無事でよかったのじゃあ……」

　安あん堵どのあまり膝ひざを崩して、その場に尻しり餅もちをついていた。

「な、なんですの、その言い方は。まるでわたくしが、迷子になっていたみたいじゃありませんの！　バカにしてますの!?」

　北白川さんの怒声に、ルリファーが首を傾かしげる。

「こんなわらわが、北白川さんをバカに出来るはずないのじゃよ？」

「くっ……そ、そうやってあなたは、いつもいつも……っ！　口ではそう言いつつも、竜神なんて存在しないものを信じるなんて、北白川さんは本当に滑こつ稽けいなのじゃ、とか思ってるんでしょう！」

「ふぇ？　竜神は普通に存在するのじゃよ？」

「……は？」

「わらわ、小さい頃ころに会ったことがあるのじゃ」

　……あれ？　北白川さん、なんで俺の方を見るのかな？













「そうですわね。あなた達はいつも、そういう話題で盛り上がってましたわね」

「ちょっと待って北きた白しら川かわさん！　あなた達って!?　そういう話題って!?　俺に今、どんな評価をくだしたの!?」

「もういいですわ。早く帰りましょう」

「北白川さん、今の話について一から話し合おう！　お願いだから！」

　と俺がどんなに訴えかけても、北白川さんは応じてくれなかった。

　そのまま洞どう窟くつを逆戻りしていく。

　そして。

　洞窟の道を引き返してきた俺たちは、目の前の光景に唖あ然ぜんとした。

　洞窟の入り口から、水が入り込んできている。水面は荒々しく波立っていて、とてもじゃないが潜って突破するのは無理そうだった。

　佐さ藤とうくんも青ざめて言う。

「……たぶん、台風で海の水位が上がったんだ。それで……」

「じゃ、じゃあ、閉じ込められたということですの!?」

　北白川さんの悲痛な叫びに、皆が沈黙した。

「……？」

　その時、頬ほおを撫なでる風の感触に気づいた。どうやら、奥の方へと吹き込んでいるようだ。

「みんな、奥に行ってみよう」

「へ？　ど、どうしてですの？」

「風が奥に向かって吹いてる。もしかしたら、他ほかに出口があるかもしれない」

　そう言って、俺は先頭に立って再び奥へと歩き出した。みんなも、俺の後に続いてくる。

　佐藤くんが、俺の背後までやってきて言う。

「やっぱ三み道どう、すげえな」

「え、なにが？」

「来た道があんなに水で塞ふさがれてたら、普通、パニックになるだろ？」

「う、うん、まあ」

「でもお前、冷静に対処するじゃん。そういうの、本当にすげえと思う」

「……そ、そうかな？」

「そうだよ。北白川さんを捜し出したのも、お前だろ？　うん、すげえよ三道」

「あ、ありがとう」

　俺は単に、ルリファー達のおかげで予想外のハプニングに慣れているだけなんだけど。

　そのまま奥へと進んでいく。

　そして俺たちは、新たな出口を見つけることが出来た。

　いや……見つけることが出来た、のだけど。

「は、はわ……高すぎるのじゃ……」

　ルリファーが上を見上げて、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。そう、新たに見つけた出口は、あまりに高い位置にあった。

　天高く位置する縦穴。この高い穴は、とてもじゃないが登れそうにないな……。

　しかも、洞どう窟くつはここで行き止まり。他ほかに出口はなさそうだ。

「……ここで、水位が下がるのを待つしかないか」

「甘いですわね三み道どうくん。ここは、わたくしが活躍する番ですわ！」

「……は？　いや北きた白しら川かわさん、そんなこと言っても、ここは登れないと思うんだけど」

　したり顔で、北白川さんが笑う。

「上がダメなら下ですわ！　こういう時は、意外とここら辺の岩を退どかしてみたら、新しい道が見つかったりするものです！」

　そう言って、北白川さんは足元に積み上がっていた岩を退かしはじめた。

　北白川さんが、スイカぐらいの大きさの岩を、一生懸命に動かしていく。

「……あ、無理、重すぎ」

　ってすぐに力尽きた！　北白川さんの手から岩が落っこちて、大きな衝撃と音が洞窟内に響く。──それだけでは済まなかった。

　岩を落としたところに、ひびが入ったと思った直後。

「ひゃあ！　な、なんか出てきましたわ!?」

　ひびから噴き出してきた水が、北白川さんに直撃した。水流はかなりの量で、すぐに俺たちのいる空間に水がたまっていく。

　……え、もしかして、水没する？

「こ、このままだと溺おぼれてしまうのじゃ！」

　ルリファーの慌てふためく声に、その場にいた全員もパニックに陥った。

　水はみるみる増えていき、俺たちの足はすぐに地面につかなくなる。

「ああ、おしまいですわ……お父様、お母様、先立つ不孝をお許しください」

　北白川さんが何か祈りはじめる。佐さ藤とうくんも呆然として、言葉を失っている。

　やばい。このまま水位が上がっていったら、本当に……。

「……いや、待てよ」

　この状況、漫画とか映画で見たことがある。

　頭上に出口があるのなら……この空間を水で満たせば、その水が俺たちを上に押し上げてくれるんじゃないか!?

　確証はない。漫画の知識を現実に当てはめるなんて、我ながら痛いやつだと思う。でも今は、これしか方法が考えつかない。

「ルリファー。魔法で、水が噴き出してる部分を破壊できるか？」

「ふぇ？　は、破壊なんてしたら、もっと水が出てきちゃうのじゃよ？」

「それでいいんだ。この空間を一気に水で満たして、水位の上昇を利用して脱出する。……本当に出来るかどうか分からないけど、このまま溺おぼれるよりマシだろ？」

「え……で、でも」

　ルリファーが、不安そうな瞳ひとみで俺を見つめてくる。

「ど、どうしてわらわなのじゃ？　魔王さまがやられた方が、絶対、失敗が無いと思うのじゃが……」

　どうしてって、俺には魔法が使えないからね？

「ルリファー。これは、お前にしかできないことなんだ」

「あう……で、でも」

「大丈夫、俺を信じろ。お前なら絶対にできるから」

　ルリファーが、俺を見つめる青い瞳をゆらゆらと揺らす。

　そして──ルリファーの表情が、決意の表情へと変わった。

「わらわ、やってくるのじゃ！」

　力強く宣言して、ルリファーが潜水を始める。バタバタと足を動かし、スカートに包まれたお尻しりがプリプリと揺れて…………って全然潜っていかねえ！

「ぷはぁっ！　魔王さま、ぜ、全然潜れないのじゃ！」

「そうだったな！」

　ルリファーは潜水が苦手なんだった！　この計画、まさかの第一段階で頓とん挫ざ!?

「い、いや諦あきらめてたまるか！　ルリファー、俺が下まで連れていく！」

　ルリファーの小さな体を、横から左腕でぎゅっと抱きしめる。腰に腕を回す形になって、服ごしでもルリファーの肌の柔らかさが伝わってくる。波に揺られて俺とルリファーの身体からだが動くと、俺の腕がルリファーの大きな胸を下から突き上げた。

「はわっ!?　ま、魔王さま、そんなとこ触っちゃ……」

「こ、細かいこと気にしてる時間はないぞ！　ほら息を大きく吸って！」

「は、はいっ！」

　ルリファーが大きく息を吸う。吸いきったタイミングを見計らって……俺は、ルリファーを抱きしめたまま水中に潜った。

　空気をめいっぱい吸い込んで、頬ほおをぷっくり膨らませたルリファーと目配せをする。そして俺は、右手と両足で水をかき、底の方へと潜っていく。左腕はルリファーの体を抱いているが、時折ぷにょんと柔らかいものに触れてしまう。

「……っ!?　……、……っ！」

　ご、ごめん！　でも今は我慢してくれ！

　顔を真っ赤にしてブンブン首を振るルリファーに心の中で謝罪して、ルリファーの胸に腕を当てたまま泳ぐ。そして、底へと到着した。

　ルリファー、後は任せた！

　俺の目配せに、ルリファーはこくんと頷うなずいた。そっと噴水部分の近くに指を近づけ、すっ、すっと何かを描いていく。……あれ、そういえば何も書くものがないぞ!?

　と、思った瞬間。

　ルリファーが指を動かしていた場所に、輝く魔法陣が出現した。

　ルリファーが水中で、頬ほおを緩める。

『やった、やったのじゃ魔王さま！　大成功なのじゃ！』

　そんなルリファーに、俺も視線で言葉を返す。

『ああ。よくやったな』

　そして──魔法陣が、爆発した。

　水流が勢いを増す。俺とルリファーは水面まで突き上げられ、そこでグングンと水位が上昇していることに気づいた。

　増水する勢いに乗って、俺たち全員の体も縦穴へと上っていく。そのまま激しい勢いで、洞どう窟くつの外に放り出された。

　ルリファーが壁を壊してから、ほんの十数秒の出来事だった。

　地面に落下して、勢いのまま何度か転がってから、上体を起こす。慌てて周囲に視線を走らせると、全員が近くに転がっているのを確認できた。怪け我が人にんも、いないみたいだ。

　さらに視線をこらすと、俺たちが泊まっている宿も見える。すぐに帰れそうだ。

「た、助かった……」

　一気に緊張が抜けて、地面に倒れ込む。すると、佐さ藤とうくんが俺に近づいてきて、手を差し出してくれた。

「あ、ありがとう」

　お礼を言って、佐藤くんの手を握り返す。引っ張り起こされたところで、佐藤くんが笑って言った。

「三み道どう。お前、マジですげえわ」

「え？」

「俺、お前と友だちになれてよかったよ」

　……え？

　え、え？

　いま、佐藤くん……俺のこと、友だちって言った？

　い、いやいやまさか、そんなはずないって。まだ俺、佐藤くんに「友だちになってください」ってお願いしてないし、いつの間にか友だちなんて出来てるはずないし！　今のは多分、そう、聞き間違い！　俺の願望が聞き間違いを起こしたに違いない！

「何をしてますの。グズグズしていないで、早く帰りますわよ」

「え？　あ、宿はすぐそこだし、先に行っててくれても……」

「いいから、早くしなさい。……あ、あなた達を置いていけるはずないでしょう」

　そう言って、北きた白しら川かわさんはそっぽを向いた。

　……もしかして、照れ隠し？

「北白川さんは優しいのじゃな」

「ばっ……あ、あなたに言われるとは思いませんでしたわ」

「ふぇ？」

「なんでもありません。ほら、いきますわよ」

　わずかに頬ほおを赤らめた北白川さんを先頭にして、俺たちは宿へと帰るのだった。





　※






　そこからは、怒ど濤とうのような騒ぎだった。

　北白川さんと一緒に帰った俺たちは、クラスメイトたちから絶賛の嵐あらしを受けた。みんなに揉もみくちゃにされ、もはや褒められてるんだか、ただ叩たたかれてるんだか分からない……というところで、先生たちが現れ、今度は叱しかられた。

　お説教を受け続けること、二時間。俺たちは疲れ切って、二人してロビーの長いすにグッタリと座る。

　そこに現れたのが、シャロンさんだった。

「だいたいの事情は把握している。ルリファー、台風の中、クラスメイトを救ったそうだな」

「え、えへへ。でも、魔王さまのご指導があったから出来たことなのじゃ」

　シャロンさんは満足そうに頷うなずいて、俺とルリファーの顔を見比べる。

「これから先も楽しみだ。この調子で、魔王様のもと、立派な魔王を目指すといい」

「ふぇ？」

　シャロンさんの言葉に、俺とルリファーは思わず目を見合わせた。

「……あ、あの義ね姉えさま、それって」

「うむ。この素晴らしい環境を捨ててまで、魔界に戻る必要はないということだ」

　シャロンさんの言葉に、ルリファーがふるふると震えて俺の方を見る。

「ま、魔王さま、やったのじゃ……義姉さまが、残っていいと認めてくれたのじゃ！」

「あ、ああ！　やったな！」

　ぴょこぴょこと体を弾ませて喜ぶルリファー。

　と、そこで俺はシャロンさんに、真剣な眼まな差ざしを向けられる。

「魔王様。成長したとはいえ、ルリファーはまだまだ未熟な魔王だ。すまないが、我が妹のこと、よろしくお願いする」

「は、はい！」

　俺の返事を聞くと、シャロンさんは満足そうに去っていった。

　よ、よかった。これでルリファーは婚約者を作る必要も、魔界に帰る必要もなくなったんだ。

　臨海学校が終わって、残り少ない夏休みを終えた後──新学期からも、ルリファーたちと一緒の生活は続いていく。

「魔王さま」

「ん？」

「その、わらわは幸せ者なのじゃ。こんな、こんなに立派な魔王さまの元で、これからも修行が続けられるのじゃから」

　ルリファーはそう言って、嬉うれしそうに頭を下げる。

「まだまだ未熟者ですが……これからも、よろしくお願いしますなのじゃ」

　……俺が、立派な魔王か。

「……なあ、ルリファー」

「はい？」

「もしも、だけどさ」

　口の中が乾いていく。自分でも、緊張していることが分かる。

「……もしも俺が、立派な魔王でもなんでもない、ただの人間だったらどうする？」

　ルリファーがキョトンと目を丸くする。そんないつもの動作にすら、俺は自分の心臓が恐怖で締め付けられるのを感じた。

　そんな俺に向かって──ルリファーが、ふにゃっと笑った。

「どっちでもいいのじゃよ」

「……え？」

「わらわはずっと、立派な立派な、三千世界の魔王さまに憧あこがれていて……それで、人間界にやってきたのじゃ。でもそれは昔の話で、今はちょっとだけ違うのじゃよ」

「違う、って……」

「今のわらわは、自分でも、ほんの少しは成長している気がするのじゃ。それを実感させてくれたのは、目の前にいる魔王さまなのじゃ。だから、魔王さまが人間でも魔王でも、どっちでもいいのじゃよ」

　ルリファーの言葉に。

　俺は、涙をこぼしそうになるのを、必死に耐えた。

「……俺が、嘘うそをついていても？　俺のクエストに、何の意味がなくてもか？」

「はいっ」

　ルリファーは、嬉うれしそうに微笑ほほえんで言う。

「何があっても、わらわは魔王さまのことが大好きなのじゃ」

　その言葉は──今度こそ、俺の悩みを全すべて吹き飛ばした。

「そっか」

　恥ずかしい。俺は一人で、何を悩んでいたんだろう。

　ルリファーの頭に手を当てて、言う。

「悪かったな」

「はわ？　な、何がなのじゃ？」

「いや、なんでも。──これからも、よろしくな」

　そんな俺の言葉に、ルリファーは最高の笑顔を浮かべてくれたのだった。





　※






　次の日の朝。ロビーに行くと、妹がいた。

　話があると言って、俺は妹と二人、昨日の長いすに並んで座る。

「俺はやっぱり、ルリファー達を放っておけない」

　話を切り出した俺に、妹はたいそう不機嫌そうな目を向けてくる。

「……どうして？　お兄ちゃんには、なんの義務もないでしょ」

「そうだけど、あいつらに夢とか希望を与えたのは俺だよ。それに、責任を感じてるって話だけじゃなくて……」

　俺の中で生まれた結論を、口にする。

「単純に、嬉しいんだよ。こんな俺を、頼ってくれることがさ」

　もちろん面倒に思うことも、うざったく思うこともあるけど。

　それ以上に、俺は、ルリファーたちの期待に応こたえることに喜びを感じている。

「だから、ルリファー達が望むなら、俺も頑張ってやりたいんだ。普通の高校生からは遠のくけど……俺は、この生活も嫌いじゃないからさ」

　それが俺の答えだった。

「……そっか」

「分かってくれたか？」

「うん。お兄ちゃんがどう思ってるかは、よく分かった。もう、うるさく言ったりしない」

　よかった。折れてくれるみたいだ。

　妹にはこれからも迷惑をかけるだろうし、申し訳ないと感じるけど……俺の気持ちを理解してくれて、嬉うれしく思ってしまう。

「でも私、悪役になってでも、お兄ちゃんを……」

「ん？　何か言ったか？」

「なんでもない。気にしないで」

　そう口にする妹は、普段通り、クールな態度だった。

　なにはともあれ、シャロンさんの件も、妹の件も無事に解決した。

　今日で臨海学校は終わり。二学期も、あっという間にやってくる。

　また慌ただしい学校生活が始まる。でも今の俺は、それを楽しみに思えていた。













「あたし、結構いい身体からだしてると思いませんか？」

　リビングに降りると、エヴィが不機嫌そうに口を尖とがらせて俺に詰め寄ってきた。

　エヴィが俺に自分の胸を見せつけるように、細い両手で自分の胸を下から持ち上げる。た、確かにそう見せられると、重量感が……違う違う、なに食いついてんだ俺は！

「あ、朝っぱらから何言ってんだお前！」

「だってリネットちゃんがひどいんですよ！　あたしがいくら夜の生活に誘ってもイヤだの一点張りで！　そんなにあたしの身体って魅力ないですか!?　抱く価値はないですか!?　結構おっぱいもありますし、柔らかいんですよ!?」

「知らねえよ！」

「死活問題なんです、お願いですちょっと審査してみてください！」

「うるせえこっち来んな見せつけんな！」

　迫り来るエヴィの両肩を掴つかんで、全力で押し返す。

「こ、この──おいリネット、お前とエヴィの問題だろ！　こいつどうにかしろって！」

　ソファに横たわるリネットに声をかけると、むくっ、とリネットが顔を上げた。そして眠そうなジト目で、俺とエヴィの絡からみ合いをじっと見つめてきて……、

「ひゅーひゅー、熱いね……」

「ああ!?」













「ちょ、違うよリネットちゃん！」

　エヴィが俺の前からリネットの傍そばへと一瞬で移動する。

「あ、あははは、もうなに言ってるの？　今のはあたしの魅力をチェックしてただけで、別にリネットちゃん以外の人を誘惑してた訳じゃないよ？」

「どうでもいいけど……」

「本当に興味なさそう!?　あ、あたしの中ではリネットちゃんが一番なのに!?」

「この女、好きな相手をランク付けしている……」

「ゴミを見るような目！　あたし選択肢間違えました!?」

　選択肢とか言ってる時点でクズなんだけど……こいつは本当にブレないな。

　くだらないやり取りを尻しり目めに、俺はテーブルについた。するとタイミングよく、目の前に朝食が運ばれてきた。

「ん、ああ。ありがとう……って」

　朝食を運んできた少女の顔を見て、思わず戸惑う。

「……あれ？　どうしたんだ？」

「どうしたって……朝ご飯だよ？」

　俺の問いかけに、食事を運んできた妹が首を傾かしげて答える。

「今日のは結構、自信作なんだ。ね、食べてみて」

「へ？　お、おう」

　言われるがまま、出された朝食に手をつける。ベーコンエッグに、バタートースト。ポテトサラダとコーンスープもついている。

　一通り口にしてみて、俺は素直な感想を口にした。

「うん、美う味まい」

「そう？　えへへ、よかった」

　そう言って妹は、言葉どおり嬉うれしそうに、柔らかくはにかんだ。

　……なんだこれ。怒られてる訳じゃないのに、怖い！

「あ、あのさ。俺、なにかした？」

「え？　どうして？」

「い、いやなにもしてないならいいんだけど……急に朝食なんて作ってくれるから」

「……なに言ってるの？　朝食なら、いつも私が作ってるでしょ？」

「は？」

「大丈夫？　まだ寝ぼけてるの？」

「……いや寝ぼけてるもなにも」

　いつも朝食を作ってくれてたのは、妹じゃなくて……。

　…………あれ、誰だれだっけ？

「お兄ちゃん？　どうかしたの？」

「い、いや、ちょっと待ってくれ。なんか、何かおかしくないか？」

「……え？」

「俺の勘違いか？　確かこの家には、もう一人、誰だれかが住んでたような気が……」

「……っ！」

　その瞬間、妹の目が大きく見開かれた気がした。だがそれをはっきりと視認する前に、横からエヴィに抱きつかれる。

「なにしてるんですか、千ち秋あきさん！　早く食べないと遅刻しちゃいますよ？」

「うわ、お前何を──は、千秋さん？」

「千秋さんは千秋さんじゃないですか。いつもそう呼んでます。他ほかに何か、呼び方がありますか？」

「え、それは…………あ、あれ？」

「ほら、いつも通りでしょう？　変なこと言ってないで、早く食べてください。みんなで一緒に学校いきましょう」

「……お、おう」

　なにかが釈然としない。

　違和感があるのに、その正体に気づけないような、気持ち悪い感覚。

　それを突き止められないまま、俺は朝食を済ませ、制服に着替えて、学校に向かった。





　※






「さあ今日から新学期！　桃色の学校生活の再開です！」

　学校の校門をくぐったところで、エヴィがだらしない顔をしてそう言った。その右腕には妹の腕が、左腕にはリネットの腕が掴つかまれている。

「……で、なんでリネットが学校に来てんだよ」

　おまけにちゃんと高等部の制服を着ている。まるで転入するみたいじゃないか。

「リネットちゃんは、転入生です！　今日からこの学校に通うんですよ！」

「え……リネットが、学校に……!?」

「どうして、そこまで驚くのか……」

　リネットが不満そうに口を尖とがらせる。俺にはなんでお前が不満そうなのかが分からない。

「ふっふっふ。あたしがリネットちゃんと一緒に学校に通いたいと言ったら、首を縦に振ってくれたんですよ！　これが、愛のなせる業です！」

「マジかよ……」

「と言うわけでリネットちゃん、まずはどこにいきます？　校舎裏？　保健室？　屋上なんていうのも、人に見られるかもって緊張感が刺激になりますよ！」

「お前は何のためにこいつを学校に呼んだんだよ！」

「じゃあ、保健室で……」

「お前は寝る気だな!?　なんのために転入してきたんだ！」

　と、そこでリネットの反対側で掴つかまれていた妹が、エヴィの魔の手から脱出する。

「も、もうエヴィさん、あんまりくっつかないでください。周りから変に思われたらどうするんですか」

「お、振りですか？　もっと激しくスキンシップしてってことですか!?」

「違います！　本当にもう……早く行きますよ」

　と言って妹が昇降口に向かう。エヴィもそれに緩んだ笑みを浮かべて「待ってくださいよー」と楽しそうに追っていく。

　楽しそうなエヴィと妹。それは、微笑ほほえましい光景なんだけど……。

「千ち秋あきくん、どうかした……？」

「ち、千秋くん？　……ああ、いつもそう呼ばれてたっけ」

　なぜか、違和感を覚える。ただ、エヴィやリネットに名前で呼ばれてるだけなのに。

「朝から、ぼーっとしてる……しゃきっとするべき……」

「お前がそれを人に言うな」

「言論の規制とか、ないわー……」

「やかましい。……朝からなんか、違和感があるんだよ」

　リネットはいつもの、感情が読み取りづらいジト目で、俺のことを見つめて来る。

「いつもと、何かが違うような気がするんだけど、それが何なのか分かんねえ。……なあリネット、俺たちっていつも、こんな感じだったっけ？」

　リネットは小さく、こくりと頷うなずいた。

「なにも、変わらない……」

「そう、かな」

「うん……。千秋くんは、ホームステイでやってきたわたしを受け入れてくれた……」

「……ホームステイ？」

「三食おやつ付き、ゲームとネット環境完備、わたしを一切働かせない約束して、家に置いている……」

「俺ってそんなにお前に甘かったっけ!?」

「ちょっと、その約束を破り気味ではある……しっかりしてもらいたい……」

「それってお前が一方的に約束だと思ってんじゃねえの!?」

「エヴィちゃんも、ホームステイ……。それが、今のわたし達の関係……」

「……お、おお」

　確かに、俺もそう記憶している。

「……本当に、これがいつも通りなんだよな？」

「うん……」

　リネットはそう頷うなずいて、ぼそりと言う。

「……お姉さまが、決めたこと……」

「お姉さま？」

「なんでもない……」

　と、そこで遠くからエヴィが大声を上げる。

「ちょっと千ち秋あきさん、リネットちゃん？　置いてっちゃいますよーっ！　二人でなにして──え、浮気!?　リネットちゃんまさか、千秋さんと浮気ですか!?」

「それは、ツッコミ待ち……？」

「軽けい蔑べつの眼まな差ざし!?　あたしが何をしたって言うんですか!?」

　騒がしくて、でもちょっと楽しい日常。

　なのに。俺の胸は、何かにジクジクと締め付けられている。

「……疲れてんのかな、俺」

　そうかもな。エヴィとリネットにいつも絡からまれてたら、疲れも溜たまるだろ。

　なんとか違和感を忘れようと、俺は早足にエヴィたちを追った。

　途中で妹と別れて、リネットも転入生として職員室に向かう。俺とエヴィは、二人で、自分たちの教室に向かった。

　教室に入ると、佐さ藤とうくんが声をかけてきた。

「あ、おはよう三み道どう。ちょっといいか？」

「え？　あ、うん。お、おはよう佐藤くん」

　俺の体に、緊張が走る。お、落ち着けよ俺……佐藤くんとはもう、電話番号も交換した仲じゃないか……っ！

「三道……お前、夏休みの課題、ぜんぶ終わらせた？」

「う、うん、まあ」

「マジで？　その……悪いんだけど、英語の課題だけ、見せてくれね？」

「え──」

「あ……やっぱダメか？」

「そ、そんなことない！　もちろん見せるよ！」

　佐藤くんが俺を頼ってくれるなんて、こんなチャンス滅多にないもんな！

　と、俺が快く返事すると、近くにいた男子が食いついてきた。

「三道、あの宿題できたのか？　あれ難しくね？」

「あ、えと、みんなでやったから……」

「ああ、エヴィさんたちと？　……よかったら、俺にも見せてくんない？」

「い、いいよ、全然。どんどん見ちゃって」

「あ、じゃあその次俺も！」

「ど、どうぞどうぞ！」

　佐さ藤とうくんを皮切りにして、次々にクラスメイトたちが俺の周りに集まってくる。

「いやー助かるわー。三み道どうって結構、勉強できるよな」

「おまけにモテモテだしな」

「えっ!?　も、モテモテではないよ！」

「はいはい、言ってろ」

　みんなが笑い声を上げる。

　クラスメイトたちが、俺と一緒に、雑談の輪を作っている。

　……な、なんだ、この幸せな光景は。

　俺が感動で泣きそうになっていると、佐藤くんが俺の肩を掴つかんで言った。

「そうだ三道。今日の放課後、みんなでカラオケいかないか？」

「ええっ!?」

「え……あ、カラオケ嫌いだったか？　悪い、だったら無理しなくても」

「ち、違うよ！　行く、もちろん行くから！」

　興奮して返事すると、みんなが「おー」と喝かつ采さいをあげた。一人の男子が、まるで俺とカラオケに行けることが楽しみであるかのように笑顔で言う。

「一学期は、三道とあんまりつるむこと無かったからなあ。お前、どんな歌すきなの？」

　間違っても、中二病系アニメの主題歌なんて口に出来ない。

「ゆ、有名な歌なら分かるよ！　精一杯、歌わせてもらいます！」

「なんだその気合い！」

　また笑いが起きる。楽しそうな、普通の高校生の会話。

　夏休み前は、あんなに友だち作りに苦労してたのに。もしかして、これが夏休みデビューってやつだろうか!?

　夏休み万歳！　俺、ようやく、普通の高校生としての一歩を踏み出したよ！

　俺はうれし涙が出そうになるのを必死にこらえながら、みんなとの会話を続けた。

　楽しくて、嬉うれしくて。

　幸せな時間は、担任の先生が来てホームルームを始めるまで続いたのだった。
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「いやー、楽しみだな。佐藤くんたちとのカラオケ！」

　昼休み、俺たちは屋上で昼食をとっていた。

　妹の作った弁当を四人で囲いながら、俺は胸の内で燃え続ける興奮を言葉に出す。

「まさか俺がクラスメイトのカラオケに誘われるなんて……でも、絶対失敗できないよな！　ここでとんでもない失敗やらかして二度と誘われなくなったら目も当てられないし……あっ、今の内に歌う曲決めておいた方がいいのかな？　誰だれも知らない曲とか入れて、空気読めない奴やつって思われたらイヤだもんな！　シミュレーションとかもしといた方がいいのかなあ!?」

　俺が話しかけると、エヴィがこっちを見て言う。

「千ち秋あきさん、気持ち悪いです」

「へ？　どこが!?」

「気持ち悪いっていうか、痛々しい？　カラオケに行くぐらいで、はしゃぎすぎです」

「うぐ……し、仕方ないだろ。初めてなんだから」

「ちょ、やめてください。話が悲しすぎて泣いちゃいます」

「そんなに俺って可哀かわい想そうな奴なの!?」

「そんなことより、妹さまの手作りお弁当美お味いしいです！　あ、ちなみになんですけど、これってデザートは妹さまのハチミツボディなんですよね？」

「人の妹になにさせる気だお前！」

　しかもこいつ、俺の初・クラスメイトとのカラオケを、そんなこと扱いだよ！　俺にとっては奇跡みたいな出来事だよ？　こんなの一生に一度あるかどうかなんだから、喜んだっていいじゃないか！

「ったく……あ、でも本当に美う味まいな」

　弁当に手を出して、舌鼓を打つ。

「お前、いつの間にこんな料理上う手まくなったんだ？」

「……え？　あ、うん。練習したから」

　なんだか、心ここにあらずって感じの返事だった。

「……なんだ、どうかしたのか？」

「え？」

「自分の弁当に、手ぇ付けてないみたいだし。腹でも痛いのか？」

「あ、ううん、そうじゃなくて」

　妹は首を横に振った後、感慨深そうに言う。

「感動、してたんだと思う」

「……感動？」

「うん。中二病で、友だちが一人もいなかったお兄ちゃんが、クラスメイトとカラオケに行く話をしてて……しかもそれを、私のお弁当を一緒に食べながら、話してくれてる」

　そう言って妹は、大切なものを噛かみしめるように、微笑ほほえんだ。

「こんな幸せな日が来るなんて、思ってもなかった」

　くしゃっと笑みを浮かべる妹。……俺も、そんな妹の表情を見たのは、久々だと思った。

「……そ、そうだ！　せっかくだから、お前も一緒にカラオケ行くか？」

「え……私も？」

「かなりの人数がいるみたいだからさ。ちょっと増えるぐらい構わないと思うぞ？」

「うーん……でも……」

「なんかクラスのみんなも、女子もいたらなあ、とか言ってたし。四人増えたら、喜んでくれると思う」

「……え、四人？」

「ん？　……あれ」

　その場にいる女子の数に気づいて、俺は苦笑いを浮かべた。

「あ、三人だったな。悪い、今日は朝から、変な感じで……」

「…………」

「なんか、誰だれか一人足りない気がするんだよ。でもほら、ただの気のせいだからさ」

　苦笑いを浮かべたまま、俺は言う。

「悪い、忘れてくれ。……本当に、俺の気のせいだと思うから」

　妹が笑顔を浮かべる。

「クラスメイトとのカラオケは、お兄ちゃんだけで行った方がいいよ」

「ん、そうか？」

「そうだよ。エヴィさんやリネットさんならともかく、クラスメイトの妹をいきなり連れてこられても、みんな迷惑でしょ？」

「お前なら、馴な染じめると思うけど……」

「ダメ。お兄ちゃんの大切な初体験なんだから。……そういうところ、もっと気を遣えるようにならないとダメだよ？」

「は、はい」

　そこでエヴィが、スッと手を上げた。

「千ち秋あきさん、あたし達も今日は遠慮しておきます。今日は、リネットちゃんとラブラブデートの予定なので！」

「で、デート？」

　俺がリネットに視線を向けると、リネットも興奮した様子で口を開く。

「高級焼肉を、奢おごってもらう……」

「あれ!?　リネットちゃん、あたしそれ初耳ですよ!?　もっとこう、ムードがあって、思わず身体からだを重ねたくなるような色っぽいデートを」

「……無理なら、この話は無かったことに……」

「妹さま！　あたしのお小遣いって、前借りできませんか!?」

　エヴィが涙目で訴えると、妹は可お笑かしそうに笑みを浮かべた。

　みんなが幸せな、楽しい日常。

　でも、俺の胸の内でモヤモヤと漂うものは、まるで消える様子はなかった。
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「あ、お兄ちゃん。お帰りなさい」

　クラスメイトとのカラオケを終えて、自宅に帰ってきたのは夕方六時。

　リビングに入ると、妹もちょうど帰って来たところなのか、テーブルにカバンを置いて俺の方へ振り返った。

「カラオケ、どうだった？」

「おう、楽しかったぞ」

　クラスの男子が十人以上集まってのカラオケ……あんな体験は初めてだった。

　くだらない会話をしたり、みんなで肩を組んで同じ曲を熱唱したり。ちょっとバカバカしい感じもするけど、それ以上に愉快で爽そう快かい感のある大騒ぎ。

　あれが、俺の求める高校生の生活だ。

　俺はついに……夢を、叶かなえたんだ。

「そっか。よかったねお兄ちゃん。中二病は、完全に卒業だよ」

　妹の言葉に、俺は苦笑を浮かべた。

　夢が叶った。中二病を卒業できた。それは凄すごく嬉うれしいこと。

　なのに胸がモヤモヤする。

　みんなと一緒にカラオケを楽しんでいる時も……楽しみきれない自分がいた。

「……お兄ちゃん？」

　無言になった俺を気にかけて、妹が心配そうな顔を浮かべる。

　俺はそんな妹に、我慢できず、質問をした。

「なあ。俺、誰だれか大切な子のこと、忘れてないかな」

　妹が一瞬、驚きよう愕がくの表情を浮かべた気がした。でも気づくと妹の顔には、苦笑が張りついていた。

「なにそれ。まさか、中二病発言じゃないよね？」

「ち、違うって。ただちょっと、そんな気がするだけで……」

　妹に向かって、俺は言う。

「俺には実は、生き別れの姉がいるとか」

「聞いたことないね」

「小さい頃ころに結婚を約束したけど遠くに行っちゃった幼おさな馴な染じみがいるとか」

「いたとしたら、全力で再会を阻止するよ」

「じゃあ、交通事故で恋人のことを忘れてるとか」

「……っ！　も、もう、バカなことばっかり言わないで！　やっぱり中二病？　中二病に戻ったんじゃないの!?」

「い、いやでも、誰だれか忘れてる気が」

「気のせいです！　もう、お茶入れてあげるから大人しく座ってて！」

　ズンズンと音を立てて、妹がキッチンに入って行った。

　怒った妹に逆らう訳にもいかず、俺はテーブルにつく。

　そこからキッチンを見つめる。妹がテキパキと、紅茶の用意をしていた。

　俺が、いつも見てきたはずの光景。そこに俺は、違和感を覚えてしまう。

「……どうかしちゃったのか、俺は」

　妹もエヴィもリネットも、いつもと何も変わらないって言ってる。なのに俺一人だけ、いつもと違う気がするなんて……卒業したはずの中二病をこじらせて、頭がおかしくなったんだろうか。いよいよ病気だな、中二病……。

　思わず頭を抱える……すると、テーブルに置いてある妹のカバンが目に入った。しっかり者の妹にしては珍しく、カバンの口は開けっ放し。中に入っている物がバッチリと見えてしまう。

　妹とはいえ、勝手にカバンの中身を見るのはよくない。そう思って、俺は目を反らす。

　だがその際に。

　カバンの中に、黒革のノートを見つけた。

「……え」

　思わずノートを凝視した。ボロボロになった、黒革のノート。中学生の女の子が持ち歩くようなデザインじゃない。どちらかと言うと、中学時代の俺が好むデザインだ。

　でも問題は、デザインじゃなくて。

　俺はそのノートを、前に見たことがある気がした。

　すごく、大切なもののはずだ。

「…………」

　おそるおそる、ノートをカバンの中から取り出す。

　この中に書かれている物……それを読めば、今日ずっと感じていた違和感が、解消される気がした。

　俺はノートに手をかけて、開こうと力を入れて、

「ダメぇっ！」

　悲痛な叫び声と共に、妹にノートを奪われた。

「えっ……？」

　驚いて、妹を見つめる。でも妹は俺以上に驚きよう愕がくの表情を浮かべて、俺を見つめていた。見られてはいけないものを見られてしまった……そんな恐怖の色が見て取れた。

「……あの、さ。そのノートって」

「……っ！」

　俺が声をかけた途端、妹がノートを抱きしめて、リビングを飛び出した。

「え──ちょ、待てって！」

　追いかけてリビングを出る。妹は靴も履かないまま、玄関を出て行った。

「おい!?」

　俺の声にも反応せず、妹が走り去っていく。

　まるであのノートを、俺から遠ざけるように。

「……くそ、なんなんだよ！」

　いったい何が起こってるのか。

　何も理解していない自分に腹を立てながら、俺は妹を追いかけた。













　妹を探しに出かけて、一時間が経たった。

「……くそ、どこ行ったんだあいつ」

　俺は心当たりのある場所を全すべて探し終えて、一度家の前まで戻って来ていた。

　もう日は沈み始めている。早く見つけないと……まだ中学生のあいつを、夜の街に一人っきりにする訳にはいかない。

　それに……やっぱり、あのノートのことが気になる。

　見覚えのある黒革のノート。俺はあの中身を、読まなきゃいけない気がする。

「あれ。千ち秋あきさん、どうかしたんですか？」

　振り返ると、エヴィとリネットが立っていた。デートとやらの帰り道らしい。

「なんだか思い詰めた顔してますよ。ワンナイトラブのつもりが女の子を妊娠させちゃって、結婚でも迫られましたか？」

「発想がゲスすぎる！　違うに決まってんだろ！」

「エヴィちゃん、違う……千秋くんの顔は、わたしを完全に養うと覚悟を決めた顔……」

「お前も勝手なこと言わないでくれるかなあ！　妹がいなくなったから、探してんだよ！」

　俺の言葉に、さすがの二人も少し真剣な表情を浮かべる。

「妹さまが？　なにかあったんですか？」

「いや、なにかあったというか……」

　何があったのかを、確かめるところというか。

「……なあ、エヴィ、リネット。やっぱり俺、思ったんだ」

　首を傾かしげる二人に向かって、言う。

「多分俺は、大切な誰だれかのことを忘れている」

「…………」

「妹はそれを知ってるんだ。……出来れば俺は、それをあいつから聞き出したい」

　エヴィとリネットは、俺の言葉に耳を傾けながら、じっと見つめて来る。

　そして、エヴィが小さく溜ため息いきをついた。

「やっぱり、思い出しちゃうんですね。さすが千秋さんです」

「え……もしかして、お前たちも……」

「はい、知ってます。あたし達の記憶は消えないから、余計なことは喋しやべらないように口止めされました。……ルリファーさんに」

「……ルリ、ファー？」

　脳がチリチリと焼ける。その名前に、俺の記憶が反応していた。

「今回の一件は、千秋さんと妹さまのために、ルリファーさんがやったことです。だから、あたし達は口出ししないようにしようって思ったんですけど……」

　エヴィの言葉を受けて、リネットが口を開く。

「わたしは、千ち秋あきくんに思い出して欲しい……」

「エヴィ……？　リネット……？」

　俺が二人の言葉に戸惑っていると……エヴィが「よし！」と大きな掛け声をあげる。

「ここは、あたしに任せてください！」

　言うやいなや、エヴィは家に飛び込んでいった。俺もそれを追いかけると、エヴィは妹の部屋に入っていった。そしてタンスを開けると、中から可愛かわいらしいパンツを取りだした──って、

「お前は何をやってんだよ！」

「痛っ、ここで殴りますか!?　あたしが大活躍する場面なのに！」

「人の妹のパンツを物色することの、どこが大活躍だ！」

「違いますって！　まったくもう……忘れちゃったなら、教えてあげます」

　エヴィが、不敵な笑みを浮かべて、妹のパンツを強く握りしめる。

「あたしに追えない女の子の匂においは、無いんですよ！」

「お前はその発言や姿に何の疑問も持たないのか!?」

「持ちませんよ？　だって、これがあたしですから！」

　そう言ってエヴィは、妹のパンツに顔を埋うずめた。

「くんくん、くんくん……はぁー、洗剤の香りに混ざる、仄ほのかな妹さまの匂い……ふへ、ふへへ、たまりませんなあ」

「……俺、警察呼んだ方がいいかな？」

　そこでエヴィがパンツをスカートのポケットにしまって、表情を引き締める。

「さあ、妹さまを追いましょう！」

「え……ほ、本当に場所が分かるのか？」

「もちろんです！　この匂いが、あたしを妹さまの下へ導いてくれます！　さあ、ついて来てくださ──ぐえっ」

　部屋を飛び出していこうとするエヴィの襟を、後ろから掴つかんだ。

「な、なにするんですか!?　案内してあげようって言うのに！」

「分かった分かった。今はお前しか頼れないから、とりあえず信じる」

「じゃあなんで捕まえたんですか!?」

「ポケットにしまったもの、出せ」

「千秋さん、それは偽りの記憶です。あたしのポケットには何も入ってな──」

「ぶん殴るぞ」

「すみませんでした」

　エヴィから妹のパンツを没収して、俺たちは家を飛び出した。
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「見つけたーっ！」

　エヴィが指さす石垣の上の方、自然公園のベンチに座る妹の姿が見えた。

「ほ、本当に見つかった……」

「だから言ったじゃないですか！　さあ、一気に捕まえましょう！」

　ここから自然公園までは、ぐるっと石垣を回って坂道を上らなければいけない。すぐそこに見えるけど、あそこに辿たどり着くまではもう少し時間が掛かってしまう。

「……気づかれた……」

　リネットがぼそりと呟つぶやく。また頭上に視線を向けると、妹が俺たちを見下ろして、目を見開いていた。直後、妹が回れ右をして、走り出して行ってしまう。

「むう、仕方ないですね。あたしに掴つかまってください！」

　エヴィが、掴まってくださいと言っておきながら、俺とリネットの手を自ら握りしめてきた。柔らかくて滑らかな感触が、俺の手を包んでくる。

「お、おいエヴィ？　何を──」

「あ、喋しやべってると、舌噛かみますよ？」

「は？　──えっ!?」

　次の瞬間。エヴィの背中から、黒い翼と尻尾しつぽが生えた。

　悪魔を彷ほう彿ふつとさせる、コウモリのような黒い翼。それが力強く羽ばたき始めたと思ったら……エヴィに手を引かれて、俺たちは宙へと飛び上がった。

　その姿は、俺の中二病知識に当てはめるなら、まるで──。

「さ、サキュバス……っ!?」

「あははは！　その反応、新鮮ですね！」

　俺たちの身体からだは、一気に石垣の上に。着地すると、遠くの方に走る妹の姿が見えた。

「千ち秋あきくん、もっと急ぐべき……」

「お、おう。いま俺の中でサキュバスなんていないって常識が破壊されたんだけど、気にしちゃダメなんだよな、エヴィ!?」

　そこでエヴィの身体が、がくりと崩れ落ちた。

「エヴィ!?」

「すみません……あたし、空飛んだの初めてで……これ、メチャクチャ疲れますね……」

「サキュバスなのに!?」

「ちょ、ちょっと動けそうにないです……でも、ここで妹さまを見失っちゃダメですよ」

「あ、ああ。でもお前を置いていくのは」

「あたしに構わず、先に行ってください！」

「格かつ好こいいなお前！」

「必ず、追いつきます……だから、早く！」

「分かった行くよ！　ありがとうなエヴィ！」

　怒ど濤とうの展開に混乱する脳を、やけくそ気味のテンションで誤魔化して走り出した。リネットと二人で、前方の妹を追いかける。

「魔王さま！」

　背後で叫んだエヴィの謎なぞの言葉に、俺はなぜか、呼ばれたと思って振り返る。

　エヴィが、親に褒められた子供のように無邪気な笑顔を浮かべて、言う。

「あたし、この性癖で良かったです！　これからも、ずっと貫いていきますから！」

　俺には、エヴィの言葉の意味がよく分からなかった。

　だけどその言葉に、背中を押された気がした。

「……行くぞ、リネット！」

　二人で妹の背中を追う。

　しかし、中々距離を縮めることができない。川沿いの道に出たところで、リネットが俺の隣でぼそりと呟つぶやいた。

「ここは、わたしに任せてもらっても、いいよ……？」

「は？」

　今度は何を──と思った次の瞬間、リネットが川へ飛び込んだ。

「え……リネット!?」

　リネットの突然の行動に、俺も川の岸に駆け寄る。リネットの姿はどこにも見当たらない……っていうかこれ、沈んだ？　溺おぼれてるんじゃないか!?

　俺は慌てて川に飛び込もうとして……目の前で、巨大な魚が跳ねた。

「……え？」

　違う。水面から跳ね上がったのは、リネットだった。

　下半身を魚に変えたリネットが、水面から跳ね上がり、綺き麗れいに弧を描いて着水する。そして水面スレスレの水位で、勢いよく前へと泳ぎ始めた。

「……に、人魚？」

　呆ぼう然ぜんと呟く俺を尻しり目めに、リネットが高速で水中を泳いでいく。走るよりずっと速い。いつも覇気のないリネットとは思えないスピードで、ぐんぐん妹に追いついていく。

　妹の横に並んだところで、リネットが大きく水面から跳ね上がった。そのまま神秘的な姿を見せつけるようにして、リネットが妹の前に着地する。

　その直後だった。

　隕いん石せきでも落ちたような破壊音が、川岸一帯に轟とどろいた。

「な──っ!?」

　凄すさまじい轟ごう音おんに、思わず耳を塞ふさぐ。音の発生源がリネットだというのは分かった……でも待ってくれ、あいつと俺の距離って百メートルはあるぞ!?　それでこんな、鼓膜を破りそうな音量が届くって、どんな声量してるんだよ！

　リネットの絶叫（？）が止まる。至近距離であれを聞いていた妹も、その場に倒れた。

　慌てて駆け寄って、妹を抱き起こす。……さ、さすがに死んではいない、気絶してるだけだ。それなら、ひとまず妹を捕まえられたということになるのかな？

　リネットがビチビチと尾びれを跳ねさせて、水気を飛ばす。すると白い煙を上げて、足が人間の物へと戻った。水に濡ぬれたスカートが、ピッタリと太ももに張りついている。

「お前……に、人魚だったんだな」

「ん……」

「すごかったな。泳ぎも絶叫も」

「……歌だったんですけど……」

「あれが歌!?」

「魔王さまは、本当に失礼……」

　リネットは、エヴィと同じように俺を魔王さまと呼んで、頬ほおを膨らませる。

「……でも、わたしも今回は……気絶させるために歌ったし……」

　リネットはそう言うと、柔らかく微笑ほほえんだ。

「次は、上う手まく歌う……もっともっと、練習するから……」

　誇らしそうにリネットは言う。

　なぜだろう。その言葉に、態度に、俺もまた誇らしい気持ちにさせられた。

　多分、忘れていることを思い出せば、この気持ちの理由も明らかになるんだろう。

　そのためにも。俺は妹が持つ、このノートを読まなきゃいけない。
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「……あ、れ？」

　公園のベンチで、俺の膝ひざを枕まくらにして寝かせておいた妹が目を覚ます。

「あ、お兄ちゃん……私、なにが……」

　虚うつろな瞳ひとみが俺を捉とらえて、周囲も見回す。自分が置かれている状況を理解しようと、グルグルと色んなところを目視して……最後に、自分が片手に抱えているノートを目にした。

　妹がバネ仕掛けのオモチャみたいに跳ね上がり、俺から一歩距離を取った。

「……よ、読んだ？」

「いや、まだ」

「なんで……いま、チャンスだったのに……」

「まあ、そうなんだけど……お前が隠したがってる物を勝手に読むのは、ちょっと」

　エヴィやリネットに散々手伝ってもらっておいて、何言ってんだかな俺は。

　でも、このノートに妹の気持ちが絡からんでるなら……それを無視するなんて出来ない。

「お前と、しっかり話し合いたい。エヴィとリネットには、席を外してもらったから……教えてくれないか？　このノートについて」

　妹が無言になる。覚悟を固めているのか、どうやり過ごそうか考えているのか。どちらにしろ、俺は妹が行動を起こすまで、待つしか無い。

「……このノートを読んだら、お兄ちゃんは忘れてることを全部思い出して、元の生活に戻れると思う」

「元の生活……」

「うん。地獄のような生活」

「え……地獄!?」

「お兄ちゃんは周りから中二病と思われて、エヴィさん達はお兄ちゃんを召使いのようにこき使って、私はお兄ちゃんを殺してやりたいほど大嫌い。そんな生活だよ」

「俺はいったい何を忘れて、そんな生活を回避出来てるんだ!?」

「どうするの？　読むの？　今日一日の生活と、地獄のような生活。お兄ちゃんは、どっちを選ぶの？」

「選択肢なんて無いよな!?」

「そうだよ」

　妹の目が、真剣な色を帯びる。

「選択肢なんて、ないよ。お兄ちゃんは、このままでいいんだよ」

「え……」

「私は今日一日、楽しかった」

　妹が、思い出を愛いとおしそうに語る。

「お兄ちゃんと一緒にお昼ご飯を食べて……クラスのこととか、話してもらって……楽しかった。だって、私の夢だったから。すごく幸せだったよ」

「お前……」

「もうこんなノート、捨てちゃおう。それで何もかも忘れて、一緒に帰ろうよ。今日の晩ご飯、私が頑張って美お味いしいもの作るから。ねっ？」

　妹が、柔らかい笑みを浮かべて話しかけて来る。

　こんなに妹に慕われて。クラスメイト達の輪にもまざれて。

　今の俺って、本当に恵まれてるよな。

　もしも人生に波があるとしたら、きっと今この時が俺の絶頂期だ。今以上に幸せな状況を、俺は体験したことがない。

　でも。

　この幸せを捨ててでも、取り戻したい記憶があるんだ。

　俺の心が、それをずっと、今朝からずっと、叫んでいるから。

「そのノート、見せてもらってもいいか？」

「……ふーん。お兄ちゃん、大丈夫？　わざわざ地獄の方を選ぶなんて、正気とは思えないよ？　どこかで頭でもぶつけてきた？」

　妹が冷たい言葉をぶつけてくる。

　だけどその小さな体は、微かすかに震えていた。

「……そうだな。俺は、正気じゃないのかもな」

「そうだね、病院に行った方がいいよ。こんなノートは忘れて、私と一緒に」

「頼む。ノートを見せてくれ」

「…………」

　妹が無言になって、視線を伏せる。

　そのまましばらく、二人で無言のまま向かい合い……。

　妹が、ノートを差し出してきた。

「ありがとな」

　無言の妹から、ノートを受け取る。

　そして俺は、黒革のノートを開いた。

　……中身は、中二病時代の俺が書き記していた、ブログだった。

　相変わらず痛々しい……。我の身長は実は13㎞あるとか、我が走るとあまりの速度に衝撃波が生まれてしまうとか……見覚えのある、それでいて直視できない恥ずかしい妄想が、ノートのページを埋め尽くしていた。

　まさか俺の黒歴史が書かれてあるとは思わず、一瞬、妹からノートを受け取ったことを本気で後悔した。

　けどすぐに、俺のブログとの違いに気づく。

　ページの端々に、赤色のメモが綺き麗れいな文字で記されている。

『魔王さまの秘術！　髪を頭の後ろで縛ると、身長が伸びるのじゃ！』

『この世界の出来事は、すべて魔王さまの偉業なのじゃ！　それを肝に銘じて、しっかり勉強するのじゃ！』

『魔王さまが、わらわにもっとワガママを言っていいと仰おつしやったのじゃ。きっとあれは、妥協するな、という意味なのじゃな！　さすがは魔王さまなのじゃ！』

　不思議な口調で記されたメモ書き。

　ああ、そうだ。俺はこの子を知っている。

『わらわは魔王さまの弟子で、クエストは修行なのじゃ！　いくらラブレタークエストだからって、余計なことを考えちゃダメ、絶対ダメなのじゃ！　反省！』

　こうやって、ブログに書かれたことを一緒にやり続けてきた。

『北きた白しら川かわさんに褒められたのじゃ！　魔王さまも「凄すごいなルリファー」と仰おつしやってくれたのじゃが、魔王さまのおかげなのじゃよ！　本当に、魔王さまは素敵なお方なのじゃ！』

　クエストの中で、二人してクラスメイトに認められることもあった。

『シャロン義ね姉えさまが、人間界に残っていいと仰ってくれたのじゃ！　これからも魔王さまの下でクエストが出来るなんて、わらわは、途方も無い幸せ者なのじゃ！　魔王さま、これからもよろしくお願いしますなのじゃ！』

　二人で一緒に、色んなことを乗り越えてきた。

　ルリファー。

　あのドジで泣き虫な、大切な一番弟子を忘れるなんて、どうかしてる。

　ノートを閉じて、俺は妹に向き直った。

「エヴィとリネットが、今回の件はルリファーが自分で決めたことって言ってたんだけど……なにか知ってるか？」

　俺の言葉に、妹が小さく首を振る。

「違うよ。ルリファーさんじゃない」

　視線を伏せたまま、妹は淡々とした調子で告げる。

「私だよ。私がルリファーさんに、お兄ちゃんの前からいなくなってって頼んだの」

「え……」

「普通の高校生になったお兄ちゃんと幸せに暮らしたかった。それが私の夢だった。それには、ルリファーさんが邪魔だったから……言ってやったんだ。帰ってくださいって」

　乾いた笑い声をこぼして、妹は言う。

「ルリファーさんって、本当に単純だよね。お兄ちゃんの夢が普通の高校生になることだってことと、ルリファーさんがそれを邪魔してるってことを伝えたら、すぐに分かってくれたよ。自分はここにいるべきじゃないって言って、わざわざお兄ちゃんの記憶まで消してくれた」

「……もういいよ」

「でも帰って正解だったんじゃないかな？　ルリファーさんみたいな人は、どのみち他人に蹴け落おとされちゃうよ」

「もういいから」

「だってルリファーさんって……」

　ポロポロと、妹の目から涙が落ちる。

「私みたいに、悪い子じゃ、ないから」

　妹が、泣きじゃくる。

「ごめ、ごめんね……ひっく」

　妹はしゃくりをあげた。

「お兄ちゃん……私、お兄ちゃんの気持ち、分かってたのに……ルリファーさんの気持ちも、分かってたのに……」

「大丈夫。分かってるから」

「わ、私ひとりのワガママで、二人を引き裂いた……なのに、私……平気な顔して……幸せだなんて言って……ひ、ひっく……」

　涙で顔をグシャグシャにして、

「お兄ちゃん……最低な妹で、ごめんなさい……」

　そんなふざけたことを言う妹を、俺はそっと抱きしめた。

「……ふぇ？」

「バカ言うな。お前ほど出来た妹を、俺は他ほかに知らないよ」

　抱きしめながら頭を撫なでてやり、言う。

「ありがとうな──百もも夏か」

「……っ！　ぐすっ……いまさら呼んでも、遅いよ……」

　そのまま妹──百夏は、俺の腕の中でしばらく泣きじゃくった。

















　※






「このノートね。自分がしたことを忘れないように、ルリファーさんにもらったの」

　泣き止やんだ百もも夏かは、俺の傍そばから離れるとそんなことを言い出した。

「私がしたことは、最低だから。ずっと携帯して、戒めにしようと思ってた。……でも、これがお兄ちゃんの記憶を呼び起こす手伝いになったなら、自己満足みたいな戒めにも、少しは意味があったのかな」

「はは……そもそも俺のブログなんて、大した価値は無いけどな」

　でも、全すべてはこのノートに書かれたブログから始まったのか。

　そう考えると、このノートは俺たちにとって、何よりも大切なもの……かもしれない。

「……お兄ちゃん。ルリファーさんは、学校の屋上から魔界に帰るって言ってたよ」

「ん、分かった。ありがとな」

　百夏からノートを受け取って、俺は言う。

「じゃあ、いってきます」

「うん。いってらっしゃい、千ち秋あきお兄ちゃん」

　百夏の言葉を背に受けて、俺は学校に向かった。躊躇ためらうことは、特別見当たらない。

　やることは、一つだ。

　学校に到着すると、既に日は落ちて、星が天を埋め尽くしていた。

　俺は夜の校庭を駆け抜けて、昇降口に向かう……そこに、立ち塞ふさがる人がいた。

「……やはり来たか、魔王様」

　金髪をなびかせ、シャロンさんが振り向いた。いつか見た血色の剣を手にして。

「貴方あなたの目的は、理解しているつもりだ」

「……それなら、話は早いですね」

　俺の言葉に、シャロンさんが楽しそうに口角を上げる。

「いいだろう。ルリファーを取り戻したければ、もう一度、我と戦──」

「それで、ルリファーはどこにいるんですか？」

　シャロンさんが意表を突かれて、目を丸くする。まあ俺だって、シャロンさんが何をするつもりだったかぐらい、分かってるよ？

　でも俺は、たとえすげえ力を持ってたとしても、そんなのごめんだ。

　ルリファーの大切なお姉さんと戦うなんて、あり得ない。

「……ふっ、そうだな。貴方はそういう方だった」

　シャロンさんがおかしそうに笑って、昇降口の壁に背中を預ける。

「ルリファーは屋上だ。そこで待てと、命じてある」

「まだ、帰ってないんですね？」

「ああ。これが不思議なのだが、なぜか魔界へのゲートが開かなくてな」

　そう言ってシャロンさんは、悪戯いたずらっぽく片目をウインクして見せた。

「ゲートが開かなければ、ルリファーも帰るに帰れない……だろう？」

「……ありがとうございます！」

　シャロンさんの前を通り、俺は屋上へと駆け上がった。

　屋上の扉を開けると、満天の星空が迎えてくれた。

　そんな星々の光を受けて、銀髪を輝かせながら、

「……魔王、さま？」

　ルリファーが、俺の方へと振り返った。驚きと、戸惑いと、ほんの少し悲しそうな色を含めた表情で、俺のことを見つめて来る。

「どうして、ここに……」

「それはこっちのセリフだって」

　俺も俺で、ルリファーの姿を見て安心したのか、深いため息が出てきた。

「……まあ、積もる話はあるけどさ。とりあえず一緒に」

「き、来ちゃダメなのじゃ！」

　一歩踏み出した俺を、ルリファーが制止する。

「……ルリファー？」

「魔王さま。わらわ、もう、魔王さまのところには帰れないのじゃよ」

　そう言ってルリファーは、へらりと、泣きそうな笑みを浮かべた。

「わらわ、魔王さまの夢を邪魔してるなんて、思ってもいなかったのじゃ。いつも自分のやりたいことばっかり言って、叶かなえてもらって……魔王さまにだってやりたいことはあるはずなのに、そんなこと思いもしなかった……」

「…………」

「こんなわらわが、魔王さまの弟子を続けていいはずないのじゃ。だから、わらわのことは破門にして、魔王さまには夢を叶えて欲しいのじゃ」

「……あのな」

「分かってるのじゃ！　魔王さまはお優しいから、そんなこと気にするなって言うはずなのじゃ！　でも、わらわはそんな魔王さまのことが好きだから……その優しさに、つけ込みたくないのじゃよ……」

「…………」

「魔王さまだって、わらわがいても、本当は迷惑なだけのはずなのじゃ。だってわらわは、魔王さまの気持ちも分からない、恩知らずの薄情者で……」

「……ルリファー」

「おまけにドジで、泣き虫で、魔王さまがいないと何も出来ないグズで……」

「ルリファー」

「ずっと魔王さまのことを傷つけてて……そんなわらわに、魔王さまのお傍そばにいる資格は」

「ルリファー！」

　びくりと震えて、不安げな視線を向けてくるルリファーに向かって言う。

「そろそろ、腹、減ってきたな」

「……ふぇ？」

　パチクリと目を瞬しばたたかせるルリファーに、俺は右手を差し出す。

「早く帰って、飯にしようぜ。──俺たちの家でさ」

「──っ！」

　ルリファーの目から、大量の涙が溢あふれた。

　零こぼれ落ちる涙を、何度も泣きじゃくりながら、ぐしぐしと拭ぬぐって……ルリファーが顔を上げる。

　目を真っ赤に腫はらせて、涙の跡でぐしゃぐしゃになった顔を、笑顔にして。

「……はいっ！」

　星空よりも輝く笑顔で、ルリファーは俺の方へと駆け寄ってきたのだった。






　エピローグ









「ありえないだろ、こんな展開……」

　学校の下げ駄た箱ばこにもたれかかりながら、俺は思わず嘆きの言葉を吐いた。

「ど、どうしたんですか魔王さま。もの凄すごく沈んでますね」

　俺の様子に、エヴィが心配そうに聞いてくる。

「そりゃそうだろ……まさかあそこから、こんなことになるなんて思うか？　思わないだろ？」

「え？　あー」

　エヴィは合点がいったように頷うなずき、楽しそうに言った。

「魔王さまが、ルリファーさんにフられた話ですか！」

「殴っていいか？」

「いたぁっ!?　また何も言い返してないのに殴りましたね!?」

「うるせえ変態、ぶっ殺すぞ」

「魔王さまがかつてないほど怒ってる!?　あ、あたしもしかして、消される!?　消されるんですか!?　リネットちゃん、助けて！」

　更に追撃して殴ろうとする俺から逃げようと、エヴィがリネットを盾にする。盾にされたリネットは、どことなく悲しそうな目をして、俺に向かってぽつりと呟つぶやいた。

「失恋は、人を強くするらしい……」

「リネットに同情されてる!?」

「今夜は、飲みますか……？」

「何をだよ！　つーかお前に慰められると最高に死にたくなるんだけど！」

「まあ、そんな日もあるさ……」

「どこから目線なんだお前は！　あと言っておくけど、フられてねえし、そもそも告白した訳でもないからな!?」

　そこで、横から妹の百もも夏かが口を挟んできた。

「でも、好きなんでしょ？」

　その視線は、なぜかちょっと鋭くなっている。

「う……ま、まあ、大切なやつではあるけど」

「……ふん。早く行かないと、遅刻するよ」

　素直に答えたら、なぜかそっぽを向かれてしまった。……お、おかしいな。兄きよう妹だい仲はすっかり良くなったと思ったのに、なんでルリファーが大切な一番弟子って言っただけで、機嫌悪くされるんだ？

「なにぼーっとしてるの、お兄ちゃん。さっさとして」

「お、おう」

　百夏に促されて、俺は下げ駄た箱ばこから上履きを取りだした。

　──結局。あの後、ルリファーは魔界に帰ってしまった。

　どうも、魔界の事態が急変したらしい。シャロンさんが「やはりルリファーには婚約者が必要かもしれない」とか「事態を落ち着かせるためには、ルリファー本人の立ち会いが必要だ」──とか言って、ルリファーを連れ帰ってしまった。

　俺には、よく分からない話だ。分かっているのは、その問題のせいでルリファーがいつこっちに戻って来られるのか分からなくなった、ということだけ。

「……はあ」

　溜ため息いきも出る。あんだけみんなに手伝ってもらったのに……現実って、容赦ないな。

　肩を落として歩いていると、前を進んでいた百夏が振り返って言った。

「もう、しゃんとしてよ。そんな姿、ルリファーさんに見せられないでしょ」

「別にいいだろ。どうせ、しばらく帰ってこないんだから」

　やけくそ気味に答えると、百夏が口を尖とがらせて言ってくる。

「私は、そんな気はしないけどね」

「は？」

「なんでもない。じゃあ私こっちだから。また放課後ね、お兄ちゃん」

「ん、おう。またな、百もも夏か」

「──っ!?」

　百夏が足を止めて、俺のことを凝視してくる。その顔は真っ赤になり、目は驚きに見開かれている。……え、なに？

「なんだ、どうかしたのか？」

「ど、どうもしない！　バカ！」

　そう怒鳴って、百夏が去って行く。……なんでキレられたの？

　うーん……思春期の妹って難しいな。




「お、三み道どう。おはよっす」

　教室に入ると、佐さ藤とうくんが声をかけてきた。

「う、うん。おはよう」

「昨日、あれから大丈夫だったか？」

「え……な、なにが？」

「なんかお前、カラオケの時、体調悪そうだったからさ」

「…………っ！」

　佐藤くん、天使である。確かに俺、昨日のカラオケ中はずっと、消された記憶のことが気になって思い切り楽しめてなかったけど……まさか、俺なんかの細かい変化まで見てくれてるなんて！

「だ、大丈夫！　今日はもう、すっかり元気だから！」

「お、いいね。んじゃ、今日もみんなでカラオケ行くか？」

「え……い、いいの？」

「ん、なんだ。本当は体調悪いのか？」

「そ、そんなことない！　行くよ！」

　そう返答すると、話を聞いていたクラスメイトの男子たちがまた周りに集まってくる。

「お、なんだ。今日もカラオケか？」

「よっしゃ、めいっぱい騒ごうぜ！」

　昨日と同じ、騒がしくも幸せな光景が広がっていく。

　……ルリファーもここにいたら、最高なんだけどな。

「おうどうした三道。テンション低いぞ！」

　男子の一人に肩を叩たたかれて、俺は苦笑いを浮かべた。

　そうだよな。ルリファーがしばらく帰って来ないからって、ずっと落ち込んでもいられない。ルリファーだって、俺がルリファーのことを気にするあまり暗い生活を送っていたら、さぞ悲しむことだろう。

　俺は、俺の高校生活を、しっかり満喫しよう。

　百もも夏かの言う通り、ルリファーはすぐに戻って来ると……そう信じて。

「あ、先生来たぞ」

　佐さ藤とうくんの言葉に、クラスメイトたちがそれぞれの席に散っていく。教室に入ってきた担任は、静かになった教室を見回して言った。

「転校生を紹介します」

　……は？

　担任の言葉に教室中がざわつく。そりゃそうだ、昨日リネットが転校してきたばかりだぞ。こんな連続したタイミングで転校生なんて、明らかにおかしい。

　ということは、まさか……。

「さあ、入ってきていいわよ」

　担任の言葉に、教室のドアがゆっくりと開いて、ひとりの女の子が姿を現した。

　輝く銀髪に、クラス中の視線が吸い寄せられた。

　新雪よりも白く輝く、腰まで伸びた銀髪が、どこか幼さの残るやわらかな輪郭を、まばゆく縁取っている。

　緊張のためか、微かすかに頬ほおをこわばらせながら、彼女はそっと教室の中に入ってきた。

　──まるで、四月のあの日を思い出すような光景。

　それは、どこからどう見ても、ルリファーだった。

　ただ一点、あの日と違うことがあるとすれば……。

「なんで、ウェディングドレス……？」

　俺の口から真っ先に飛び出したのは、そんな言葉だった。ルリファーはなぜか制服ではなく、純白のウェディングドレスを着ていた。そのインパクトが、再会の喜びを吹き飛ばす。

　担任が、咳せき払ばらいをして言う。

「どうもですね、この子のお姉さん曰いわく、今はこれしか着るものがないみたいなんです。だから、まあ、仕方ないということで……」

　仕方なくで容認しちゃうんだ！

　教室内は、ウェディングドレスを着た転校生の登場にざわついている。

　そんな中、転校生──ルリファーが、俺の方を見つめてくる。

　顔を真っ赤にして、モジモジと身をよじりながら、口を開く。

「あ、あの……えへへ、ただいまなのじゃ」

　そんな笑顔を向けられたら、俺も色々と、どうでもよくなってしまう。

「……ああ、おかえり」

　俺が笑顔で言い返すと、クラスメイトたちが更に騒然となった。「三み道どう、この美少女と知り合いなのか!?」とか「ちょ、紹介してくれ！　どこの誰だれなんだ、この子！」とか、ついでに「おっかえりなさいルリファーさん、待ちわびてましたそのおっぱいを！　と言うわけで再会の熱いマッサージを」なんて言い出した変態は、一発殴って黙らせる。

「ったく……で、お前はなんでそんな服で来たんだ？」

「あ、これは、シャロン義ね姉えさまが勝手に……」

「あの人のセンス、とんでもねえな……」

　俺の言葉に、ルリファーが言いにくそうに口ごもる。

「えっと、それが……これは、わらわの婚約者問題に、関かかわっていて」

「ああ、あれって解決したのか？」

「か、解決したというか、なんというか……」

　歯切れが悪い。俺が「どうしたんだ。遠慮しないで言っていいぞ」と促すと、ルリファーは何度か深呼吸をした後、ぼそぼそと口を開いた。

「……わ、わらわの婿に、魔王さまが立候補したという形で、なんとか解決したのじゃ」

「ふーん、そうなん……だ？」

「ふ、ふぇぇ……」

　ルリファーが顔を真っ赤っ赤にして俯うつむく。

「いや待て、説明してくれ。どういうことだ!?」

「さ、三千世界を統べる魔王さまが相手なら、誰も手が出せないからって……その、シャロン義姉さまは、魔王さまならわらわのために承諾してくれるって……」

「…………」

　そう言われちゃあ、何も言い返せないんですけどねシャロンさん!?

「も、ももも、もちろん、わらわが魔王さまの婚約者なんて、そんな滅相もない、おこがましい！　魔界の民たちを納得させる、仮の関係だと理解しているのじゃ！」

　パニック気味に、ルリファーが言ってくる。

「わらわは、魔王さまの一番弟子なのじゃ！　それ以上でも、それ以下でもないのじゃよ！」

「お、おう。ルリファーがそう言ってくれるなら、いいんだけど」

　ただ、なんだろう。ちょっとだけ俺の胸が痛んだのは、気のせいだろうか。

　と、そこで気づく。

　いつの間にか、教室が静まりかえっていた。そしてみんなの視線が、俺とルリファーに集まっている。

「あ、あれ？　みんな？」

　俺の問いかけに答えてくれるクラスメイトはいない。

　代わりに、ボソボソとした内緒話が教室の至る所から聞こえてくる。

「……え、三み道どうが、この子の婚約者？」「だからウェディングドレス？　それ婚約じゃなくて結婚じゃん」「こんなかわいい子と結婚とか……さすがに許せねえ……」

　なんか殺気を感じるのは、俺の気のせいだろうか。

「ち、違うんだ。みんな、聞いてほしい。これには訳があって」

「っていうか、魔王さまってなに」

「え？　なにって、ルリファーはいつも俺のことそう呼んで……」

　……あ、そうか！　みんな記憶が消されてるから、俺がルリファーに魔王さまって呼ばれてることに、慣れてないのか！

「三千世界とか、魔界とか……え、なに、ゲームの話？」「それに今、一番弟子、とか言ってなかったか」「弟子ってなんだよ、道場かよ」「三道が道場やってんの？　なに教えてんだろ」「そりゃあ……魔王さまって呼ばれてることに、関係してるんじゃね？」

　うわああ、クラスメイトが俺に向ける視線が、どんどん危ない奴やつを見る目になっていく。

「三道……」

「え……あ、佐さ藤とうくん。違うんだよ、これには深い事情が」

「お前、こんな可愛かわいい子にウェディングドレス着せて、魔王さまとか呼ばせて喜ぶ奴だったんだな……」

「ちょっと待って佐藤くん、俺が喜んでるように見えるの!?」

「婚約者とか、魔王さまとか……はは、ちょっと俺たちには高度すぎてついていけないな。なんか、三道が違う世界の人間に見えてきた……」

「ちょ、え、佐藤くん？」

「なんか、気軽にカラオケに誘ったりして、ごめんな？　三道はいつも、そのルリファーさんと行くんだもんな、カラオケ」

　佐藤くんとの心の距離が、みるみる広がっていく！

　あんまりな展開に、俺は思わず肩を落とした。

「ああ、これだよ……いつもの日常が、戻ってきた……」

　そりゃあ俺は、ルリファーがいる生活がいいって言ったよ。でも、なにもここまで元通りになることはないじゃないか……。

　俺はまだ、普通の高校生活にだって憧あこがれてるんだよ。

　ルリファーにはいて欲しい。でも、ルリファーと一緒に普通の高校生としてやっていけても、いいんじゃないかなあ!?

「はっ、そ、そうなのじゃ、魔王さま！」

　ルリファーが、重大なことに気づいたような声をあげる。

「たしかブログに、こんな時に使えるクエストがあったはずなのじゃ！」

「はいはい、もう完かん璧ぺきに元の日常ですね！」

「ふぇ？　も、もしかしてわらわ、また魔王さまに迷惑を──」

「あああ、違う違う、そうじゃなくって……」

　涙目になるルリファーをなだめて、俺は一つ、大きな溜ため息いきをついた。

「……わかった。手伝う、手伝うよ」

　嫌々ながらに答える。これからどんなことを要求されるのかと思うと、気が重くて仕方なかった。

　ただ、まあ。

　心のどこかで、何を頼まれるのか期待している自分もいて。

　そんな自分に苦笑して、俺はルリファーに向かって言った。

「それで、今回はどんなクエストなんだ？」














　あとがき






　最後まで読んでくれるなんて……あなた、なかなか……見込みがある……。

　今度はあなたが……わたしを養ってくれても……いいよ……？

　そんなわけで、皆様お久しぶりです。青あお弘ひろ幸ゆきです。

　３巻です！　と、同時に、皆様もうお気づきかと思いますが、これが最終巻です。

　応援して下さった皆様のおかげで、こうして無事、物語に幕を引くことが出来ました。

　千ち秋あきやルリファー達のドタバタな毎日は、きっとこれからも続いていくのでしょうが、物語はひとまず、ここでおしまいです。

「サキュバスなのに百ゆ合りって、面白くない？」などという馬ば鹿かな思いつきから始まった物語が、こうしてひとつの作品として完結させられて、なんだかとても感慨深いです。

　せっかくの最終巻ということで、やりたいと思っていたことを全すべて詰め込んでみました。

　妹の、ずっと隠していた千秋への想おもい。

　エヴィと千秋の、師弟以上恋人未満の微妙な距離。

　リネットがずっと抱えていた劣等感。

　シャロンとルリファーの間にあった、長年のすれ違い。

　それら全てに決着がついたからこそ、たどり着けた、千秋とルリファーの結末……。

　ひとりのキャラも見捨てることなく、描き切ることが出来たと思います。最後の、そして最大のお祭り騒ぎ。皆様にも楽しんでいただけたのなら、これ以上の幸せはありません。




　それでは、恒例の謝辞を。

　この作品を世に出すため、尽力してくださった編集者様方。本当に、本当にお世話になりました。未熟な書き手ではありますが、これからもよろしくお願いします。

　そして、ルリファー達を可愛かわいく描いてくださった希望のぞみつばめ様。ヒロイン達はもちろん、みんな最高に可愛いのですが、巻を追うごとに千秋までどんどん可愛くなっていって、個人的にはとても幸せでした。本当にありがとうございました。

　そして、ここまでお付き合い下さった、全ての読者様へ。本当に本当に、心からの感謝を。皆様は私の、生まれて初めての読者様達で、こんな呼び方をするのはおこがましいかもしれませんけれど、生まれて初めての、ファンの皆様です。

　この物語はここで終わってしまいますが、もし、また何かの作品でお目にかかることがありましたら、その時は是非、お手に取っていただけたら嬉うれしいです。

　それでは皆様、本当に、本当に、ありがとうございました。またいつか、どこかでお会い出来たら、これ以上の幸せはありません。


２０１３年12月　青弘幸　拝











　著者

　青弘幸（あお・ひろゆき）

　　３巻です！　臨海学校です！　お祭り回です！

　　楽しそうなルリファー達を見ていたら、高校の頃に行った臨海学校の思い出が、次々蘇ってきました。

　　そういえば、私も遭難したっけなぁ……。

　　あのまま帰って来られなかったら、この本は世に出ていなかったんですね、なんて考えると、無駄に感慨深いです。




　イラスト

　希望つばめ（のぞみ・つばめ）

　　１９８９年生まれ、神奈川県在住のイラストレーター兼原画家。ロングの髪や金髪、狐耳が大好物。

　　どの娘を描くのもすごく楽しいのですが、やはり一番はルリファーですね。描いていて癒されます。
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